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寄 iA 規 定 


1) 寄稿 者 は 会 員 と に か ぎる が , 共同 執筆 者 に は 非 会員 ぁ 含む と と が で きる 。 非 会 員 の る の に つい て は 会 員 の 紹介 

が あぁ っ た 場合 に か ぎり 受理 する と こと が ある 5 

2) 原稿 は 未 発 表 の も の と し , 内 容 は 応用 動物 学 , 応用 と ん 虫 学 , 農薬 お よび 防除 器具 な ど に 関す る 原著 論 交 

( 短 報 を 含む ), 新刊 紹介 , 抄録 , 会 報 お よび 時 報 と する 。 

3) 原稿 の 登載 は 編集 委員 会 で きめ る が , 原稿 に は 必要 に 応じ 編集 委員 会 で 手 を 加え る と と が ある 。 

4) 登載 順序 は 畜 障 の な いか ぎり 受付 順序 に 従う 。 た だ し 同一 号 内 で の 順序 は 前 後 す る と こと が ある 

OO ARG ee oe 
, 漢字 は 固有 名 詞 を 除き 当 用 漢字 を 用 いる 。 ま た 学術 用 語 は , 文部 省 学 術 用 語 分 科 審 議会 な らち びに 目 本 植物 

学術 用 語 審 議 委 員 会 で 定め た も る の は と れ を 用 いる 。 了 欧文 原稿 は タイ プラ イタ ー で 打つ こと 5。 

6) 生物 名 , 外来 語 , 外国 の 地名 な ど は 語 か ア な と し , 数 字 は 算 用 数 字 を 用 いる 。 目 本 語 の aー マ 字 つ づり は 慣用 

の 姓名 を 除き 訓令 式 C に よる こと と 。 

7) 原著 論文 の 長 さ は 和 廊 , 欧文 と る 刷 り 上 が り 6 ペー ジ ( 図 や 表 を 含ま な い 和 詞 の 場合 に は , 400 FID 

用 紙 で 30 枚 前 後 ) 以内 と し , と の 制限 ペー ジ を と を える 部 分 に 対し て は 著者 は 実費 を 負担 する 。 

8) 短 報 は 刷り 上 が り 2 ペ ー ジ ( 図 や 表 を 含ま な い 場 合 に は 400 字 づ め 原 稿 用 紙 で 10 枚 前 後 ) 以内 と する 。 

9) 和文 原著 の 記述 順序 は 次 に よる と と 。 


(FR) 4. 表題 ・ 著者 名 ハ . 所 属 名 お よび 所 在 地名 =: AIC a. 欧文 摘要 
10) 欧文 原著 論文 の 記述 順序 は 次 に よる こと と 。 
( 順 序 ) イ . 表題 a. 著者 名 ハ . 所 属 名 所 よび 所 在 地名 =. AR ah. FSC 


11) 和文 短 報 の 場合 に は 欧文 表題 , ョ ー マ 補 つづ り の 著者 名 , 欧文 所 属 名 お よび 所 在 地 名 を , また 欧文 短 報 の 場 
BCI, 和文 著者 名 , 和文 所 属 名 を 脚 話 に 入れ る と と 。 な お 和 六 の 場合 の 欧文 摘要 お よび 欧文 の 場合 
D PHB ee bo 

12) Mic kLUROMMUAMOMMOBSICUAMKMET So 

18) 文献 の 引用 は 本 文中 に お いて は , 著者 名 CES) S401 (SSR, ES) と する 。 iss] MACRO HM 
著者 名 の ABC 順 と し , 表題 は つけ な い 。 

14) 雑誌 名 の 略 名 は 邦文 誌 に つい て は 学術 会 議 の 定め た る の に よる 「( 骨 学 進歩 年 報 に 収録 )。 欧文 誌 に つい て は 
Biological Abstracts よび Chemical Abstracts の 規定 に 従う 3。 

15) Summary は それ だ け で 本 六 の 概要 を 十分 理解 で きる よう な も の と する ご と b。 

16) さ し 図 の 差し 入れ 代 所 は 原稿 用 紙 の 欄外 に 泉 記す る こと と 。 ~ 

17) さ し 図 は 著者 に お いて あら か し じ め 1/2 程度 に 縮小 で きる よう に 墨汁 で 描き , 必ず 白色 の 厚紙 に は る こと AK 
完全 な 図 は 下図 料 を 申し 受け る 。 

18) アー ト 紙 印刷 を 希望 の 場合 は 実費 を 申し 受け る 6 

19) 原則 と し て 初 校 は 著者 校 と する 。 

20) 既 載 原稿 は 返却 し な い 。 写真 お よび さ し 図 は 返却 希望 の 置 を 記し て ある も の に か ぎり 返却 する 

21) Iam CICS UC IS BU «50 部 (表紙 付 ) を 贈 量 する 。 CE の NN 
て 実費 を 申し 受け て 作製 する か ら , HM MED (NEDSS) を 原稿 の 頭 初 に と 泉 記す る と と 。 

22) 別刷 代 は 表紙 2 円 , Aa2-—v ios 8H (2R-wy BA) < らい で ぁ ある 0 

23) 短 報 に 対し て は 別刷 50 部 (表紙 な し ) を 贈呈 する 。 そ れ 以 上 の 別刷 の 希望 と に つい て は 原著 論 の 場合 と 同 8 

24) 文部 省 科 学研 究 費 な ら び に と れ に 人 準ずる る の に よる 研究 論 六 は 必ず その 置 を 脚 証 に 明記 する ごと b 

25) 原稿 用 紙 は 400 字 づ め (な る べく BB5 判 , 縦 型 横 書 用 ) の も の を 使用 する と と 。 タ イプ 用 紙 は A 4 判 ) B+ 
の も の を 使用 し , 1K 26 GLL, 左右 を 2.5em FOHSUSCLo 

26) 原稿 は 書留 便 で 下記 へ 送付 する と と 。 
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ニカ メイ そそ が の 幼虫 密 放 が 幼虫 , さなぎ お よび 成虫 の 
WHIZ RIFT BBicow 


mR 本 


oa 
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ニカ メイ ガ Chilo suppressalis は 広く 稲作 の 大 害虫 と 

し て 知ら れ , 卵 塊 で 産卵 し て の ち 中 齢 期 ま で は きわ め て 
強い 群集 性 を 示し , その の ち 個 々 に 分 散 す る と いう 特性 
を 持っ て いる 。 ま た 大 発生 年 に は , BHD ARS 1 AIT 
| 数 頭 の 幼虫 が 食 入 し て 大 害 を 与え る 。 最近 , 害虫 の 生 候 
密度 の 違い に よ ょ っ て 体 の 諾 形質 に いろ いろ の 変異 が も た 
ら さ れる 事実 が , 多く の 研究 に と よっ て 明らか に され て い 
る 。 す な ね わ ち 体 色 の 変化 を も た だ らし た り (Lone, 1953; 
ik, 1956a; 平田 , 1956), 休眠 個体 を 生じ た りす る の で 
OS に (三宅 ・ 藤 原 , 1951; He, 1956b)。 そ こと で 本 種 に お 
いて も これ に 似 た 現象 が 密度 の 変化 に 伴っ て 起こ る の で 
| は な いか , また 幼虫 の 生息 密度 が , 幼虫 。 さなぎ お よび 
成虫 の お の お の の ステ ー ジ の 生理 生態 的 形質 に どの よう 
な 変異 を も た ら す か を みる た め に 実験 を 始め た 。 

本 文 に は いる に 先 だ ち , 研究 に 際 し て 絶え ず ど 指導 く 
だ さっ た 内 田 俊郎 教授 , 河野 達郎 助教 授 を は ビ じ め 当 研究 
室 の 諸兄 に 厚 く お 礼 申し 上 げ る 。 ま た 研究 材料 に つい て 
WAWS TRE < ES 3 TORT REM RBA TCR 
男 氏 お よび 元 京 大 摂津 農場 橋川 潮 氏 の か た が た に 心から 
感謝 する 次 第 で ある 。 

材料 お よび 方 法 

材料 と し て 用 いた ニカ メイ だ が ガ の 第 2 化 期 の も の は 三重 
県 津 市 東海 近畿 農業 試験 場 1957 年 ) の 第 1 化 期 の 子 世 
代 で あり , 第 1 化 期 の も の は 大 阪 府 高槻 市 京 大 付属 農場 
(1958 年 ) の 水田 か ら 採 集 し た 成虫 か ら の 和子 世 代 を 用 い 
た 。 飼 育 条 件 は 自然 温度 お よび 自然 日 長 下 で 行ない , 陸 
‘fia (農林 17 号 ) を 飼料 に し て 飼育 し た 。 そ の 量 は 飼育 
容器 あたり 稲 藤 1 本 と し , 第 1 化 期 は 根 を 残し て 20cm 
し, 第 2 化 期 は 30cm に 茎 の 上 部 を 切断 し て 与え た 。 
実験 密度 は 単独 区 (136198), 中 間 区 (1 茎 2~5 頭 ) 
お よび 密集 区 (1 茎 10 頭 ) の 3 段階 で ある 。 飼 育 に は 
両端 開口 の 直径 3cm, 長 さ 30cm の 透明 な ガラ ス 管 を 
用 い , 下端 は 陸 衛 の 根 を 水 に 浸し た 脱脂 綿 で 巻き , fla RY 
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の いち ょ う ( 閉 渦 ) を 防い だ 。 一 方 上 端 は 寒冷 し ゃ ( 紗 ) で 
お お っ て ガラ ス 管 内 の 過 湿 を 防ぎ 通気 を も 良好 に する よ 
うに し た 。 飼料 は 3 日 ご と に 新しい も の と 取り 替 区 た 。 
な お 本 種 は 中 秋 期 を 境 と し て 分 散 す る が , シャ ー レ の 中 
に お いて も こと の 時 期 に と なると, 幼虫 が 稲 工 か ら は い 出 て 
シャ ー レ 中 を は い 団 る 現象 が み ら れ る 。 そ こ で 第 2 化 期 
の 実験 は 次 の 2 通り の 方 法 を 用 いて 行 な つ た 。 す な わ ち , 
A. ふ化 後 分 散 期 まで を 集合 飼育 し , 分 散 期 に 各 密 度 
区 に 分 離し た 。 
B. ふ化 直後 の 新 幼虫 を 各 密 度 区 に 分 離し た 。 た だ し 
中 間 区 の み は 分 離 後 の 死 亡 率 が お きわめて 高 か つ た の 
で 実験 か ら 除 く こ と に し た 。 
一 方 第 1 化 期 は A の 方 法 に 準じ て 行 な つ だ 。 こ こと で いう 
生息 密度 と は 稲 茎 1 本 あたり の 個体 数 で あぁ る 。 


結 Ak 


幼虫 密度 の 幼虫 形質 に 及ぼ す 影 響 

発育 速度 本 種 に お いて は 密度 に 依存 し た 体 色 の 変化 
は 全く 認め られ な い が , 発育 日 数 に は 顕著 な 差 が み ら れ 
た (第 1 図 )。 す な わ ち 第 1 化 期 に お いて 分 散 期 に 各 密 度 
区 に 分 離し て か ら よ まう 化 ま で の 日 数 を みる と , 単独 区 で 
最も 発育 が 速く 密集 区 で は 最も お そい 。 な お 雌雄 に よる 
差 は ほとん ど み られ な か っ うっ た 。.・ 

幼虫 の 体重 第 1 化 期 に だ おい て, ふ化 後 25 AB (大 
部 分 の も の は 終 齢 の 初め の 時 期 ) の 幼虫 を 各区 か ら 両 性 
一 緒 に random に 取り 出し , トー ショ ン バ ラ ンス を 用 
いて 個体 別に 体重 を 測定 し た 。 その 結果 を 第 2 図 に 示 
し た 。 す な わ ち 単独 区 で 最も 重く , 密度 の 増加 に 伴い 体 
重 は 減少 する 傾向 が み ら れ , 密集 区 で 最も 軽かっ た 。 
幼虫 期 の 死亡 率 1. 第 2 化 期 の 休眠 期 ま で の 幼虫 の 
FE 
AFEBLOBRICLOMRLCNANG 3 図 お よび 第 
4 図 に 示し た 。 な お 死亡 個体 の 観察 は 3 日 ご と に 行なっ 
た 。 A の 場合 は 密集 区 で 高く , 単独 区 で 低い 。 一 方 B で 


ー197 一 


198 RAGA DOR SY SH 第 4 券 第 4 号 


Bs och fg CC: BEM .: Bre hia? tt a BRE. 
, aie bop CMR a one 


c 
“| C whe A 


5G 
t 
率 
% 
Uses (pa a SG car aS on 
| | | [tt he hf | 
3 6 9 12 15 18 21 24 27 30 
SS HU EO BB 
one a 第 3 図 第 2 化 期 の 分 散 か ら 休眠 まで の 期間 の 
っ SPE O RBS 
第 1 図 第 1 化 期 の 幼虫 密度 を 異 に し た 場合 の A Ge 
WD FoF BB 各 密 度 に 分 離し た 場合 
56 50 単独 区 a 
Cc BRE 
40 c 
52 Eo 7 
FE 30 
体 48 ie 
BK 20 
= へ 
en % 
Bg 
Oar 49% 0. “13 936 198 pu. 25" 99g) ol) SC usTemd0 
Sf eee ee 
x 分 散 期 
36 ふ化 後 の 日 数 
Sek 中間 区 Tp ee 第 4 図 第 2 化 期 の ぶ ふ化 か ら 5 休眠 まで の 期間 の 
re 幼虫 死亡 率 の 果 積 曲線 
幼虫 の 密度 
An 後に 答 に し た 場合 
第 2 図 第 1 化 期 の 幼虫 密度 を 異 に し た 場合 の 人 直後 に 各 秘 度 に 分 離し た 場合 
CN) 第 1 表 第 2 化 期 の 幼虫 密度 を 異 に と し た 場合 の 
は A と 逆 に 単独 区 で 高く 密集 区 で は 零 で ある が , Filly eit 
を 過ぎ る と 単独 区 で は 徐々 に 低く な り , それ と は 反対 に REL Lee 
密集 区 で 急激 に 高く な る 傾向 が み ら れ た 。 B: ふ化 直後 に 各 密 慶 に 分 離し た 場合 
T. 第 2 化 期 の 休 眼 期間 中 の 幼虫 の 死亡 率 実 BR Ww A B 


第 2 化 期 の 幼虫 が 休眠 に は いる 前 , すなわち 脂肪 の ち 


単独 中 間 密集 | 単独 密集 
く ( 革 ) 積 し より 体 が ふく れ て あめ 人 色 に な る 時 期 た , ps 8 ROBER |e 区 区 | 区 OR 


な ガラ スチ ュー ブ に わら を 入れ て 幼虫 を 1 頭 ず つ 隔 離し » $e Be 4 5 30 100 
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に し て 休眠 期間 中 の 幼虫 の 死亡 数 を 観察 し , その 結果 を 休眠 期間 中 の 移 

Eel 表 に 示し た が , 幼虫 期 の 密度 に よ KB PASE 7p BN IS TH HARK . 
: a : BFAD 3 

どん ど 認 め ら れ な か っ な た 。 Howes (,) | 50.0 56.7 45.8 |47.1 57.4 
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『E. 第 1 化 期 の 幼虫 の 死亡 率 
分 散 期 に 各 密 度 区 に 分 離し て か ら よ う 化 まで の 期間 , 
3 旦 ご と に 幼虫 の 死亡 数 を 観察 し た が , 名 密度 区 の 間 で 


間 頭 著 な 差 は 認め られ ず , いずれ も 55~60% ORC RY 


+ 


示し た 。 し か し これ は に ほぼ 第 2 化 期 と 同じ 傾向 と し て よ 


Wo これ は 第 1 化 期 の イネ の 発育 状態 に る も よる と 思わ れ 


Do 

第 2 化 期 に お ける 幼虫 の 非 休眠 個体 の 出現 率 第 2 化 
期 の 幼虫 は 普通 9~10 月 に か け て , 日 長 お よび イネ の 質 
的 条件 に より 休眠 に は いる と され て いる (HE - PRR, 
1951) が , A お よび BB の 両方 法 と も に 密度 に 依存 し て よ 


2 化す る 個体 が 現われ た (第 2 表 )。 す な わ ち A で は 中 間 
区 お よび 密集 区 と のみ ,' また B で は 密集 区 と よう 化 個体 
「 が 現われ た が , 単独 区 に は ん, B と も に 全く 現われ な か っ 
| 記 。 ま た 現われ た ょ よう 化 個体 の ほとん ど が 雄 で あぁっ た 。 


第 2 表 第 2 化 期 の 幼虫 密度 を 異 に し た 場合 の 
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2D, 密度 の 変化 に 伴っ て は 同じ よう な 傾向 が み ら れ た 。 


STII 2 化 期 の 結果 の み を 第 5 図 に 示し た 。 

さなぎ の 期間 第 2 化 期 の さなぎ の 期間 は 第 1 化 期 の 
約 2 倍 ほど 長い けれ ども , 両 世 代 と も 各 密 鹿 区 お よび 雌 
雄 の 問 で 顕著 な 差 が み ら れ な か っ た 。 
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Oem 中間 区 BRE 
幼虫 の 密度 
第 5 図 第 2 化 期 の 幼虫 密度 を 異 に し た 場合 の 
さなぎ き ぎの 体重 (よう 化 直 後 ) 


5 z 
pies ggelil saat KDIEZEKUVEREORCS 各 密 度 区 別に 第 6 図 
A: ふ化 か ら 分 散 ま で 集合 飼育 し , OFF eGR Me ele et Baers ar 
蜜 度 に 分 離し た 場合 に 示し た 。 すなわち ょ よう 化 率 は 単独 区 で 高く , 幼虫 期 の 
B: ふ化 直後 に 各 密 鹿 に 分 離し た 場合 密度 の 増加 に 伴っ て 次 第 に 低く な る 。 一 方 さなぎ の 死亡 
率 は 単独 区 が 他 の 区 に 比べ て 低く , その 差 は 第 2 化 期 に 
aA RD = 5 お いて 顕著 で ある 。 
5 単独 中 間 密集 | 単独 - 密集 
区 っ 区 区 | 区 区 さき な ぎの 死亡 率 よう 化 率 
DS A Show Be | Cd 55 200 | 30 100 60 
休眠 期 直 前 の 生 | 50 
ee shri 28 = ot 17 a 
非 休眠 個体 数 0 (83 a7 0 82\ A 
(30) (93) ° (Go) © * eee 
非 休眠 率 (%) 07 10.00.8341). 0 3.28 4 a 
38 aa Be 
幼虫 密度 の さなぎ の 形質 に 及ぼ す 影 響 % 率 
さなぎ の 体重 第 1 化 期 お よび 第 2 化 期 ( 休 眠 期 間 を Ae 
経て よう 化し た も の) の ょ よう 化 直 後 の 個体 を 名 密 度 区 か ; z 
& random に 取り 出し 雌雄 別に トー ショ ン バ ラ ンス で sae PAE ERE ee BRE 
個体 別 測定 を 行なっ た 。 す な わ ち さなぎ の 体重 は 単独 区 Sh AD FR HE 幼虫 の 密度 
で 最も 重く , 中 間 区 お よび 密集 区 で は 軽い 。 また 各区 と 第 6 図 幼虫 密 席 を 異 に し た 場合 の よう 化 率 お よび 
な ぎ 率 
| BICMOIES BHEK DY Hr sico 結果 を 世代 別に みる と oe PE ome Zack 
3 s as i: > で 集合 飼育 し , の ち 各 密度 に 
第 2 化 期 の さなぎ の 体重 は 第 1 化 期 の 約 2 倍 も 重い 。 こ Sie DIRS (BL 化 期 ) 
れ は 第 2 化 期 の 幼虫 が 休眠 か ら さ め て の ち , わら を 援 食 A: 同上 (82 48) 
る か ら で あ る と 思わ れる 。 一 方 変異 の 大 き さ は 第 1 化 Ba: ふ化 直後 に 各 密 度 に 分 離し た 場合 ( 策 2 化 期 ) 
期 に お いて 大 きか っ た 。 この よう に MERZ 差 は ある 
幼虫 密度 の 成虫 の 形質 に 及ぼ す 影 響 


成虫 の 体重 羽化 し た 成虫 の は ね が 伸び きっ た ころ に 
排せつ 物 を 出さ せ , エー テル で 麻酔 後 ト ーション バラ ン 
ス を 用 いて 雌雄 別に 体重 を 測定 し た 。 そ の 結果 を 第 7 図 
に 示し た 。 こ れる も 幼虫 お よび よう 期 と 同様 に 単独 区 で 重 
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く 密 度 の 増加 に 伴っ て 軽く な り , 特に 雌 に お いて は とれ 
が 顕著 に 現われ て いる 。 
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単科 区 PAE 
幼虫 の 蜜 席 幼虫 の 密度 
第 7 図 第 2 化 期 の 幼虫 密 第 8 図 第 2 化 期 の 幼虫 密 
E% RIC LEB ORM 度 を 異 に し た 場合 の 成虫 
の 体重 (羽化 直後 ) 体内 の 成就 卵 数 


成熟 卵 数 羽化 直後 の 雌 の 成 忠 を ブ ァ ン 氏 液 で 固定 し 
腹部 を 解 章 し て 卵巣 小 管 (ovariole) 内 の 成就 卵 数 を 数 
Ar 卵巣 の 発育 状態 を 調べ た 。 そ の 結果 を 第 8 図 に 示し 
Ko すなわち 成就 久 数 は 単独 区 で 最も 多く , 密集 区 で は 
少な か っ た 。 

羽化 率 VLBI 表 に 示し た と お り で あり , 単独 
区 で 高く 密集 区 で 低かっ た 。 
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第 3 表 第 2 化 期 の 幼虫 密度 を 異 と し た 場合 の 
成虫 の 羽化 率 
A: ふ化 か ら 分 散 ま で 集合 飼育 し , の ち 各 
密度 に 分 離し た 場合 
Bi ふ化 直後 に 各 密度 に 分 離し た 場合 


XR 方 法 A B 
単独 中 間 密集 | 単独 密集 
区 半 交 ax 


A fi Sh Ha BR 41 55 200 30 100 
羽化 成虫 数 14 10 26 9 19 
34.2 18.2 “13.0 | 30.0 19.0 


考 BE 

=H % A AIC ASV CVE IC RAE L Chk A OBMEIEA 
られ な か っ た が , 幼虫 密度 が 幼虫 お よび さなぎ の 形質 , 
すなわち 発育 速度 , 体重 お よび 死亡 素 な ど に 影響 を 及ぼ 
Le ひい て は 成虫 の 生理 的 形質 に も 変異 を も た ら す と と 
が わか っ た 。 を それ ぞ れ の ステ ー ジ の 形質 と 生息 密度 と の 
関係 か ら み て, 生理 的 活力 (physiological activity) は 
MIRE. CHES BE, 分 散 期 以後 は 本 種 に お いて は この 密 
諾 が 一 番 生 理 的 に 好適 で あろ うと 思わ お われ る 8 ERY 2 
で 肉 の 成虫 の 体重 が 卵巣 の 成 熱 度 に 依存 し て いる と いあ ゎ 
れ て いる (Puiprs 1950) が , 本 種 に お いて る も 単独 区 で 
の 族 虫 体重 が 重く て 成就 久 数 が 最も 多い と と か ら ペ ッ タ 
で 同 違 ど と が らら を る 09 = 衝 同 られ 0 


IG 
ey 
率 
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て , 密度 と 体重 と の 関係 が 調べ られ (GRE - BE HR, 
1955), 密度 が 増加 する と 体重 は 減少 する と いわ ゎ われ, Be 
の 示し た 結果 と 同じ 傾向 で あっ た 。 ま た 第 WLM Opes 
の 越冬 期 の 死亡 率 は 幼虫 の 体重 が 軽い ほど 高い と と る も る 示 
され て いる (深谷 ほか , 1955) が , 筆者 の 行なっ た 実験 
で は 単独 区 の 体重 の 重い も の と 密集 区 の 軽い も の と の 間 
で 死亡 率 に は ほとん ど 差 が み ら れ な か っ た 。 

本 実験 に お いて 幼虫 密度 に 対す る 反応 と し で て 次 の よう 
KRRSOERED SN tihkbb, まず 幼虫 密度 が 
PLM OFC RIC MET BE CHS. OED MIMO 
亡 率 が 本 種 の 大 発生 を 解析 する の に 重要 な ー つ の 要因 で 
ある と 思わ れる の で , 幼虫 密 度 と 死亡 率 と の 関係 を な 
幼虫 の ふ化 直後 に 各 密 度 に 分 離し た 場合 に と は, 分 散 期 ま 
で の 幼 虫 の 死亡 率 は 単独 区 で は 高い が 密集 区 で は 低い の 
で ある 。 し か し いっ た ん 分 散 期 を 過ぎ る と こと れ と は 逆 だ 
幼虫 の 死亡 率 は 密集 区 で 急激 に 上 昇 す る と 同時 に 単独 区 
で は 冬 々 に 低下 する の で ある 。 ゆえに 幼虫 の ふ化 か ら 飯 
淫 ま で を 集合 状態 で 飼育 し , TORM MRICS S LF 
亡 率 は きわ め て 低い が , ずっ と 集合 飼育 を し た 場合 に は 
死亡 率 は 高く な る 。 こ の 状態 を 模式 的 に 示す と 第 9 MO | 
よう に な る 。 こ れ か ら 考 えて 本 種 で は , 分 散 期 を 契機 と 


ふ化 PHA 
第 9 図 幼虫 期 の 死亡 率 の 模式 図 
ふ化 直後 に 各 密 慶 に ふ化 か ら 分 散 期 まで 集合 


分 離し た 場合 MAL, の ち 各 密度 に 分 
離し た 場合 
a: 単独 区 , c: 集合 区 


し て , その 前 後 で 全く 密度 に 対す る 反応 を 異 に する CR 
MPP COL EW CORMOGH, Tiebym 
ME C4 AD 1 茎 に 密集 し て 生息 し た の もち 数 株 の イ A 
に 分 散 す る と いう 現象 と 一 致す る と と ろ る で あっ て , EME 
の 死亡 率 と 幼虫 密度 と の 関係 を 反映 し て 分 散 と いう 現象 
を 生 ぜ し め る も の と 考え られ る 。 また チャ ドク な が By 
broctis pseudoconopersa で は = AXA H & ARRIT OPE | 
で 産卵 する けれ ども る も 分散 と いう 現象 は なみ られ ず , SES 
で きわ め て 強い 閣 集 性 を 示す が , SALEL ICEL CM 
独 飼 育 する と 全く 生育 で きず , 死亡 率 は 数理 の ぅ うち 尊 


1960 年 12 月 森本 : 
100% に まで 達する と いわ れ て いる (細谷 , 1956)。 本 種 
に お いて は この よう な 高い 死亡 率 は み ら れ な か っ た けれ 
ども , チャ ドク ガ と 同様 に 低い 密度 で 高い 死亡 率 が 現 わ 
れる こと が 明らか で ある 。 た だ し 第 1 化 期 の 場合 は 幼虫 
OME b> CHEREBALH Po, と これ は イ 
1 ネ の 生育 状態 に 原因 する と ころ で あり , 密度 の ほか に イ 
ネ の 条件 を あわ せ 考 え ね ば な ら な いと 思わ れる (深谷 , 
1950)。 

次 に 第 2 化 期 に お いて 幼虫 密度 に 依存 し て 非 休眠 個体 
の 現われ た こと で ある 。 す な わ ち 一 般 に は 第 2 化 期 の 幼 
mit, 短 日 お よび イネ の 成就 成長 と いう 要因 に よっ て 9 
~10 月 に か け て 休眠 に は いる の で あぁ る (三宅 ・ 有 藤原 , 1951) 
が, 筆者 が 同 条件 下 で 密度 を 変え て 飼育 し た と こと ろ , こ 
の 時 期 に 集合 飼育 区 に の みょう 化 個 体 が 現われ た 。 こ れ 
こつ て い は , す で に フタ オビ コ ヤ ガ Naranga aenescens 
(ik, 1956b) お よび ノシ メ コ ク ガ Plodia interpunctella 
(it, 1959) に お いて 幼虫 密度 が 休眠 を 誘起 する こと が 報 
告 さ れ て いる 。 し か し これら の 場合 は , それ ら の 種 が 一 
般 に 休 有 眠 し な い 状 態 に お いて 密度 を 高く する と 休眠 個体 
| が 現われ る の で あっ て , これ は 密度 が 休眠 誘起 を 促進 す 
る よう に 働い て で て いる と 思わ れる が , 筆者 の 場合 は これ と 
は 逆 に , 休眠 する 状態 に お いて 密度 を 高く する と 非 休眠 
個体 が 現われ る の で ある 。 こ と これから 考え て , 高い 密度 が 
| 休眠 誘起 を 促進 する ば か り で な く , 場合 そ に よっ て は 抑制 
する 方 向 に も 働く と も 考え られ る 。 ま た 更に 興味 深い こ 
と は , 非 休眠 個体 の ほとん ど が 雄 で あっ た こと と で ある 。 


総 括 


ニカ メイ ガ の 幼虫 を 自然 温度 お よび 自然 日 長 の も と で 
密度 を いろ いろ 変え て 飼育 し た と こと ころ, 幼虫 , さなぎ お 
ま び 成虫 に それ ぞ れ 密度 の 変化 に 伴っ て いく ら か の 変 軸 
が み ら れ た 。 

1) 幼虫 期 の 発育 速 度 は 単独 区 で 最も 速く , 密集 区 で 
お そい 。 
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2) 幼虫 の 体重 は 単独 区 で 最も 重く , 密集 区 で 軽い 。 

3) 第 2 化 期 の 幼虫 に お いて 集合 飼育 区 に の み 非 休眠 
個体 が 現われ る 。 

4) 幼虫 の 死亡 率 は , ふ化 か ら 分 散 ま で で は 密集 区 が 
低く , 単独 区 で 高い が , 分 散 期 以後 で は 逆 に 単独 区 で 低 
く , 密集 区 で 高い 。 

5) さなぎ の 死亡 率 は 単独 区 で 低く , 密集 区 で 高い 。 

6) さなぎ の 体重 は 単独 区 で 重く , 密集 区 で 軽い 

7) よう 化 率 は 単独 区 で 高く , 密集 区 で 低い 。 

8) 成虫 の 体重 は 単独 区 で 重く , 密集 区 で 軽い 

9) 雌 成 虫 の 体内 の 成熟 卵 数 は 単独 区 で 多く , 密集 区 
GA a 
10) 羽化 率 は 単独 区 で 高く ,。 密集 区 で 低い 。 

11) さなぎ の 期間 に は 顕著 な 差 は な みち られ な い 。 

以上 の 結果 より , 幼虫 が 化し て か ら 分 散 ま で は 密集 
区 が 生存 に 好適 で あり , また 分 散 期 以後 で は 単独 区 が 生 
理 的 に 好適 で ある と 考え られ る 。 分 散 期 を 契機 と し て 生 
息 密 度 に 対す る 反応 を 変え る こと は 興味 深い 。 ま た 本 種 
に お いて は , 第 2 化 期 の 幼虫 の 休眠 に 対し て 高い 密度 が 
抑制 的 作用 を 持っ て いる と 考え られ る 。 
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Effect of Density of Larval Population on Some Characters of Larva, 
Pupa and Adult in the Rice Stem Borer, Chilo suppressalis 


By Naotake Morimoto 


Entomological Laboratory, College of Agriculture, Kyoto University, Kyoto 


The effect of population density on some charac- 


ters of larva, pupa and adult in the rice stem 


condition. 


The results obtained are summarized as fol- 


borer, Chilo suppressalis, has been examined. The lows: 
experiment was carried out under laboratory 
Characters Isolated Intermediate Crowded 
Velocity of larval development Rapid Slow 
Larval weight Heavy Light 
Appearance of non-diapause larvae None Appear Appear 
Mortality of larva 
from hatching to dispersion period High Low 
after dispersion period Low High 
Mortality of pupa Low High 
Pupal weight Heavy Light 
Percentage of pupation High Low 
Body weight of adult Heavy Light 
No. of matured eggs Many Small 
Percentage of emergence High Low 


Duration of pupal period 


No significant difference 


From these results, it is concluded that the 


crowded life may be favourable for larvae prior 


to the dispersion period, while after the dis- 


persion period the relation is reversed. 


の 発育 に し た が っ て その 濃度 を 増す と こと を 報告 し て 


. 10,000~12,000g 20 分 で 遠心 分 離し , 


家 奏 幼虫 の 中 腸 に お ける チト クロ ー ム C に つい て 


いる 。 

著者 は すでに 穴 奈 成虫 の 胸部 筋肉 より チト クロ ー 
Ke を 単 離し 結晶 化し た (Urnpa, 1959), gemeshrh 
の 中 腸 に お ける チト クロ ー ム こと c の 存在 を 差 ス ペク トル 法 
(differential spectrum) を 用 いて 確か め , 発育 段階 お 
ま び 器官 と に よる チト クロ ー ム c の 性 状 の 差異 を 追究 する 
と と は きわ め て 重要 な 問題 と 考え , 今回 は 家 奏 幼虫 の 中 
勝 より チト クロ ー ム <c の 抽出 を 試み , その 抽出 方 法 お よ 


びび 吸収 スペ クト ル に つい て 得 ら れ た 結果 を 報告 する 。 


と の 実験 を 行なう に あたっ て 種々 ご 指導 いた だ いた 当 
教室 の 長谷 川 教 授 に 感謝 する 。 


実験 方 法 お よび 実験 結果 


1. 実験 材料 お よび 方 法 

日 124 号 X 支 124 号 の 晩秋 奏 お よび 瑞光 X 銀 和 白 の 晩 々 
秋 奏 の 5 齢 1 日 目 か ら 5 日 目 の 中 腸 を 用 いた 。 

5 齢 幼虫 の 中 腸 壁 を 摘出 し て , 食 徐 内 容 物 お よび マル 
ピー ギ 管 な どの 付属 器官 組織 を 除き , 0.32M ショ 糖 と 
と ゃ に の ホモ ジ ナ イザ ー で 魔 砕 
し , 低 速達 心 (最高 2,500rpm で 停止 ) し て その 上 清 を 
その 沈 で ん を 
0.32M シ 2 糖 に 懸 湯 し た 。 こ の 懸 濁 液 3m7 を lem 幅 の 
ッ ン ベル ク 型 キュ ベッ ト に 入れ , 10-2M KCN を 0.03 


PoTTER-ELVEHJEM 


へ 0.05 ml 添加 し て 吸引 する か , また は KCN を 添加 せ 
に 単に 吸引 に よっ て 居 元 型 と し た 。 他 の 1 つの キュ ベ 


ト に 入れ た 懸 湯 液 は aeration し て 吸引 せ ず に お いて 
酸化 型 と し た 。 こ れ ら を 分 光 光 度 計 (高津 QB 50) を 用 
WCRI Db 酸化 型 の 吸光 度 の 差 に より , 波長 400~ 


(1960 年 8 月 8 日 受領 ) 


田 金 時 
名 古屋 大 学 農 学部 養 奏 学 教室 

Suapririo WiLLiams (1957a, b) は , セク ロ ピ 0.4 

ア 奏 の 幼虫 組織 に お いて は チト クロ ー ム atas, bc 

お よび bs が か な り 高 濃度 に み ら れ , TOYO 9, 

商 層 で は チト クロ ー ム dtm, 6 お よび と c の 存在 が 8 

認め られ る が , HIRES GHOMMCEF yA By 

放り お よび < は 消失 し , 休眠 終了 と と も に 再び チト © 
クロ ー ム の め の , c お よび gas が 急速 に 出現 し , 成虫 -02 


480 500 540 580 620 


440 


400 
第 1 図 AADRODBBMMICI BARD bow 


620mg の 差 ス ペク トル を 求め た (Horton, 1955), TO 
BARD トル を 第 1 図 に 示す 。 第 1 図 に 見 らち れる よう に, 
445mg お よび 605mp に チト クロ ー ム オキ シダ ー ゼ 
(as) の 吸収 が 認め られ る 以外 に , 550mg お よび 520mg 
に 吸収 が み ら れ , これ が それ ぞ れ チト クロ ー ム c の <e 和 帯 
お よび 8 帯 で あり , 中 則 に その 存在 が 確認 され た 。 し た 
BotHhBeF }7o—Ac の 抽出 材料 と し た 。 

2. チト クロ ー ム c の 抽出 条件 の 検討 

摘出 し た 中 腸 壁 を 』 紙 を 用 いて 水分 を 除き , 各 100 頭 
の 中 腸 壁 を 1.0 飽和 ~0.6 faFID 5 種 の 硫 安 深 液 を 用 
WTC, < キサ ー つ いで Porrgr-ELvgHJEM の ホモ ジ ナ 
イィ ザー で 磨 砕 し , IN NH,OH を 添加 し て pH7:5 に 調 
MULT 1 昼夜 3~5°C に 放置 し た 。 こ と この 摩 砕 液 に Hyflo 
Super-Cel を 加え て 吸引 ロロ 過 し , NaS.O., CTCL, 
hand spectroscope を 用 いて 波長 550mg 付近 の 吸収 
の 強弱 に より 抽出 条件 の 良 香 を 検討 し た 。 磨 砕 液 の 比重 
お よび その 抽出 結果 を 第 1 表 に 示し た 。 第 1 表 の 結果 か 
5 0.9 飽和 お よび 1.0 飽 租 の 高 濃 度 の 硫 安 深 液 で ょ く 


第 1 表 家 奏 幼虫 の 中 腸 か ら の チト クロ ー ム Cc の 


抽出 条件 の 検 対 
Se | 0.6 OZ O.Seyn@iQuewt 6 
REWIROLM- | 1.120 1.135 1.150 1.165 1.180 
抽出 結果 = + + +r +H 
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抽出 され , 0.7 faFMis KO 0.6 飽和 と 低 濃 度 に な る ほど 
抽出 結果 が 悪く な っ て いる こと こと が わか る 。 また 抽出 後 の 
ロ 液 の 比重 を 第 1 表 に 示し た が , 1.0 飽和 硫 安 液 で 磨 砕 
し た も の の 抽出 液 の m 液 は 比重 1.180, 0.6 飽和 硫 究 液 
る 抽出 液 の 』 液 は 比重 1.120 で , それ ぞ れ ほぼ 0.6 

飽和 お よび 0.35 飽和 硫 安 液 に 相当 し て いる 。 

3. 中 腸 の チト クロ ー ム c の 精製 

(2) で 得 ら れ た "= 液 に 硫 宏 を 添加 し て , 比重 が 1.225 
De る と トク ロー ニム Cc が 9 で 4 ん レレ 始め HE 
1.225~1.2400f—I CIELA EF bZB-ACAIKTCAL 
だ この 沈 で ん し た チト クロ ー ム こと c を 少量 の 蒸留 水 に 洲 
PL,0.5%8 KIC LC NHit 2 O.IMD NS 
イィ オン 交換 樹脂 (Amberlite XE-64) を 用 いて 吸着 深 離 
SH CTHRTSTLECERO 

4. 中 腸 の チト クロ ー ム c の 吸収 スペ クト ル 
精製 され た 上 記 の チト クロ ー ム c に KsFe(CN)。 Xi 
os een 
CHIKAWA Cigsul ko CORM(LE A k OR ILHOF b 
クロ ー ム <c を 分 光 光 鹿 計 に ょ り 波 長 240~600mz に お け 
SDH RDC, E/ ERS の 比 吸光 度 に より , TOM 
収 ス ペク トル を 第 2 図 に 


Cap Lice 居 元 型 に だ お いて 550, 


比 吸 光度 (B/ Ete) 


250 300 350 400 450 500 


第 2 図 家 奏 幼虫 の 中 腸 の チト クロ ー ム Cc の 吸収 スペ クト ル 


一 一 酸化 型 ) ia 70H 
520 お よび 415mg に 吸収 帯 が 認め られ , BHA wR 
OO EI HE EA 
スペ クト ル を 示し た 。 し か し 波長 280mg: た お ける 酸化 


it 
家 奏 成虫 の 結晶 チト クロ ー ム Cc の 場合 は E¥/ EWA 


550 


第 4 巻 BAR 
型 の 上 比 吸 光 鹿 は 大 きく i MILES SEIT SB oT 
いな いこ と と を 示し て 
aiff ie 

REDO BOM AICO, KCN を 添加 し て 吸 
引 す る か , また は 単に 吸引 に より 居 元 し て 7 差 プ ペク 
ル 法 に ょ より チト クロ ー ム て c が 存在 する こと を BOK 
Suapririo & WiLLiams (1957a) は , セク ロ ピア 奪 の 
幼虫 中 得 の 磨 砕 液 の 800g 20 分 で 遠心 分 離し た 上 清 を 
5,000g130 分 で 遠心 分 離し た 沈 で ん お いて で テト ドク 記 
— J. 04-3, 0 よび er だ L5000g 30/47 Oaks 
清 を 105,000g 30 分 境 心 分 離し た 沈 で ん に お いで チト 
クロ ー ム 05 eAWEL, FKZB-ASBEZVBVY— 
ム の 分 別 層 に 存在 する とこ と を 報告 し て いる 。 こ の 実験 で 
は 10,000g な いし 12,000g 20 分 まで の 遠心 沈 で ん を 
用 いで て いる の で 7 ほとん など ね わずか レレ か クロ の 
別 層 を 含ま な いも の と 考え られ る 。 ま た 磨 寿 流 を 用 い 
た 場合 に コハク 酸 の 添加 で は , 吸引 後 10 分 以上 経過 すず 
SEF bVa-A bs OMNGBEbDN, FKZa-LE 
OMIM IVI SIC LEDC CEM, KRIHBH)o FEF 
ロー ム c と b の 吸収 帯 は きわ め て 接近 し た 位置 に あ 
て , hand spectroscope で は 画 pte 


異 を 判定 で き な い 。 HICFbZ7 A-Ac wih 
0 その 存在 を 確認 る 


と し , 抽出 深 尋 と し で は 穴 奏 に は ミオ グロ 世 
UMBERTO ADD, MRO MoM 
ADSMHT SL sic Mocs RIC CE 
田 , 1958), 従来 の Krrrinm & Hartree 法 
(1937) に よる トリ クロ ル 酢 酸 一 硫 宏 分別 法 を 
用 い ず , 0.6~1.0 飽和 の 硫 安 深 液 を 用 いた 。 
箇 出 結果 か ら 見 られ る よう に , 0.9 fats k 
び 1.0 faFNO HIRE OMB URC K < HHH 
れる こと が わか っ た 。 UML, Hie 1.0 fa 
和 硫 安 深 液 で 磨 砕 し た も の の 抽出 液 の 上 比重 は 
1.180 で , 約 0.6 飽和 硫 安 液 に 相当 し て お り , 
抽出 条件 と し て の TREO RAMS, 成虫 の 
胸部 筋 向 か ら の 抽出 の 場合 に 比べ て 特に 高い 
と は いえ な い 。 粗 抽出 され た チト クロ ー ム cc 
は トリ クロ ル 酢 酸 一 硫 安 分 別 法 を 行なわ むず 
硫 実 添加 に ょ り 沈 で ん させ る こと こと が で きた 。 こ の 場合 
Hem 1.225~1.240 の 濃度 で , チト クロ ー ム Cc が 塩 析 さ 
れ て で てき て で その 上 清 に だ は ほとん ど チ トク ローム て に は 認 ゐ ら 


ex 


600 mu 


=0.83. 


1960 年 12 月 ERA: 
な か っ た 。 こ の 塩 析 され た チト クロ ー ム c: を 蒸留 水 に 
HL, 透析 後 樹脂 へ の 吸着 溶 離 の 操作 を 繰り 返す こと 
LST, が の 胸部 筋 向 か ら の 抽出 の 場合 と 同様 に 精製 
きれ た 。 その 吸収 スペ マク トル は 波長 400~650 mp CH 
胸部 筋 知 の チト クロ ー ム c と ほとん ど 同 様 に 550, 
520 お よび 415mg に 吸収 が ある が , 戸 588/ 戸 9% の 値 が 
PEWCL DH, 純度 は まだ 低い も の と 考え られ る 。 し 
議 レ ご の チト クロ ー ム c. の 収量 が 少な か っ た の で , Th 
潜 上 の 精製 お よび 結 品 化 は 不可 能 で あっ た 。 ま た 抽出 さ 
た チト クロ ー ム Cc の 量 は , 1.35x10-6M, 約 7.5ml 
る も の が 500 頭 の 中 腸 か ら 抽出 され た が , この 程度 の 純 
SOW wt VS [a] C 500 GAO A ONO AAAI D> OW HITE 
fC 1/20 以下 で あぁ っ た 。 こ の チト クロ ー ム Cc の 中 腸 の チ 
I 隊 ク ロー ム 系 に お ける 役割 に つい て は 論じ えな い が , 中 
卓 摩 砕 液 に よる チト クロ ー ム c の 酸化 が な られ (EM, 
FH), 差 ス ペク トル 決 に より チ ド ク ロー ム ・ オ キシ ダ 
ゼ の 吸収 が 認め られ る こと こと か ら , チト クロ ー ム Cc から 
を 経て 酸素 へ の 系 の 呼吸 が 行 な あ れ て いる も の と 考 
£515, 一 方 この チト クロ ー ム Cc は 就 奏 か ら (LES 
MEDIC LEB, 差 ス ペク トル 法 に よっ て その 
在 は 認め られ な く な り , よう 期間 の 後半 に 筋肉 の 形成 
職 と すこ に 再び 大 量 の チト クロ ー ム Cc が 急速 に 作ら れ , そ 
井 間 の 生 合成 の 機 作 お よび 呼吸 系 な どの 興味 ある 問題 が 
BATS. 
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LS) 

家 褒 幼虫 の 中 腸 の 磨 砕 液 を 達 心 分 画 し た 標 品 の 差 ス ペ 
クト ル か ら , チト クロ ー ム c お よび as の 存在 が 認め ら 
れ , この 結果 中 腸 を 材料 と し て チト クロ ー ム こと c の 抽出 を 
試み た 。 

中 腸 を 0.9~1.0 飽和 の 硫 安 溶液 を 用 いて 磨 砕 し , そ 
の 抽出 液 に 硫 安 を 漂 加 し て チト クロ ー ム こと c を 沈 で ん させ 
た 。 こ れ を イオ ン 次 換 樹 脂 (Amberlite XE-64) ic k 9 
精製 し , 波長 240600mx に お ける 吸収 スペ マク トル を 調 
べた と ころ , 寮 礁 成虫 の 胸部 筋肉 か ら 得 られ た チト クロ 
ー ム c と ほぼ 同じ で ある こと こ と が わか っ た 。<。 
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Résumé 


Existence et Isolement d'un Cytochrome c dans 1’Intestin 
de la Larve de Ver a Soie (Bombyx mori L.) 


Par Kinji Uepa 


Laboratoire de Séricologie, Faculté d’ Agriculture, Université de Nagoya, Anjo, Aichi Province 


_Nous avons remarqué en €évidence du cyto- 
‘hrome c dans l’intestin de la larve du Ver a soie 
‘Bombyx mori L.) al’aide du spectre d’absorption 
lifférentielle qui est réduite par l’addition de 
<CN ou l’écubation seul. 

L’intestin de la larve ont été homogénéisés 
vec de la solution de sulfate d’'ammonium (satu- 


ation degré de 0.9~1.0). Par l’addition de 


sulfate d’ammonium, le cytochrome c ont été 
précipité et on l’a purifié par l’adsorption et 
l’élution avec l’amberlite XE-64 (des résine échan- 
geuses d’ions). Les extinctions relatives de la 
solution du cytochrome c de l’intestin sont pres- 
que les mémes que celles pour le cytochrome c 


du papillon a l’onde de longeur 400~650my. 


=, = の 組織 の 凝 血 促進 様 物質 に 対す る ワル ファ リン の 影 頃 


Se a eas 
FGA EBS FB BE EE 


Dill 


ia 


脳 実質 , 肺 臓 , 胞 せ ん ( 腺 ), 筋肉 な どの 各 組 織 抽 出 物 
に thromboplastin (Th) の ほか に いろ いろ な 淫 血 促 
進物 質 が 含有 きれ て いる こと は 古く か ら 知 られ て いる 。 
そし て 組織 抽出 物 を 静 注 し , ある い は 経口 的 に 投与 し た 
BA, BORE KO prothrombin time 
が 短縮 する こと が 明らか に され て いる (Biccs & Mac- 
FARLANE, 1957)。 し か し in vitro で 組織 抽出 物 の 血 し 
ょ う ( 此 ) に 対す る 湊 固 促進 作用 に つい て は 比較 的 研究 さ 
0 AVA 

クマ リン 系 殺 そ 剤 ソル ファ リン に よる ネズ ミ の 血液 潤 
固 障 害 は 主として prothrombin, 安定 因子 の 減少 に 蒸 
づく | prothrombin 転化 時 間 の 延長 に よる も の で ある 
(HB, 1958a)。 その 上 , 本 剤 の 中 考 に より 出血 時 間 の 
延長 , 血 べ い ( 鮮 ) 収 縮 の 不全 な ど が 起こ る た め に , He 
に 伴 な っ て 起こ る 出血 に 対し 十分 な 止血 機構 が 働か な い 
(G8, 1958b), 

Mik ORME Als, 出血 に 対す る 防ぎ ょ 反応 
と し て の 止血 人 過程 で , な ん ら か の 重要 に 役割 を 持つ と 考 
えら れる が , COMER EIT oD VI Vv 
の 影響 に つい て は 全然 研究 が な され て いな い 。 本 報告 は 
正常 お よび ワル ファ リン 中 毒 ネ ズミ の 脳 , 計 職 , Nita, 
CALC) Hit, ひ ( 腸 ) 隊 の 抽出 液 お よび 各 組 織 の アセ トン 
処理 粉末 の 北 血 促進 効果 に つい て in vitro で 研究 を 行 
っ の a ああ 0 


5. Oe ge 

供 試 動物 は マウ ス , 使用 薬剤 は ワル ファ リン で あり , 
投薬 は 毒 飼 法 に よる 。 ネ ズミ の 頭 部 必 殴 打 ど ( 司 ) 殺 し で 
か ら 各 組 織 よ り 漢 面 促進 様 物 質 を 調製 する まで 約 6 時 
間 , その 間 ネ ズミ の 死体 は 冷蔵 庫 に 保存 され た 。 実験 に 
供 試 し た 組織 は 脳 , 計 騰 , 肺 騰 , じん 臓 お や よび ひ 臓 で あ 
Bo 

測定 方 法 は それ ぞ れ 次 に 示す と お り で ある 6 

1) PT (prothrombin time) は 加藤 式 微 量 測定 法 の 
Bik (=H - HF, 1955), 


(1960 年 8 月 29 日 受領 ) 
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2) Ca 再 加 時 間 は 加藤 法 (1949). . 
3) 保存 血清 は , WHITE, AGGELER & GLENDINING 
(1953) OAK Ks CHB LO 
4) emo Wilzeic 使用 し た 脳 Th は , FATTY 
ウス の 脳 よ り カ イ ウ サギ の 場合 に 準じ て 調製 し た GR 
・ 草野, 1955)。 
5) . 組織 抽出 液 は , 各 組 織 に 所 定量 の 生理 的 食塩 水 
加え , 乳鉢 で 魔 砕 し , 1000 回 / 分 で 1 Ai > L 7 Liam 
で ある 。 . } 
6) 各 組 織 の アセ トン 処理 粉末 の 浮遊 液 調 製 は ) 細 
Th の 調製 法 に 準じ て 行なっ た 。 
7) 組織 抽出 液 の BaSO4 お ょ び Cas(PO4)。 処理 の 
方 法 は , 血 し ょ う 中 の LF 調製 の 方 法 に 準じ て 行なっ 相 
(Quick & STEFANINI, 1949)。 ; 
8) ARO THUR SON eR OBE fe HE HK 
は , CaCl + 4 Heli + BER L & 5 © EMER L Bebe 
血 し ょ う の Ca 再 加 時 間 と の 差 , CaCle+ fia Th Fite 
+ ALR + PL Lk 5 OBER & RUM L & 5 
PT LOH POWELL Ko ERAMMO PMR KOR 
ROP WMO Vee mL (RE PEA IC tt DS PAARL D HOES, 
IuwI77 VUE ML £5 O Ca 再 加 時 間 , RFU 
添加 し た Ca 再 加 時 間 お よび PT と それ ぞ れ に 組織 抽 上 日 
液 あ る い は 粉末 浮遊 液 を 添加 し た と き の 江 策 時 間 と の 峰 
か ら 調 べた 。 


実験 結果 お よび 考察 


1. 正常 お よび ワル ファ リン 中 毒 組 織 を 生理 食塩 水 
抽出 し た 液 の 凝 血 促進 作用 第 1 表 に 示す よう に , TR 
血 し ょ うに 対す る 脳 Th OF MRE RE 10% Wiese 
Hie iby EMC) KO BSH DS, Oi, 肝臓 , Auli, 
WD BURKE ODA EEO MRS Fie, Hai, じん 臓 の 
AU CVE REE O(R PITPEW % Odie ih (EE) RLS < 7S 
28, fin Cid 1 MOREE Cae bh FAV VE MLD REAL, 
CORED EF CILZ OPES. DWI 7 ) Vie 
血 し ょ うに 対し て 脳 以外 の 各 液 は いずれ る も 脳 ThE 0 ae 


Th より も か な り 小 さい 。 ERKSMOIRE LE mite 
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PLAS TES AAR IK D WY Ee EEE AL OBR 
~~ he a re 2) 

a MMRO WK = 2 a3 
組 Sie (%) 10 5 1 0.5 ot 
mn tit 5 . : 

正常 血 し ょ う 12.4 14.6 15.6 
「「 ひ Wid = 1 23.8 24.4 a 
moved 2 27 28.8 30.0 
Mit Le う 15.0 13.6 12.4 15.1 16.6 
Ae = 1 81.8 65.2 51.0 49.0 62.0 
| mU&5 2 130.0 101.0 91.0 89.0 102.6 
AF Wis 正常 血 し ょ う 21.2 24.4 
FAL & 3 2 65.7 71.0 
Ei Ue 9 9.6 13.8 Row) HE Fea 
Si Wi = 1 20.0 20.6 
ia mut 2 22.0 24.0 
正常 血 し ょ う 12.4 14.6 7 : es 
Lo A i Ff 1 23.6 25.6 
MUuES 2 24.8 28.4 


PTE): 正常 血 し ょ う 12.0 
seit lL kD: 
PT の 測定 に 使用 し た 脳 Th 濃度 は 2.5% 


1:43.7 (Vv77) vy 0.25mg.1 WHS 24 


時 間 後 に 採血 ), 2: 72.3 (1 と 同様 ) 


| CRP OREM OME: 組織 魔 砕 液 の 上 清 +1/40M CaCla+ 被 検 血 し &5, oboe z 倍 量 の 生理 的 食塩 


7K 7% % INL CHL, 上 清 を 実験 に 供し た 。 し た が っ 


条 き の 間 に は 正常 自 し ょ う の 場 合 に 類似 し た 関係 が 認 
SNS. 

| ERO RRC (eM + CaCl. + phi Lk 5 & AT 
CaCl +#eihL £5 (=PT) OM MNEOMRAD A 
UD Yee MEE Re PIS CS PD MBO Th 様 活 
MERE & fit Th (GLEBE LE Ole EL THSTLICHSO L 
家 し 脳 以外 の 組織 液 の ほう が 脳 Th KO SHHEME SD 
生 血 液 潤 固 に 対し て 強く 作用 する こと , Th は 脳 に 多く 
千 ま れ て いる こと , ERM 4 5S OMMORAICH LOR 
写 面 清 は 促進 的 に 作用 し な いこ と な どか ら , 脳 以 外 の 各 
HTC Th 以外 の 凝 血 促進 様 物質 が 含ま れ て いる 
思 才 えら れる 。 そ し て 忠 液 は 正常 血 し ょ うに 対し て も 脳 
PF より 強力 に 作用 する の で , File CR MBER WE 


第 2 表 計 ワル ファ リン 中 各自 ま ら の PT と 


て 抽出 原液 の 濃度 は 10% で ぁ る 。 

の 濃度 が 特に 高い の で は な いか と 推測 され る 。 各 液 中 の 
漆 血 促進 様 物 質 が 同一 の る の で あぁ ある か どう か に つい て は 
更に 追求 し な けれ ば な ら な い 。 ま た 脳 液 は 正常 , PR 
自 し ょ うに 対し 脳 Th より も 弱い 深 血 促進 効果 を 示し た 
Ds, これ は 脳 中 の anti-Th に よる 抗 北面 作用 に よる も 
の と 老 え られ る 。 

次 に いろ いろ な PT (AOPBML & 5 ICHMT SOME, 
RP Aek, tiie, UC A Was RO Ke th (Rex Lis PT 値 の 大 き 
Weill &£ FI OYAIEEKEVAMDS 5. MMRTS 
PT ff 43.7 POLFORRML 4 5SICMU CZ ORME 
進 効 果 は 脳 Th より も 劣る が , PT fA 72.3 秒 以上 の 中 


Sm k SICH CIA Th より る も 強い 凝 血 促進 力 を 示 


_ す (第 2 表 )。 


正常 組織 魔 砕 液 の 北 血 促進 作用 と の 関係 


a 3 血 時 間 (®) 
4 * <= 
Al | me (40%) sR (1%) 肝 肛 (10%) ~—sBHBR (10%) UA BRO) 
PT( 秒 ) i 
20.4 20.0 25.2 36.8 20.4 24.0 
Bei: 23.8 49.0 — 20.0 23.6 
51.7 15.4 —— — 23.6 24.4 
Y 27 32 89.0 Oba7 22.0 24.8 
205.3 88.4 67.6 158.8 87.8 62.4 
>300 4736 168.6 37.8 RS 35.8 


測定 法 は 第 1 表 と 同様 。 


208 日 本 応用 動物 避 下 学会 誌 第 4 巻 BAR 
第 3 表 IER MRR & Mi UKRBAO Bim ee 
被 検証 し ょ う の Ke tf 時 間 ( 秒 ) 
PT = (®) Jie Bk Oi UA Bi 肝臓 脳 i 
1 65 6 StS 47.6 
a iL 2 51.7 23.6 15.4 24.4 ] 
50°C 15 分 間 1 0 74.6 49.0 | 
加 i 2 51.7 5621 43.5 Gon 
56°C 10 分 間 1 65.6 97.8 60.6 
加 i 2 51.7 >200 >200 >200 


RRMA DAIVIAr VU ABM ED, 測定 法 お よび 各 組 織 磨 律 液 の 濃度 は 第 2 表 と 同様 。 


各 液 中 の 潤 血 促進 様 物 質 の 耐熱 性 を 調べ る と 第 3 表 の 
よう に な る 。 す な ね わ や ち 50°C 15 分 間 の 加 温 と より 肺 臓 , 
CAN, 肝臓 の 各 液 の 溢 血 促進 効果 は 脳 Th より る 低下 
する 。 し か し 脳 , ひ 臓 で は 同様 の 加 温 処理 に よっ て , を 
の 淫 血 促 進 力 は や や ゃ 低下 する が , WH Th より る も 強い 。562 
C 10 FHONNAERC itil, Ok, じん 臓 の 各 液 の 北 
息 促進 力 は ほとん ど な く な り , 肝臓 液 で も それ は 著しく 
(EET So LP LAMM CLS OME MIRED Bare 0 HEF 
FEeVUWA, wR Th OY ba MIRE EeR 
じじ てい る 。 脳 に は Th と -anti-Th が 含有 され て いる 
(Bices & MAcraARLANE, 1957) が , 56°C の 吉 温 処理 で 
Th の 効力 の 減退 が anti-Th より も 著しく な いこ と と を 
示す も の と 推測 され る 。 また, ワル ファ リン 中 毒 に より 
SF (安定 因子 ) が 減少 し , 中 毒 血 し ょ う は SF+CaCh+ 
Bai Th に 対し 非常 に 高い 反応 性 を 示す こと と が 知ら れ て い 
る (草野 , 1958a) が , 保存 血清 中 の SF は 56°C 30 分 
の 加 温 に 対し て 安定 で ある (KAM, 1957) CL Po, 脳 
以外 の 各 組 織 の 凝 血 促進 様 物質 は SF と は 異な る も の と 
BANS 

次 に 組織 液 +CaClz Ch The FNL CHISEL PBS, 
EME ORM MD CS OF MOBA OACHLOML 


第 4 表 TE 1 Rh SK © Wee a PLE EF 1c tT SAMY thromboplastin D BG 8 


織 液 で は か な ら ず し る ゃ 凝 血 時 間 の 短縮 が み ら れ な か っ だ 
(第 4 表 )。 こ れ は 各 組 織 に 含有 さき され る 淫 血 促進 様 物質 の 
量 が 異な る こと , 毎回 の 実験 に 供 試す る 各 液 中 の 凝 血 促 
進 様 物 質 の 量 を 一 定 に する こと が 困 離 で ある とこ と な どの 
理由 に よる も の で あら う 。 ま た 第 4 表 か ら 組 織 液 
CaClz+ 脳 Th は 組織 液 +CaCly よ り る も 強力 に 血液 江 固 届 
関与 する とこ と が わか る 8 

次 に 各 組 織 液 の 北 血 促進 効果 に 対す る 保存 血清 の 影響 
は 第 5 表 に 示す よう に な る 。 すなわち 組織 液 二 CaClz 笠 
UR Hae Lk SCRAP SRN So LICE OR 
UES Re LPR REAL + CaCh の 作用 に 協 
ALTWSECEBDPS. Umm URE MIE+ CaCl + hy 
Th+ willie + BRR Lk 5 D ee MERA VE RFE at + 
CaClz+ Th+ iil £5 OLE ABE RSS 
大 きく , KG OKMA TEMA, WA Th, 組織 の 3 
者 は 協力 的 に 血液 江 固 に 関与 し な か っ た も の と 考え られ 
る 。 脳 Th, 保存 庫 清 中 の SF, CaCh が 一 種 の 複合 体 旭 
形成 し て ワル ファ リン 中 毒 面 し ょ う の prothrombin i 
化 に 強力 に 作用 する こと が 知ら れ て いる (EF, 1958a)) 
で , 上 述 の 実験 結果 か ら 組 織 液 は この 複合 体 の 形成 愉 
る い は 作用 を 阻害 し て いる よう に 思わ れる 8 


彼 検 血 し ょ う be ‘fo 時 間 ( 秒 ) 
Woe 法 —— ーー 
の PT ( 秒 ) 肝臓 OAL Bi O Dike 肺 Dik i 
1. 組織 液 1 20.4 36.8 24.0 20.0 20.4 25.2 
Rec ont 171.4 32.8 31.0 30.4 54.2 
CC EE 158.8 62.4 88.4 87.8 67.6 
ト 被 検 血 し ょ う 4 >300 93.0 53.0 31.6 50.6 210.0 
1. any eS Pap 19.8 17.4 17.6 20.6 19.6 
+CaCl:(1/40M) | 2 66.6 54.8 29.0 39.2 35.6 47.4 
+ 被 検 血 し ょ う 3 205.0 64.8 Tse 84.0 149.2 80.0 
+f Th (2.5%) | 4 >300 37.8 35.8 41.6 77.0 168.6 


BOP L kIT V7 7) DAPI £3, SREP © WOR 2 表 と 同様 。 
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第 5 表 TEAS ALR D BE Mn ML HEE AICS BPR TE LT D EE 


測 定 法 ; 
t ai ” 
I. 組織 液 +CaCls(1/40M) 87.8 
十 被 検 血 し ょ う 6 
L. 組織 液 +CaClz(1/40M) 41.4 
十 保存 血清 十 被 検 血 し ょ う : 
| WM. sak + CaCl. (1/40M) + IX 
| Th (2.5%) +68 Cit + BE 31.6 


| RR L&D 
| 


209 
be 血 時 間 ( 秒 ) 
Om CAR ik Wa 
88.4 62.4 158.8 67.6 
148.2 46.6 115.4 Mt TAR 
31.4 34.2 40.0 39.6 


MRM L&D PT: 205.0 BH, Ca 再 加 時 間 : >300 秒 , 保存 血清 加 PT : 31.8 秒 , 保存 血 消 加 Ca 再 
加 時 間 : 245.6 秒 , 各 組 織 魔 砕 液 の 濃度 は 第 2 表 と 同様 , Mm’ IIIT DY BML’ DS 


第 6 表 Cas(PO4)z, BaSO』 処理 正常 組織 液 の 凝 血 促進 効果 


被 検 血 HE 血 時 間 ( 秒 ) 
il 定 法 oe Fe (GO 0) 

PT ( 秒 ) 肝臓 UA Bm O Bib 肺 臓 脳 
CaClz(1/40M) 十 組織 液 66.6 171.4 32.8 31.0 30.4 54.2 
CaCl(1/40M) +I Th(2.5%) 
eae 2 54.8 29.0 39.2 35.6 47.4 

1 | CaCl(1/40M)+BaSO, 処理 液 2 316.8 51.0 37.6 30.4 71.0 
CaCh(1/40M) + iN Th (2.5%) 
eo. ee 0 » 64.8 42.2 31.6 31.0 68.8 
CaClz(1/40M) +f Th (2.5%) 
+Ca3(POxs)2 処理 液 ク >300 >300 >300 >300 >300 
CaCl。(1/40M) 組織 液 20.4 36.8 24.0 20.0 20.4 25.2 
CaCl,(1/40M) +A Th (2.5%) : 

Tiger y | 19.8 17.4 17.6 20.6 19.6 
ors) +Cas(Pos)2 処 y | 140.4 118.4 197.6 
CaCl,(1/40M) +A Th (2.5%) 

Boo mew y | 21.4 21.4 21.2 21.4 23.2 


SHABBY RMOBRILBIAIAR, 被 検 相 し ょ う は ワル ファ リン 中 毒 血 し ょ う 。 


と れ ま で 述べ た こと か ら , 組織 液 は 脳 Th ある い は 保 
存 面 清 +CaClz と 協力 的 に 血液 北 固 に 関与 する が , 脳 Th 
理保 存 血清 +CaClz と は 非 協力 的 も し く は 阻害 的 に 血液 
凝固 に 関係 する こと が わか る 。 

各 組 織 液 を BaSO』 あるいは Cas(POs)2 で 処理 する 
L, そ の 北 血 促進 効果 は 減退 し , 特に Cas(PO.)2 処理 
の も の は BaSO』 処理 の も の より も 効力 の 減退 が 著しい 。 
THANE Cas(POs)e を 使用 し た と き に は , THe LE 
5 IC FRIT DRE L DST LDR, 吸着 が 不 完 全 
* あ っ た こと に よる も の と 思わ れる (第 6 表 )。 

次 に ワル ファ リン 0.25mg を 1,2,3 回 投与 後 , それ 
ぞ れ 24 時 間 経過 し た マウ ッ ウス の 各 組 織 液 に つい て , TI 
吾 で 述べ た よう な 方 法 で 正常 お よび ワル ファ リン 中 毒 血 
し ょ うに 対す る 凝 血 促進 効果 を 調べ た が , 正常 組織 液 の 


場合 に みな られ た よう な 漢 血 促進 力 は 認め られ な か っ た 。 
2. 正常 お よび ワル ファ リン 中 毒 組織 か ら ア セト ン 処 
理 に より 調製 し た 粉末 の 生理 食塩 水 浮遊 液 の 凝 血 促進 作 
用 CaClz+ 組 織 粉末 浮遊 液 (組織 浮遊 液 )+ 被 検 自 し ょ 
SOMA, CAT, 肝臓 の 各 粉 末 に 溢 血 促進 力 が 認 
め ら れる が , 保存 血清 を 添加 する と その 凝 血 促進 効果 は 
か えっ て 減退 する 。 また 上 述 の 深 血 系 に 脳 Th を 加え て 
EMR ewe LBA, いずれ の 組織 浮遊 液 の 場合 で 
% EMR LAS 5 更に 保存 血清 を 添加 する と 薄 血 
時 間 は 短縮 する が , その 値 は 被 検 邊 しょう + 脳 Th+ 保 
存 血 清 の 北 血 時 間 値 より も 大 きい (第 7 表 )。 す な わ ち 組 
SPER Ove mee RR A is hid Th と 協力 的 に 血液 功 
固 に 関与 する が , 保存 表 清 の 添加 に より か えっ て 組織 浮 
遊 液 あ る い は 組織 浮遊 液 + 脳 Th Oe ARE (EAD ASE 


210 HAR AD DBR HSH 


第 7 表 7 eb UBB IEA ARO AR © WE tn Ce ES 


凝 血 時 間 CR) 


i) 定 t& ‘ 
UA Wit 肺 臓 肝臓 ひ 臓 
CaCl (1/40M) + | 
es 36.4 >120 67.0 >120 
CaCl,(1/40M) + REM é 
Ee eae 63.8 >120 88.0 >120 
CaCl2(1/40M) + lid Th [17 19.6 25.6 24.4 


(2.5%) 十 組織 浮遊 液 
CaCl,(1/40M) +§% Th 
(2.5%) 十 保存 血清 + 組 
織 浮 遊 液 
細 織 浮遊 液 の 調製 は 脳 Th の 場合 と 準ずる が , 加 温 
処理 は 35°C ,15 分 で ある 。 各 組織 浮遊 液 の 濃度 は 
10% CH So MRM KIWI 7 YY Bt 
し ょ う で , その PT ff: 30.0 ®, Ca 再 加 時 間 : 
105.8 秒 , 保存 面 消 加 PT 値 : 13.4 秒 , 保存 血清 
In Ca 再 加 時 間 : 94.8 秒 。 
され る よう に 思わ れる 。 し た が っ て 組織 浮遊 液 の 江 血 促 
進 作用 は 脳 Th と 協力 的 で ある 点 で 組織 液 の それ と 類似 
し て いる が , 保存 血清 と は 非 協 力 的 で ある 点 で 異な っ て 
いる 。 
各 組 織 粉 末 の 淫 血 促進 様 物質 は 温 席 に 対し て か な り 不 
RECHS. thbbh8 HiCmT EDIT, 35°C 15 5p 
OPM KY Apelor e we Oe ML EMEA ANS O27 0 Ya 
L, 50°C 15 分 加 温 する と こと に より それ は いっ そう 減退 
する 。 こ の 組織 浮遊 液 の 性 質 は 既 述 の 組織 液 の それ と 類 
ATG D6 
次 に ワル ファ リン 0.5mg を 1 回 投与 24 時 間 後 の マ 
DA DARE REM Clk, じん 臓 洋 遊 液 に の み PT 値 > 
300 秒 の 中 毒 血 し ょ うに 対し て 凝 血 促進 効果 が 認め られ 
fool ML PT ff 33.2 POPHML & 5ICHLT, LO 
$e MEE VLE D DB IVigd feo Ke, COMBIMLL & 
う の Ca 再 加 時 間 は じん 臓 浮遊 液 で 短縮 され な い (第 9 
表 )。 ワル ファ リン 0.5mg を 2 同 連 続投 与 し た マウ ス で 
は な じん 職 浮 遊 液 に も 北 血 促進 効果 は 認め られ な か っ た 。 
CIWVECMARTC LDS IVI +s) VBI EY AR 
CRE CV Se MRE Ry A SL, これ は 内 出血 
に 対す る 止血 力 の 減退 の 一 因 を な する も の と 考え られ る 。 
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(2.5%) 二 組織 浮遊 液 


CaClz(1/40M) + #1 883% 
遊 液 
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MRM KIVA VV RMU KD, UAL 
浮遊 液 の 濃度 は 10%, 
橋爪 ・ 吉 田 (1958) は カイ ウサ ギ の 肺 , AM, XH 
の 生理 食塩 水 抽出 液 な ら び に アセ トン 処理 を し た も の の 
Th 様 活性 度 を 調べ た が , これ に よる と 抽出 液 の |56°C 
DLE, 20 分 間 の 加 温 処理 お よび BaSO, 処理 で TH 様 
活性 慶 は 減退 し , PRICINIC BaSO, MHC KS tO, 
性 度 の 減少 が 療 し い 。 そ し て 各 組織 を アセ トン で 処理 ビ 
た 場合 に は ; それ ら の 活性 度 は か な り 減 退 す る と いう 0 
と れ ら の 結果 は 本 実験 の それ と 必ず し も る 一致 しない Lj 
また 直接 比較 で き 交 い 面 も ある 。 RERCHLELSICH 
WAWAORMAR ICE 6 AMES K OFA ERO © 
作用 か ら , 両 液 に は Th と は 異な る 凝 血 促 進 様 物質 が 含 請 
有 さ きれ て いる と 考え られ る 8 
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第 8 表 アセ トン 処理 正常 組織 粉末 の 凝 血 促進 力 に 対す る 温度 の 影 


we PR fn : se im 時 間 ( 秒 ) } 
測 定 tk し ょ う の | 加 温 処理 
PT ( 秒 ) ひ 臓 肝臓 U A Sie 肺 臓 
CaClz(1/40M) 十 組 織 浮 遊 液 + SDD GS 36.8 50.2 40.8 : 
ITH (2.5%) + Wh PS Se Wh ye ipa 56.8 a ee 
7 UL & 9 50°C, 15 分 59.4 59.0 51.4 53.6 


各 組 織 粉 末 浮 遊 液 の 濃度 は 10% で ある 。 


1960 年 12 月 


AAR =f (1957) Hy stu ied 金原 出版 . 
SIR AK + RCMP (1955) 応 動 20: 56~67. 
Quick, A. J. & M Sreranini (1949) J. Lab. Clin. 


The nature of a blood coagulation accelerator- 
like substance contained in brain, spleen, lever, 


kidney and lung in mice and the effects of war- 


| 


| 


| 


arin on this substance were investigated. 

The estimation of the accelerating effects of the 
‘saline extracts of various tissues and of the saline 
suspensions of acetone powders of various tissues 


|(tissue powder suspensions) on blood coagulation 


‘boplastin+ various tissue extracts or tissue pow- 
der suspensions+test plasma, and the prothrom- 
Further, the effects of 


mormal stored serum on the accelerating action 


bin time of test plasma. 


by various tissue extracts and tissue powder 
We nensions of blood coagulation were estimated 
by the differences between the coagulation times 
of mixtures with and without various tissue 
extracts or tissue powder suspensions, the mix- 
ure being either warfarin plasma+CaClz, CaCl 
+normal stored serum, or CaCl:+normal stored 


serum + brain thromboplastin. 
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Med. 34: 973~982. 
WHITE, S. G., P. A. AGGELER & M. B. GLENDINING 
(1953) Blood 8: 101~124. 


Summary 


Effects of Warfarin on a Blood Coagulation Accelerator-Like 
Substance of Several Tissues in Mice 


By Tyuzi Kusano 
Laboratory of Applied Entomology, Faculty of Agriculture, 
Tottori University, Tottori, Tottori Pref. 


The following results were obtained: 

1.A blood coagulation accelerator-like substance 
is contained in various tissues, and it acts more 
strongly on the warfarin plasma than it does on 
the normal plasma. This substance is completely 
adsorbed by Ca;(PO,)2 but 
BaSO,, and is somewhat unstable on incubation 
at 50~56°C for 15min. 


The substance in the tissue extracts accelerates 


incompletely by 


the blood coagulation of warfarin plasma in the 
presence of brain thromboplastin or a mixture 
of normal stored serum+CaCl, but does not 
acclerate or rather inhibits the blood coagulation 
of warfarin plasma in the presence of a mixture 
of brain thromboplastin+normal stored serum+ 
CaCle. 

The substance in the tissue powder suspensions 
accelerates the blood coagulation of warfarin 
plasma in the presence of a mixture of brain 
thromboplastin+CaClz, but does not accelerate 
the blood coagulation of warfarin plasma in the 
presence of a mixture of normal stored serum+ 
CaClo. 

2. A blood coagulation accelerator-like sub- 
stance in various tissues disappears completely by 


warfarin poisoning. 


1 掃 立 て 口 の 微粒 子 病 が の 分 布 と 検査 試料 抽出 法 
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東京 都 世田谷 区 富 町 59 の 5 
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養 奏 家 の 微粒 子 病 に よる 被害 を 合理 的 か つ 経 済 的 に 予 
防 す る に は 1 掃 立 て 戸 ' (1 仕切 り に 想 当 する も の ) の 
微 針 子 病 が の 分 布 を 詳し く 知 る こと が きわ め て 大 切な 事 
が ら で あ る 。 了 昭和 19 年 , 農林 省 当 局 か ら “人 手 不足 で 
一 率 1 割 検査 法 で は 検査 が 数 が 多く て と う て い や りき れ 
な いか ら 価 と か し て くれ ” と の 要望 が あり , つと に 同 法 
の 不 合理 で 不 経済 な こと を 就 知 し て いた 私 は , 直ちに 昭 
和 4 年 考案 し て お いた いわ ゆる Dopcr & Romic の 1 
回 抜き 取り RAPE (大島 , 1949) ICHAT HK 当 
時 某 県 の 奏 糸 課長 は “微粒子 病 は ぁ え て も し か た が な い 
か ら 一 時 母 ガ 検 査 は や め あて も らい た い ” と まで 私 に 言 

れ た 。 か よう な 状態 で ある っ た の で 私 は 逆 た に り ( 殿 ) 病 率 
0.5% の 掃 立 て 口 を 99.5% 除く よう に 替え て し まっ た 。 
と れ は 試料 の 抽出 法 と 母 ガ 検査 法 が 合理 的 に 行なわ れる 
な ら , 少な く と も 冷蔵 浸 酸 種 や 越 年 種 の 母 が に は あま り 
に る も 厳重 すぎ る 方 法 で ある 。 そ の 後 昭 和 26 年 北川 博士 
の 勤め に より 2 回 抜き 取り 検査 法 に 類 え た が , MATEO 
現状 を 知る 私 は 99.5% 除 く 所 を 99% 除 く よ う に 改め た 
だ け で 検査 の 厳重 度 を ゆる め な か っ た 。 し か る に 近年 人 
粒子 病 増加 の 兆 あ り と 奏 種 製造 業者 間 に 問 題 が 再燃 し 始 
め て いる ee これ は いう まで も な くそ の 原因 の 一 半 は 試料 
抽出 法 が 合理 的 に 行 な あ れ な いか ら で あ る 。 試料 の 抽出 
法 が 当 を 得 な けれ ば いく ら 多 数 の 母 が を 検 査 し て も その 
わり に 効果 が 現われ な い の は 初め か ら わ か りき っ た こと と 
で ある 。 こ の 誤り を 震 正 する た め に は た び た び 講習 会 を 
開い て 礁 種 製造 業者 を 啓発 する より ほか に みち は な い 。s。 
し か る に この 点 を 改良 する よう に 関係 者 に 再三 注意 し た 
けれ と も いれ られ な いま ま 今 目 に 至っ て じ ま っ た 。 わが 
国 で も “正本 の 大 企業 で は 現場 の 課長 係長 級 の 人 が い ず 
れ も か な り 充 実 し た 900 時 間 ぐ らい の 社外 講習 を 受け て 
いる 例 が 多い ” と 森口 博士 の 著書 (1955) た 書い て ある 。 
近代 科学 導入 に な ん た る 認識 の 相 直 で あろ うか 。 か よう 
な 次 第 で ある か ら こ の 欠点 を 改良 する 機会 を 得 な いま ま 
私 は 退職 する こと と な っ た 。 し か し 人 退職 し て る 役 粒 子 病 
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PIR IC HER S SVR L LU CERECR<K TRICE 
わり な く , ERMA MOK DOM LY AEA 
APERAIZ LTV SRE LT, SOICERTNETKST 
る に は 微粒 子 病 の 全 ぼ う を 穫 ら な けれ ば な ら な い が , Be 
念 な が ら こ と これ を 知る も の は 私 以外 に は な いわ が 国 の 現状 
に か ん が み , 奏 種 製造 業者 ひい て は 一 般 養 奏 穴 の た め 禁 
は まず 1 所 立て 吾 の 徴 粒子 病 が の 分 布 と その 検査 試料 押 
出 法 か ら 述 べ て , 逐 光 微 粒子 病 ガ 検査 法 合理 的 簡素 化 の 
論 引 を 進め あめ た いと 思う 。 
『. 実験 法 と 記載 法 

母 ガ 検査 の 対照 と し て 実用 的 に 重要 と な る の は 平均 り 
病 率 が 多く と も 12~13% 未満 で ある 。15% と も な れ ば 
初発 が か ら 発 が ガ 順に 抜き 取り 検査 で な く 50 ガ 前 後に 交 な 
ZECEARMATHNIEL OFM TOBA EROS 
と が 容易 に 決定 きれ , 平均 り 病 率 が 30% と も な れ ば 同 
様 に し て 20 PERMEATE 7 E5 AAICHETES 
か ら で あ る 。 今日 で は 病 ガ が を 何 パ ー セ ント に で も 自由 自 
在 に 作る こと が で きる が , 以上 の 理由 で 記載 は が の 平均 
り 病 率 約 0.3% ROK 20% ETI L EDK HRA 
験 は も っ ぱら 実用 所 見 地 に 基づい て 行なっ た か ら , PUA 
子 病 の まん 延 を 防ぐ た め 要 所 要 所 に は 厳重 な 管理 を 行 訟 
うと と も に , 飼育 中 の 管理 の 適性 判断 を 行なう た め 無 病 
の 対照 区 を 設け た 。 Latte + Oya ds & 5 te (aA) VE 
ゆる や か に し , 明らか に 病 奏 と 認め られ 健 奏 と し で て 発育 
する 見 込み の な いも の だ け を 除き , 5% ホル マリ ン で 園 
定 し て その 病 礁 が 微粒 子 病 奏 で ある か な いか を 調べ る 導 
料 と し た 。 病 奏 と うた は 微粒 子 病 の まん 延 を 防 ぐ の に ヨ 
常に 有効 で , 4 齢 中 の と うた 病 奏 の り 病 率 が 93% 6H 
っ た も ゃ の が その 後 き ミ きわめて 潤 重 に と うた し た 結果 半 ガ 
り 病 率 が 14% に 減っ た 例 も ある 。 こ の 時 は 飼育 中 の 減 
BRS ESE 50% Choke LOLPED CHE 
に と うた し た の で は 非 実用 的 で 卵 の り 病 率 が どの くら 
か ら 養 奏 家 に 害 を 与え 始め る か を 適当 に 知る と と が で 居 
な いか ら , と うた は な る べく 寛大 に し て た だ 病 奏 を な 3 
な さ な い よう に 努め た だ け で ある 。 役 粒子 病 の 特徴 どき 当 
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和 札 る 微細 な 黒点 は 前 述 の よう な 激しい 微粒 子 病 奏 の 場合 
に は し ば し ば 見 られ る が , 軽症 の 場合 に は な か な か 発見 
され る も の で は な い 。 し た が っ 交 病 礁 と いえ ぼ 遅 訟 が 主 
‘C, その 他 い わ ゆ る 畔 化 病 栓 や の うぅ ( 膜 ) 奏 な ど で あ る 。 
(ORL F-HH BR Ze TES (CVS E (WM) ROWE CVE 95% の 信 
「 頼 限界 を も っ て 1 HKD ERO) REED D THE 
層 な る よう に 病 ぎ を 混合 し て 掃 立 て る か , ある い は 更に 
正確 に あら か じ め 病 ぎ を 1 昼夜 飼育 し て 排せつ され た 
や 中 の 胞子 の 存在 を 確か め て か ら 混 合 し て 掃 立 て た 。 ま 
た 内 期 の 途中 に 接種 する 場合 に は , 伝染 力 あ る 生存 胞子 
の 対 1 頭 食 下 数 量 を 定め , 村 葉 裏面 に 塗っ て 添 食 し た (1 
『 責 あて 一 定数 量 を 飲ま せ て る 結果 は 同様 で ある ) 場合 も 
あれ ば , 胞子 を 排せつ し て いる 病 訟 を 赤 イ ン キ で 塗っ て 
テ 定 時 間 混合 飼育 し て 抜き 取っ た 場合 も ある 。 た だ し 次 
掲げ る 試料 は 主として 他 の 試験 の た め ゐ に 行なっ た も の 
| で ある か ら , 試験 方 法 そ の 他 の 詳細 は 他 日 に 譲る こと と 
L, 」 本文 に は た だ 病 ガ の 分 布 と 検査 試料 抽出 法 に つい て 
(のみ 述べ る 。 表 に 平均 り 病 率 5 % と いう よう な 望ま し い 
幸 の が 得 ら れ な か っ た の は その た めで ある 。 和 実用 問題 を 
研究 する に は 養 奏 察 の 飼育 し た 1 掃 立 て 口 の 病 ガ が の 分 布 
交 調 べ る こと も 非常 に 大 切 で ある か ら , 普通 養 奏 家 の 生 
MARA AN, それ を 発 が さ せ て 調べ た も の も 加え た 。 


* 


POR MMI THs HMAMMRGA-T, 上 ぞ 
2 DM ALDMED DS PRUAAGL So 1 日 に 全 部 上 
くす る も の も ある が 多く は 2 日 間 に わ た り , 時 に は 3 
団 間 に わた る も の も ゃ ある 。 BHWAICHH CECA 
bie, 同一 日 と 上 ぞ く し た も の る も 発 が は 数 日 に わた 
Bo LHMAXLELDCEKAZH CHS. THOKAL 
く ぐ 期 日 が 違っ た も の で る 発 ガ 期日 は 重なる 。 た だ 早く 
ぞ く し た も の の ほう が 普通 1~2 日 , 多 く は 1 日 早く 発 
が 終わ る だ け で ある 。 し か し 奏 種 製造 業者 は 上 ぞ く 期 
四 は 考え ず 発 ガ 期 日 だ け を 考え て 奪 種 を 製造 する 。 す な 
Ibb, 毎朝 (が は 早朝 まで に 全部 発 が す る ) 一 定数 量 の 
ed (1 産卵 台紙 の 母 が 数 は 一 定 し て いる が , FORMS 
PAMPER IC ko THEY 200~600 が と の と と で 
絞る ) を 交尾 合 に 入れ , その 人 台 を ゆす っ て 放尿 させ て か 
PORT OM AE ANT 2~5 時 間 次 尾 さ せ , 大 体 正午 
作ろ に 割 有 変 し て 母 が を 産卵 台紙 に 移し て 産卵 させ , 44 
虐 に 適宜 番号 を つけ る 。 変 尾 時 間 に 大 差 あ る る の は 雄 ガ が 
駅 足す る 場合 に は 早く 割愛 し て 再 変 尾 に 使う こと と も ある 
Pb CHS. 普通 雄 ガ は 早期 に 発 が (同一 日 で も そう で 
6S) する か ら , と れ ら 余分 の 雄 ガ は 弱 ら な いよ う 適 当 
方 法 で 冷暗所 に 保存 され て 翌日 の 用 途 に 備え られ る 。 
LOeUMEDK SHAR CHRIS L, ES<SMAIC 


大 島 : 1 掃 立 て 口 の 微粒 子 病 が の 分 布 と 検査 試料 抽出 法 213 


よる が ガ の り 病 率 の 異同 も , 雌雄 に よる 性 質 の 差 の 影響 も 
病 ガ の り 病 程度 に よる 交尾 産 九 に 対す る 影響 も 何もかも 
詳し く 調 べ る こと が で き な く な る 。 そ れ ゆ こと これら の 研 
究 と 奏 種 製造 業者 の 製造 法 に 基づい た 1 掃 立 て 口 の 病 が ガ 
の 分 布 と は 別個 に 研究 し な けれ ば な ら な いこ と と な る 。 
し か し 従来 微粒 子 病 研 究 専門 者 は わが 国 に は 私 た だ ひと 
り , し た が っ て 現在 この 研究 を な し うる 者 は 私 た だ ひと 
り , その 上 上 昭和 31 年 病理 奏 室 が で きる まで は 西 日 の 直 
射す る 廊下 も な い 室 で 飼育 し た た め 試 験 に 必要 な 所 要 数 
量 の 奪 児 を 飼育 する こと が で き な い 上 不作 続き , 5 回 に 
1 回 くち あい し か 普通 作 は 得 ら れ な か っ た た め , これ ら の 
研究 を 別々 に 行なう こと は 年 月 ば か りか か っ て 目前 の 問 
題 に 対処 する こと こと は 事実 上 不可 能 に 等 し い 。 それ ゆえ を 
本 研究 の た め ゐ に は 他 の 研究 目的 で 行なっ た 成績 を 利用 し 
た 。 す な わ ち 予知 検査 用 , 上 ぞ く 期 日 別 , 発 ガ 期日 別に 
変 尾 産卵 させ , 1 ガ ず つっ 番号 を 付す けた が 袋 に 入れ て 熱 乾 
IRE Lik mtx ES <WAIBIC, また 各 同 一 発 ガ 日 の 
も の は 必ず 予知 検査 用 が 区 か ら 始 ゐ て 検査 番号 順に 並べ 
て 1 掃 立 て ロロ の が を 雌雄 別に 1 番 か ら 適 当 の 群 に 等 分 し 
て り 病 が ガ の 分 布 を 調べ た 。 雄 ガ が は 再 交尾 や 発 ガ 翌日 の 交 
尾 に は 使わ な か っ た か ら 雌 雄 と も 余分 の も の は 交尾 し た 
ガ の 後に 無 作 為 に 同日 発 ガ が 日 付け の 後に 番号 づけ し て 並 
べた 。 予知 検査 用 が 区 は 大 部 分 の 試験 に 設け た の で これ 
を 設け な か っ た 試験 に の み ““ 子 知 検査 区 を 置か ず ” と 記 
すこ と と と する 。 また 人 手 不足 の 関係 上 が は 発 が が 全部 終 
わる まで 1 が ずつ ガ 輪 を か ぶせ た まま に し て お き , 終わ 
っ て か ら 1 ガ 入り が ガ 袋 に 収容 し て 東 燥 し た 。 た だ し 交尾 
きせ る こと の で き な い 余分 の が ガ が は 1 ヵ所 に 集め て 大 き な 
金網 を か ぶせ , 発 が ガ が が 終わ っ て か ら 無 作為 に 1 ガ 入 り が 
袋 に 収容 し だ 。 

以上 の よう な 方 法 で 調べ た が 結 諭 に は 少し も ゃ 変わ りな 
か っ た 。 そ を その 他 の 必要 事項 は 要 所 要 所 に 記入 する 。 


HT. 1 掃 立 て 口 の り 病 が の 分 布 


微粒 子 病 の 伝染 は 母体 伝染 を 除け ば 飼育 中 の 経口 伝染 
の み で ある 。 人 工 的 に 中 和 法 (AB, 1939; Ousuima, 
1937) を 使わ な けれ ば 体 こ う ( 腔 ) に 胞子 を 注 和 球 し て も 発 
芽 し な いか ら 伝 染 し な い 。 経口 伝 染 の 主体 は 病 礁 の ぶん 
に 排せつ され る 胞子 か ら と 考え られ る 。 そ の 伝染 状況 を 
BAS, 奏 児 は 菜 葉 に 付着 し た 胞子 を 食べ て し まえ ば 
その 胞子 は な く な っ て し まう か ら , 微粒 子 病 松 の 分 布 は 
PR AMA TIT LEB RE ATIC HED EARTARCHSO LPL 
病 奏 は 病 徴 が こう 進 す れ ば 死ん で し まう 。 母体 伝染 の 場 
ICV BIED 4 OV FEX ETH ARSE FITFHEDL OM 
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らち 始ま っ て 1~2 齢 の うち に 全 死 し て し まい , い くら 軽症 
の ぎ 奏 で も 絶対 に 5 齢 まで 生き て いら れ な い 。 そ の 間 に 
経 百 伝染 が 起こ る の で ある が , 早く 感染 し た 個体 は また 
飼育 中 に 死ん で し まう 。 病 訟 の 化 ガ が し うる も の は 3 齢 末 
期 の 微量 伝染 か ら 始 まる が , 外観 健全 な まま 発 が し て 次 
BENS SL ODIELA ESAS 4 LEED S AIT 
排せつ さき され た 胞子 に よる よう な 微量 伝染 の 場合 で ある 。 
ゃ も ちろ ん 人 工 的 に 非常 に 多量 に 接種 すれ ば 5 ITE 
種 し て も 消化 管 を 激しく お か す た め 畔 化 病 的 症状 を 起こ 
LUFEACLESR, PEIBMARKTEUCORS 
問題 外 で あぁ ある 。 そ の 他 3 齢 以後 に な る と 大 き さ の 不同 か 
ら 病 奪 は と うた され や すく ぐ な る の で , その た め に も 役 粒 
子 病 奏 は な く な っ て し まう 。 結局 病 礁 は 経 唱 伝染 に よっ 
て で 非常 に 増加 する が , か よう に 病死 , と うた と 相まって 錯 
そう ( 貫 ) す る の で 1 掃 立 て 百 の 微粒 子 病 が の 分 布 は 超 幾 
Mati CWE ERY SOLMso CLES CHAT LO 
ら ば いか な る 分 布 と し て 検討 する の が 最も 適当 で あろ う 
か gj 正規 分 布 を 除け ば 統計 学 上 最も よく 検討 され , また 
実際 上 最も し ば し ば 遭遇 する の は 三 項 分 布 と ポア ソン 分 
布 で あら る 。 し た が っ て 1 所 立 て 品 の 役 鐘 子 病 が の 分 布 が 
と どれ ら の 分 布 に 従 そ を ば が の 検査 の 合理 的 簡素 化 に も 非常 
に 好都合 と な る か ら , 以上 の 2 分 布 に 適合 する か 樹 か を 
BATS7EL Uo 

り 病 率 を 記載 する に あたり 数 字 の 位 以 下 の 切捨て は 
ASTM 品質 管理 必携 (日 本 科学 技術 連盟 , 1952) の 規 
約 に 従っ た 。 し か し り 病 率 を 百分率 で 示す 場合 に は 次 の 
よ まう に 定め た 。 すなわち , 供 試奏 の 総数 が 50 未満 で は 
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分 母 を 総数 , ER REMC 表わし た 分 数 , 総数 51 
100 で は 整数 1 位 止 まり , 101~1,000 で は 小数 点 以 下 
1 位 止 まり , 1,000~10, 000 で は は 小数点 以 下 2 仁 ま 
10,001 以上 で は 小数 点 以下 3 位 ま で と し た 。 Chih 
立て 口 の 病 ガ は り 病 率 の 多少 , 特に り 病 率 の 低い 場合 に 
は 非常 に 変異 が 多く , 400" ガ が 未満 で は 十分 信頼 で きる 9 
病 率 が 求め られ ず , まし て 50 が ガ 未満 で は 百分率 で 表 わ 
す 価 値 が 全く な い の と , り 病 率 の 多少 に 応じ 百分率 で 表 
わし うる 最少 総 が 数 を いち いち 定め る こと は な か な か 
TPLVLECH STEEL, いま 一 つの 理由 は 総 ガ 数 の 
多少 に 応じ 最後 の 位 を 1 位 ず つ 下 ば げ て お く と , 単に り 病 
率 を 百分率 で だ け 表 わし て お いた と き で も る 試料 の ご ぐ 天 
体 の 大 きき さき を 推 定 で きる 便利 が ある か ら で あ る 。 

以下 成績 表 を 平均 り 病 率 の 低い も の か ら 順に 表示 すず 
be 

A. ポア ソン 分 布 の 場合 

ガ 数 が 少な いか ら 少 数 例 と し て 検定 し , 期待 値 が 5 DA 
弟 だ な る ま ようす 所 立 で 百 を 等 飼 じ た 9 BIRCH 
よう に 雌雄 2 例 ず つ 中 ポア ソン 分 布 と し て 等 質 と 認め | 
れる も の は 1 a の 雄 ガ が だ け で あっ た 。 し か る 2 a は 雌雄 
と も 著 ピ k く ぐ 有意 で あっ な た s 

B. 二 項 分 布 分 の 場合 

第 2~6 表 の よう に 雌雄 5 HIT OO HIER CAI 
布 と 認め られ る も の 2 例 , 認め られ な いる も る の 3 例 , HEH 
で は 一 項 分 布 と 認め られ る る の 3 例 , 認め られ な いる の 
2 例 で あっ た が , RAO OVE L bE L<HECH 

Ww 


Dice 


第 上 エ 表 1 掃 立 て 百 の 彼 粒 子 病 が の ポ ァ ソン 分 布 と し て の 検討 (1a お よび 2a) 
a OB 区 | 1 3 a 
a = ae | fo) 8 Q 8 | 
x 11+5+2/3=6 6+10+4+3+3/5=5.2| 13+8+6+3+0/5=6 | 7+5+0+15+4/5=6.2) 
Xo 7, 000* 6, 692 16, 333** 19, 677*** 
Bo Be 2 4 4 4 
P, (22> x92) <0.05* =0.16 <0.01** <0.001*** 


La: 昭和 29 年 9 LCMLACM SE kb M6 346 OMA. 品種 : 日 115 XG 108B, 上 ぞ く 期 9 月 23 


240, 」 発 ガ 期 日 10 月 5~16 @ 


2: 総 ガ 数 5,840 HW, た だ し 発 が の 最後 に と 健 が 1 ガ を 加え る . り 病 率 0.31%, 


に 等 分 . 


S$: 総 が 数 5,944 ガ 。 た だ し 発 が ガ の 最後 に と 健 が 1 ガ を 加え る . 


に 等 分 . 


2a: 品種 : 1155x1228, 昭和 29 4768 Al A 


\FARE 10,000 頭 掃 立 て 飼育 , 8A 17 A5eH38 
Fi 6,699 頭 を 1 ばく 400 頭 あ て 16 ば ぽく と は し た の 数 299 頭 1 ぽく と し , 初め の 16 ぱく に 番号 を 付 し 第 2 
は く 目 か ら 1 ば くね おき に 1 頭 ずつ 計 8 頭 の ふん に 胞子 を 排せつ し て いる 病 奏 を 2 屋 夜 混 育 。 上 ぞ く 期 日 8 月 
21~22 A, 発 ガ 期 日 9 月 28 A. 対照 区 945 Tp eae. 
St 総 ガ 数 3,138 ガ , ie LIAO DOR SH Ree. 
S: 総 ガ 数 3,373 が 。 た だ し 発 ガ 終わ り の 健 が 3 が を 省く . 


1 群 の が 数 1,947 が , 3B 


り 病 率 0.44%, LOW 1,189 が , 3 


り 病 率 0.96%, 1 群 の が 数 627 が , 5 群 に 等 分 7 
り 病 率 0.92%, 1 群 の ガ が 数 674 ガ が, 5 群 に 等 分 品 


1960 年 12 月 AB: 1 掃 立 て 口 の 微粒 子 病 が の 分 布 と 検査 試料 抽出 法 215 


第 2 表 1 掃 立 て 口 の 微粒 子 病 が の 二 項 分 布 と し て の 検討 (3a) 


2 8 
1 群 中 の "tn hen : | 
gir gy OA | 期 待 値 | Casey /a pare ひん 度 | 期 待 値 |( 儲 差 )*/ 期 待 値 
0 42 37.266 0.601 0 1 hi 26.187 0.905 
1 22 26.293 0.701 1 11 | 15.984 | 1.554 
2 6 9.044 の 3 | 4.790 
3 3 2.021 | 3 1 0.937 . 
4 1}11 0.330}11.441 0.017 4 146 0.135+5.878 | 0.003 
5 1 0.042 5 1) | 0.018 | 
6 0 0.004 6 0 0.001 | 
at 75 75.000 x=1.319 | : | 48 47.999 | xy? = 2.462 
自 eH 度 1 | ri 由 we | 1 
P,(x2> x2) =0.26 | P, (22> X02) | =0.12 
3a: 品種 : 32115 5x 1225, 昭和 30 年 8 ALANFARA 10,000 頭 授 立て 飼育 , 8H 19 AOMSOA 
目 6,180 頭 を 1 ば ぱく 412 頭 ず つ 15 は くに 等 分 (内 1 ば ぱく 対 照 区 ) し て 1 ば ぽく お き に ふん に 胞子 を 排せつ し 
て いる 病 奏 を 1 ば ぱく 1 頭 ず つ 計 7 頭 入れ て 2 昼夜 混 育 . 上 ぞ く 期 日 8 月 21~22 A, 発 ガ 期日 9 月 4~9 日 . 
9: 総 が 数 3,000 HW. た だ し 最終 発 が の 健 が 4 ガ が 省 い て あぁ る. り 病 率 1.736, 1 群 40# ガ , 75 群 に 等 分 . 
3: 総 ガ 数 2,400 ガ , た だ し 最終 発 が の 健 ガ が 1 が が 省 い て ある . り 病 率 1.21%, 1 群 50#, 48 群 に 等 分 . 
対照 区 全部 無毒 . 
第 3 表 1 提 立 て 口 の 微粒 子 病 が の 二 項 分 布 と し て の 検討 (4a) 
9 $ 
Brg ひん 度 | 期 待 値 | ( 選 差 2/ 期 待 値 は 閣下 と ひん 度 | 期 待 値 | Conse) eeu 
oa | 3 0.481 ii ea 0.655) 
1 | 17 2.428) 8.909 7.348 ree i 13 3.202! 11.513 | 0.192 
gait 6.000 Pa vet 7.656) | 
3 8 9.664 | 0.287 8 | 14 | 11.928 | 0.360 
1-7 11.408 1.703 ch th E1361 0.011 
oe | 3 10.528 0.605 5 | 7 12.134 2.172 
eo <3 7.897 3.037 6. | 7 8.793 | 0.366 
7 6 4.956 ei eho ae 5.325) 
gs 1.3 2.653 gb 7 2.749 | 
gt 1.230 9 | 2| 1.228 | 
160-44 3 0.500 10; Ft 0 0.481, 
11 1) 15 0.180 | 9.599 3.039 11 | 0413] 0.166) 10.019 0.886 
192.0) 0 0.058 fe 20 0.051. 
St 0.017 eed ie 0.014 | 
ii 6 0.004 Ora 0.004 
52.10) 0.001 15 | 0 0.001. 
2 58 58.001 xo?=16.019** af 68 68.001 Xo? =3.987 
A FH i 4 A FA 度 4 
P, (x2 >x02) «0.01** P, (x2 > 93) =0.42 


a: 品種 : 21108x8 1125, 昭和 27 年 8 月 30 ABARMRBAS 50 ガ 掃 立て 飼育 , 9 月 21 日 5 齢 5 
HE 10,000 に 対し 生存 生成 熟 胞 子 対 1 頭 50 粒 (0.025cc) HA, 9 月 23~24 日 上 ぞ く , 10 月 611 日 
3H. 予知 検査 用 が 区 を 置か ず 
2: 総 ガ 数 2,668 ガ , た だ し 最終 発 が の 後に 不足 分 健 が だ 2 が ガ が 加え て ある . り 病 率 9.90%, 1H 46 が ガ , 

58 群 に 等 分 . 
6: 総数 3,060 ガ , た だ し 最終 発 が の 後 C KEDAH 12 ガ . 病 が 1 が ガ が 加え て ある . り 病 率 9.84%, 
1# 45 ガ , 68- 群 に 等 分 . 
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MA 1 掃 立 て 口 の 徹 粒 子 病 が の 二 項 分 布 と し て の 検討 (5 a) 
é 8 
LEP! ひん 度 | 期待 値 | Case Gy OA | i it | Cae) /sO eet 
0 5) 1.352) 0 3\ 0.869) 25.116 
Pc) 2 |e te gisy ae 1 20.544 O18} 18 | 0 
2 | 23 16.413 2.644 2 |14 13.999 0.000 
3 | 16 25.934 3.805 Bt Ce 25 486 2.215 
Ae | 23 29.924 1.602 | sailed 33.883 2.883 
5 | 20 26.876 1.759 | 5 | 26 35.065 2.343 
6 | 14 19.556 1.578 6 | 19 29.399 3.678 
Taal 3 11.849 0.061 7 1 20.524 0.113 
Seay 6.097 8 | 10 12.169 0.387 
J ha 2.704 seat: 6.219 
i) NG 1.046 10 | 3 2.71 
tie 2 0.356 
Oo pees 102962 A Le or 2 igen 
eo | 0.029 (oe 12 Ott) 
14 | 0 0.007 TY aoe ka 0.032 
15 | © 0.002 ES alco 0.008 
Lem) so 0.002 
: 149 149.000 x= 42.958" | 2 | 187 187.001 xp? = 53. 625*** 
een: BE 6 A FA BE 7 
P, (22> 402) <0.001*## P, (x2 >x2) <0.001*** 
5a: 品種 : F115 8x X 1088, 昭和 33 年 5 月 7 日 微粒 子 病 が が 0.32%% と な る よう に 混合 し て ぎ 量 8.1978 
(20,000 頭 ) 奏 糸 試験 場 本 場 掃 立 て 飼育 , 5 月 30 日 一 6 月 1 日 上 ぞ く , 6 月 13~21 BH. 対照 区 : & 
量 0.404g (1,000 gi) HEC, SABIE. 
9: 総 が 数 5,959 ガ , 発 が の 終わ り に 健 が を 加え て 5,960 が と し 149 群 に 等 分 , 1B 40 が, り 病 率 11.09% 
8: 総 ガ 数 7,461 ガ , 発 が の 終わ り に 平均 り 病 率 に 相当 する よう 健 が 17 HW, 病 が 2 ガ を 加え て 7,480 が と 
し 187 群 に 等 分 , 1 群 40 W, り 病 率 12.57%. 
第 5 表 1 掃 立 て 口 の 徹 粒 子 病 が の 三 項 分 布 と し て の 検討 (6 a) 
fe) 8 
THO. g jeer (LaeoL an : 
gn gy Oe | 期 待 値 | yee LPO ひん 度 ste | (as 
oj 0.099 o | 0) | 0.028 
0.740 |i} | 0-249 
came 1 me Boteant ae? 34 5028 2-| 3114] 12085} 10.830 0.928 
a Ie 6.398 poe ey’ 3.079 
4 |12 11.099 0.073 4 | 6 6.389 
5 | 15 15.008 0.000 Sept 10.333 0.043 
6 | 12 16. 465 1.211 6 | 11 13.560 0.483 
7 | 9 15.066 2.442 7 | 12 14.841 0.544 
Bay.9 11.727 0.634 8 | 17 13.817 0.733 
0 7.882 0.002 9 | 10 11.108 0.111 
10 | 5) 4.628 10° || 4 7.801 1.852 
ie Ae 2.395 iad 4.829 0.142 
ie. |)_1| 1.101 12 | 4 2.655 
celal 0.452 | (Some 1.304 
14 3 14| 0-467 ) 8.821 3.040 14 Pal 0.575 
| 0.055 15, <1 0.228 
16 | 0 0.017 COE 0.082) 4.882 3.474 
ia aly 0.005 Te 0.027 
18 | 0) 0.001 | 18 | 0 0.008 
19 | 0 0.002 
20. | 0, 0.001. 
it | 96 96.002 ao? = 12.428 at | 92 92.001 xo? =8.310 
fi : i 6 | A 申 wy 7 
Py (42> x?) = a0! | Py (x2 >%92) = "0e30 


1960 年 12 A 


6a: 


AM: 


品種 : A122 3 x #115 
る よう に 加え て 所 立て 飼育 , 8A 22 日 上 ぞ く , 
頭 全 部 無毒. 

22 総 ガ 数 4,032 が, り 病 率 15.10%, 


1 群 42 ガ , 96 HICSS. 
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S, 昭和 27 年 8 A1APFERM 10,000 頭 の ぎ 奏 に 対し 病 ぎ が 0.17% に な 
9 月 4~9 日 発 ガ , 予 知 検査 用 が 区 を 置か ず . 対照 区 1,000 


一 殴 分 布 と し て 異質 の も の は 5 例 中 雄 が に 
け で ある 。 雌 が ガ が で は 特に よい 等 質 性 を 示し た 。 雄 が ガ の 場 


2: 総 ガ 数 9,698 +, 発 が の 終わ り に 健 が 2 ガ を 加え 
194 群 に 等 分 . 


8: 総 が 数 10,572 が , 発 が の 終わ り の 健 が 8 が ガ , 病 が 4 ガ を 除い て 10,560 VETS. 


1 群 60 が , 176 群 に 等 分 . 


_ 


C 


9A 24~25.H ES <, 10 A 9~14 BW. 


9,700 HESS. 


WV. 同 旦 発 が の り 病 が の 分 布 


1 例 あ っ た だ 


多く な る 
し か ら ば 1 提 立 て 口中 同一 日 に 発 が し た が ガ 区 の 微粒 子 よび り 病 率 な る 
病 ガ の 分 布 は どう で あろ うか 。 検定 の 結果 この 場合 に は る が , 


いか ぎ 


な る ほど ご 項 分 布 を は ずれ る 場合 
wo 人 人 oot 
3 因子 を 導入 する と か な り よ 


8: 総 ガ 数 3,864 ガ が, た だ し 最終 発 が の 後に 健 が 1 が ガ が 加え て ある . り 病 率 17.5596, 142 vw, 92 君 
に 等 分 . 
第 6 表 1 掃 立 て 口 の 徹 粒 子 病 が の 二 項 分 布 と し て の 検討 (7 a) 
9 8 
BRO ong | 期 待 値 | ( 念 差 )*/ 期 待 値 群 中 の | ひん 度 | 期 待 値 |( 信 差 */ 期 待 値 
ガ 数 病 が 数 
Ost | 0 0.006 0 0 0.001 
1 2 | 0.070 1 1| 0.009 | 
2 2) 25 0.396} 5.882 62.138 2 1| 0.063 | | 
3 6 1.459 3 1524} 0.283$8.825 | 26.094 
ans 3.951 4 a 03933 | 
5 | 44 | 8.378 3.773 5 7 | 2.416 
S485 0.018 6 | 13) 5.120, | 
7 \48 20.986 0.425 7 113 9.131 1.638 
8 |16 26.000 3.846 8 12 13.987 | 0.282 
mt br5 | 27.967 6.012 9 m4 18.683 | 1.174 
10 | 18 | 26.430 2.689 10 | 13 22.030 3.701 
11 | 15 22.153 2.310 11 |°25 93.152 0.148 
Ho 143 16.595 0.779 12 |*16 21.857 1.569 
13 49 | “491381 0.060 13.» (91 18.658 3.143 
14 8 6.811 0.208 Tbe nk 14.482 2.901 
Ae [tay | | as 768 (5s | 33 10.268 0.727 
16 3 | ~ 12900 | 16 6 6.677 0.069 
17 2 | 0.876 17 6 3.995 
Tae 4 0.370 18 3 2.207 
1911 3 0.144, 19 5 | 1.128 
20 |..0525!| 0.051 ‘7.132 44.765 20 1 0.535 
21 oO} t 017 21 2 0.235 
22 | 0 0.005 92 | 2/411» 0:0967 8-201 16.699 
23 0 0.001. 23 1 0.037 
24 0 | 0.000| 24 1 0.013 
2°12 | 0.0007 25--| 0 0.004 
| | 26 0 0.001 
] | ] ] 
計 194 | 194.000 ag?=127.023* | 3+ | 176 | 176.001 xo2=61.145*** 
| | | | 
自 EH 度 10 | 自 由 a 10 
P, (22> 20?) <0.001*** | P, (42> x02) <0.001+* 
7a: 昭和 34 年 9 月 某 県 某 農 家 よ り 購 入 , RAR LE, 中 , 下 貢 合計 22,780. 品種 : A 124% x 3¢124 


り 病 率 18.74%, 1 群 50 ガ が ガ , 


り 病 率 18.78%, 


が 
性 と 病 ガ の り 病 程度 お 
く 解 株 で き 


詳細 は 後 報 に 譲 そ wo REE 7° で は 非常 に 重症 に な Aa ws 


0, 二 項 分 布 を は ずれ る 場合 が 起こ ら な い 
5 例 は 1 所 立て 口 全 体 と し て は ご ご 項 分 


Yo この 


布 か ? ら 閉 し く 前 


合 に は 7 b CTIA AEF HID, 雄 が で は り 病 率 


れ た 場合 に つい て で ある 。 
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第 7 表 同一 日 発 が の 微粒 子 病 が の 二 項 分 布 と し て の 検討 (4 b, 2) 
1 HAD | fe °/ 38 
病 が 数 | O ん BE 期 待 {a (偏差 )*/ 
0 | 7 4.568 
el 17 oy 16.426 0.020 
2 | 16 140777, 0.101 
3 9 11.764 0.649 
4 6 6.719) 
5 2 2.930 
6 4 1.014 
7 0 512 0.286 } 11.031 0.085 
8 0 0.067 | 
9 0 0.013 
10 0 0.002) 
3 54 | 53.998 x92 = 0.855 
A FA 度 2 
P, (x2 > x102) =0.66 
第 3 表 (4a) 参照 , 10 月 9 日 発 が , 総 ガ 数 1,348 4, 発 が の 終わ り に 健 ガ 
2HeMAT 1,350 WEL, 54 HicBa, 1 25 wW, dR 9.41%. 
第 8 表 同一 日 発 が の 役 粒 子 病 が の 二 項 分 布 と し て の 検討 (5 b) 
9 3 
1 群 中 の を = 2 1 群 中 の を 2 を 
病 ガ が 数 O Av BE 期 待 値 (偏差 )*/ 期 待 値 oF BR ひん 度 期 待 値 (偏差 )*/ 期 待 値 
0 3 0.729 0 0 0.478 
1 | 16 3.633| 13.244 0.574 1 ot 11 2505 9.407 0.270 
2 8 8.862 2 9 6.424 
8 12 13.856 0.249 3 113 10.750 0.471 
ae) 15 15.687 0.030 4 7 3.199 2.911 
Be it 13.701 0.532 5 eld 2.677 0.138 
6 8 9.602 0.267 6.112 9.915 0.438 
7 8 5.546 7 5 6.493 0.343 
8 3 2.691 8 4 3.632 
9 2 1.112 9 1 1.762 
10 Dee REE re eee 10 7 0.750 
11 0 0.122 11 se a organ 
12 0 0.033 12 0 0.095 ? °° : 
13 0 0.008 13 0 0.029 
14 0. 0.002! 14 0 0.008 
15 0 0.002 
at 76 76.000 xo2=3.340 2 69 69.002 xo? = 4.600 
A FA ia 4 A ise 度 5 
P, (x? >x0) =0.50 P, (x2 > x02) =0.47 
5 a 参照 . 
": 6 月 16 AW, 総 ガ 数 2,361 +, 鏡 検 番号 終わ り の 健 が 5 が を 省 い て 2,356 HLL, 76 Hic#eG, 1 
群 131 7 り 病 率 13.92%. 
6: 6 月 16 日 発 が , 総 が 数 3,309 が, 最終 鏡 検 番号 の 後に 健 が 3 ガ を 加え て 3,312 と し , 69 MicBA, 
1 群 48 が , り 病 率 9.84%. 
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第 9 表 同一 日 発 が の 微粒 子 病 が の 二 項 分 布 と し て の 検討 (7 b) 
EE 


第 6 表 (7a) 参照 . 


9 3 
ae ge On| 期 待 値 | Came (LEO 期待 
' 病 RL | (偏差 )*/ 期 待 値 Lg 7 数 | ひん 度 | Aba) 2/8 
1 0 0.001 0 0» 0.005) 
4 d sed 1 + 0.053 | 
| : 2 the “0.296. | 
| iy masa B55 ae Ss hee a 
5 1 ae Ss 。 4 3| | 2.739| 
6 2 1.190 5 |10) |  5.665/ 
7 4 2.468 6 9 | 9.570 0.034 
8 3 4.374 C16 | 13.580 0.369 
9 8 6.732 0.239 る 16.518 1.843 
10 9 9.102 0.001 9 | 10 17.487 3.206 
11 7 10.915 1.404 toe sl a7 16.308 0.029 
a 3 11.699 0.145 11 | 15 13.524 0.161 
12)F +10 11.278 0.145 12 8 10.053 0.419 
me *} 10 9.830 0.003 13 5 6.741 : 0.450 
15 9 7.780 0.191 14 3 4.100 
16 4 5.613 0.464 15 2 2.272 
17 4 3.702. 16 1 Louk tne 
18 2 2.238 17 3 0.535 | 
19 2 1.243 18 1 fp Alt), 229 . 
Zia Sa 0.635 | 19 | 2 13| 9/099 8-425 | plage 
21 1 0.299 20 0 0.033 
22 010 0.130 \ 8.328 0.336 21 0 | 0.011 
23 0 0.052 22 1 | 0.003 
24 0 0.019 23 0 | 0.001 | 
25 0 0.007 
26 0 0.002 
27 0 0.001 ’ | 
at | 90 | 89.999 | X02=3.115 2 | 122 | 121.997 | x92 =15.877* 
自 FA 度 | 8 自 由 BE | 8 
Pee x0") | =0.92 Py (x? > x9?) =0.046* 


9: 10 月 12 日 発 が ガ , 総 ガ 数 4,499 ガ が, 終わ り に 健 が 1 ガ を 加え て 4,500 FELT 90 HicSH, 1# 50 


H, り 病 率 24.80%. 
6: 10 月 12 日 発 が , MAR 6,706 x, 
53, 1 群 55 が ガ , り 病 率 16.86%. 


V. 発 が の 早晩 と 微粒 子 病 の 関係 


以上 E『 お よび 『 に 示し た よう に , な ぜ 同 一 日 発 が の 場 
含 に は 皆 三 項 分 布 と し て 等 質 性 を 示す に も か か わら ず 1 
所 立 て 口 全体 と し て は 非常 に 異質 な も の が 多く な る の で 
ある うか 。『『 を 見 る に , 雌雄 と も 全部 異質 な る の は 異質 
な る 原因 が 主として 発 が の 早い も の と お そい も の と に 
起因 し て いる 。 二 項 分 布 と し て 等 質 性 を 示し た 場合 で 
雌 ガ で は 完全 な 二 項 分 布 を 示さ な い の は 主として 同 
様 な 原因 ご よる ご と を めい りょう に 示し て いる 。 雄 が ガ で 
も 大 体 同様 な 傾向 が あぁ る (第 3~6 RBM). 第 2 表 に こ 
の まう な 傾向 が 現われ な い の は , 群 の 階級 数 (自由 度 ) 
が あま り に 少な く 群 中 の 病 ガ 数 の ひん 度 が 1 ヵ所 に 集 ま 
りす ぎる か ら で あ る 。 ポア ソン 分 布 の 場合 に も 雌 ガ で は 


終わ - り に 健 が 3 ガ , 病 が 1 ガ を 加え て 6,710 が と し て 122 群 に 等 


異質 性 の 原因 が 主として 発 が の 始め と 終わ り に 起こ っ て 
WHETEREKMULTWS AIF 1a 2; 2 
し か る に 『 に 示す よう に 第 9 表 (7bS) を 除け ば 全く 
と の よう な 傾向 を 示さ な い ( 第 7~9 表 参 照 )。 こ の 原因 
VaR (第 10~16 表 参 照 ) に 示す よう に , 微粒 子 病 ガ 
は 早期 に 発 が す る か ら そ の り 病 率 は 発 が の 初め が 最も 多 
く , 発 ガ 期日 が 遅れ る に つれ て 次 第 に 低下 し , 発 が の 終 
わる こと ころ の も の が 最も 少な く な る か ら で あ る 。 し か る に 
1 所 立て の 発 ガ 数 は 初期 に と 少なく, 中 期 に 最多 に 達し , 
終期 に 最少 と な り , 大 体 正規 曲線 の よう な 型 を と る 。 し 
た が っ て 1 所 立て 口 の 平均 り 病 率 は 中 期 発 が の 病 ガ 数 に 
支配 され る 。 そ れ ゆ え 中 間 の 実測 値 の ひん 度 と 期待 値 と 
は 接近 し た も の と な る 。 し か る に 発 ガ 初期 の り 病 率 は 中 
期 の り 病 率 よ り 著 し く 高 く , 終期 の も の は 著しく 低い か 
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る が , WEN CHER LE 50% 以上 に な ら な いと な か な か 
起こ ら な い 。 こ の 原因 は 雌雄 の 活動 性 の 差 , 病 が の 微粒 
子 寄 生 程 度 お よび り 病 率 な る 因子 を 導入 する と か な り ま 


ら , こと に 発 ガ 期 目 の 両側 に お いて 実測 値 と 期待 値 が 著 
< 離れ る まう に な りこ れ が 三 項 分 布 や ポア ツン 分 布 
と の 違い の 主因 と な る の で ある 。 雄 が で は 平均 り 病 率 が 


18~19% (第 9 表 7 b'8 参照 ) 以 年 に な る と 同 倒 中 発 ガ 
の 場合 で る 馬 項 分 布 を な いい 場合 が と き と き 起 ココ り 始め 


く 解 析 で きる が , 詳細 は 後 報 に 譲 


第 10 表 上 ぞ く 期 旦 合 同 発 ガ が 期日 別 掃 立 て 口 の り 病 率 の 変 代 (1c) 


Do 


性 別 fe) 3 aS 
mmikonme | — | + % ae" % % 
E1085 ae 2 0 0/2 2 0 0/2 
| ミク 1 Gh also Ve 26 Oy) 0/6 ame 7 0 or 
| 4% 7% 4 CMa 0/4511 gee nN 15 0 |no715res 
Ta 7 8% 49 Te Ween 1 Oat) hem DAL i007 190 a~ OT 6 
. | ae 247 1 0 544 Ba) Gs 791 Wo 
4 ” 107% | 1315 Be 0.60 P0959 a1 7 3567 | 24 | 0.67 
“11% 2260 6 | 0.26 2133 y™"0.19 4393 | 10 | 0.23 
By 12” | 1370 | OER 705 2 | 0.3 2075 4 | 0.19 
2 13” 507 D | 0.0 97 O10. 604 0 jcolo 
A y YAY 53 0 | to: 18 on Ne OS 71 Pa jit 
” 154 11 0 aja. 8 0 | ofisre: 19 0 oi9 lo. 
” 16” 5 0 | of init 0 | o/1 6 0 | 0/6 
at 5822 | 18 | 0.31 5918 | 26 | 0.44 11740 | 44 | 0.373 
第 1 表 (la) の 備考 参照 . 
第 11 表 上 ぞ く 期 日 合同 発 が 期日 別 1 招 立 て 口 の 9 病 率 の 変化 (2c) 
性 別 2 3 2208S 
健 病 お よび り 病 率 | — + | % See ey ree = + % 
|. 95.148 | 1 Ore OL 1 0 0/1 
7 27 28 2° | 2/30 54 ae ho. ha 82 ot ib ce hs 
Tee 51 1 2. jes 323 49. typ ybo 374 ES 
2 130 2 1795 0 1985 | 12 | 0.60 
mi, % 5” || 1329-| 20 | 1.48 119°) 18 | 1.58 2448 | 38° | 1.53 
Pe 264 4 174 3. | 0:25 Bite 4 | 1/44) 1217 | “4 © Wigiss 
日 4 7% 331 | 00 lo 0 on } 338 oF {| 0:0 
4 BY 5 ES | | 3 Be ee 075 }0-0 
| at 3108 | 30 | 0.96 3342 | 31 | 0.92 6450 | 61 0.94 
第 1 表 (2a) の 備考 参照 . 
第 12 表 上 ぞ く 期 日 合同 発 ガ 期日 別 1 掃 立て 品 の り 病 率 の 変化 (3c) 
性 vill @ 8 ee oe 
健 病 お よび り 病 率 | 一 % = ‘A a, Z i 2 
9 月 4 日 1 0 0/1 9 0 
6 0/9 10 0 | 0/10 
ae ee 37 2 | 2/39 596 | 15 | 2.5 633 | 17 ue 
Y 6% 587° | 98 | 4.6. 1696 | 13 | 0.76 2283 | 41 1.76 
期 Gt 1946 17 0.86 64 1 De. 2010 18 0.89 
A 366 5B | 43 h 8 7 ey h 373 5 18 
y 9% 15 0 | o/isfi: 15 0 bie 
at 2952 | 52 1.73 [2372 | 29 | 1.21 | 5324 | 81 | 1.50 


第 2 表 (3a) の 備考 参照. 
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第 13 表 上 凸 ぞ く 期 日 合同 発 ガ 期日 別 1 掃 立て 口 の り 病 率 の 変化 (4c) 

性 別 g 3 oC) eae 
Memiskopge | - | + % Se te % ney he % 
| 10H 6A 4 0 0/4 | 7 0 or mG 0/11 
| EN EO NT EV | ap (aa'5 | 634 | 115 15.4 
la 8% 574 88 13.3 991 | 110 | 9.99 | 1565 | 198 11.23 

期 4” 9% | 1291 | 197 9.42 1091 92.0 |; 7.78 2312 | 219 8.65 
ica 4% 10% 475 22 4.4 138 8-|. 5.5}. 9| 613 30 4.7 
| EL 8 1 1/9 6 A | ae 2 2/16 
| I | 

| | | ] 
| | tt 2402 | 264 | 9.90 2747 | 300 9.85 5149 | 563 9.86 
| 第 3 表 (4a) の 備考 参照 . 
第 14 表 上 ぞ く 期 日 合同 発 ガ 期日 別 1 掃 立て 口 の 5 病 率 の 変化 (5 ce) 

性 3 | a a 
『 厩 病 お よび り 病 率 | — | + % ae FE % | ーー | + % 
| Sree. | Seo At 1/4 11 3 4g 7 14 4 4/18 
| 発 クタ 14% Ae <5 6 929 419.2 372 85 18.6 434 91 1733 
| | 4 15% 364 95 20.7 | 2103 | 434 17.11 2467 529 17.66 
14 | 7% 167 | 2033 | 328 13.89 2982 327 9.88 5015 655 11.55 
| 87 AT 8.16 776 62 7.4 2363 203 7.91 

WHY 18” 789 «59 7.0 215 16 6.9 1004 75 6.95 

BE | 22107 345 | 22 6.0 56 5 arti) S40) 27 6.3 
ee 207 7 [> 6 7.0 16.3 7 1 1/8 83 7 ) le = 

2 21/ ァ soy) 3 3/42 4 2 2/6 43 5 5/48 
計 5298 | 661 11.09 6526 | 936 12.53 |11824 | 1596 11.893 
| 
| 第 4 表 (5 a) の 備考 参照 

第 15 表 発 ガ 期日 別 1 掃 立て 口 の 5 病 率 の 変化 (6 c) 

性 別 9 3 / 9 
健 病 お よび り 病 率 | — + % - feel oe - - % 
] 9 月 4 日 pari RS 3/26 D7 deck OQ oh e271 297 | 105 26.1 
| 36 5” 443° | 146 | 84.8 2213. | 453 | 16.99 2656 | 599 18.40 

ガ ” 6% | 1848 | 345 15.73 627 | 111 15.0 2475 | 456 15.56 

期 ク 7 クィ 998 | 103 9.36 43 6 12) 1041 | 109 8.48 

4 8% 104 10 8.8 lo 9 21 6 6/27 [4. | 125 16 11.3 nn 
a 4 9% 7 2 ale a9 aie: 7 ORE a Me {adil 2 
V | } i I 
計 3423 | 609 15.10 3185 | 678 | 17.55 6608 1287 16.30 
| | I 
第 5 表 (6 a) の 備考 参照 . 
第 16 表 上 ぞ く 期 日 合同 発 が 期日 別 1 掃 立て 口 の 9 病 率 の 変化 (7 c) 

性 別 9 | 3 | Sa 
健 病 お よび り 病 率 | 一 + % - A aS - % 
| 10H 9A 6 0 0/6 hy ‘aeeee | 0 0/6 

発 4 104% 111 17" | 13-3)19 g | .288 poet Bay. fp! se) g99. Bp 279 16.5 

ガ Vata 156 48 |p aeeBie" so) 2510 751 | 23.03 2666 | 799 23.06 
期 ” 12% | 3383 | 1116 | 24.81 5576 | 1130 | 16.85 8959 | 2246 20.004 
4 13% | 3799 607 | 13.78 199 Abe ed Ret hr 7 3998 | 648 13.95 
sey 7 47 | 432 29 | 6.3 6 RM aa Bee an RES 6.8 

計 7881 | 1817 18.74 8585 | 1987 18.795 | 16466 | 3804 18.767 


第 6 表 (7a) の 備考 参照 . 
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以上 第 10~16 表 を 詳細 に 観察 する と , 雌雄 ガ と も に 
り 病 率 は 例外 な く 発 が の 初め か ら 終 お わり に 行く に し た が 
っ て 次 第 に 低下 し て いる 。 雌 ガ で る も 総数 400 が 未満 の 場 
合 に は 狂い を 生ずる こと も ある が , 一 般 的 に いう と その 
RF SBRVLHE TT KO WET DIES BV 7% 5 TRE CH VD A 
で ある 。 雄 が で も 全体 と し て は 発 が の 遅れ る に つれ て り 
病 率 は 低下 し て いる が , り 病 率 軽 微 な 場合 に は 発 ガ 進行 
過程 の 途中 に お いて ジグ ザ グ コ ー ス を と る 場合 が 起こ る 
と と が 観察 され る 。 第 1 表 (las) Sl HLTA A 
どじ て を ゃ ポア ソン 分 布 を じ た の は この 関係 る 一 原因 で は 
な か ろう か 。 


VW. 母 が の 検査 試料 抽出 法 


製品 の 品質 管理 の た め の 試 料 抽出 法 と し て 理論 的 に 最 
る 谷 理 的 で 経済 的 な る も の は Waip の 逐次 抜き 取り 検査 法 
(isc: 1950) で あり , 一 般 に 最も 広く 行なわ れ で いる 
の は 米国 ASTM 品質 管理 法 ( 目 本 科学 技術 連盟 , 1952) 
で ある 。 し か し これ ら の 方 法 が 適用 され る 場合 は いずれ 
も 皆 1 仕 急 り が 正規 分 布 か , Dae, ポア ソン 分 布 
RTSBAICPESNS. LPllwMetA(1iEWD) 
の だが ガ は 全く 違っ た 分 布 を な し ,- 発 ガ 期日 ご と に 異な る 二 
項 分 布 ( あ ら あるいは ポア ソン 分 布 ) を し た 数 分 布 の 集合 で あ 
る 。 な お ぉ 詳しく 述べ れ ば り 病 率 の 高い 分 布 か ら 低 い 分 布 
の 発 ガ 期日 順に 並ん だ 異な る 二 項 分 布 (ある い は ポア ソ 
ン ン 分布) を な じ た 数 個 の 有限 母 集団 の 集合 で ある 。 じ た 
が っ て 上 述 の 方 法 は 到底 適用 で き な い か ら 何 か 別 の 新 し 
い 検 査 法 を 案 出 し な けれ ば な ら な い 。 ご の た め に 私 は 病 
ガ の 早期 多発 と いう 特性 を 利用 し て 検査 の 合理 的 経済 化 
を 計る こと を 老 え た 。 な ん と な れ ば 初発 が か ら 検 査 所 要 
ガ 数 に 達する まで 抜き 取り 検査 を する こと な く 各 ガ 検 査 
(も ちろ ん 所 要 検 査 が 数 に 達し な い 内 に 多数 発 が す る 日 
が くれ ば 不足 分 は 抜き 取り 検査 を し な けれ ば な ら な い ) 
LT, その 結果 り 病 率 が 定め られ た 合格 すん 内 に は いれ 
LE ORBICEH Lich ORE RAT ZS UE < 
Op ILT ARAL AREF STCEBCHES DPS TCHS 
また 発 ガ 初 期 の り 病 率 は 必ず 平均 り 病 率 よ り 高 い が , 准 
蔵 浸 酸 種 や 越 年 種 で は 塩水 洗 な ど に よ ょ っ て 奏 種 を 均一 に 
よく 混合 する こと が で きる の で 病 が の 発 ガ 期日 別 低下 
率 が わか れ ば ある 程度 高く と る も 後 の 検 査 は 行なわ ちず に を 
の 描 立 て 口 全部 を 合格 させ る と こと が で きる か ら で あ る 。 
生 種 即時 浸 酸 種 で は 1 所 立て 百 が 発 ガ 期 目 別 の 数 仕切 り 
(数 所 立て 品 ) に 分 れる が , BMRA LES ODS BEER 
良 率 以下 な ら ば や ゃ や はり その 後に 発 が し た も の は 無 検 査 の 


で 


まま 合格 させ る こと が で きる 。 ま た り 病 率 の 低下 率 が わ 


BAR ADDERS & 
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か れ ば , この 場合 に も 前 者 と 同様 初発 が か ら 毎 目 の 検査 


結果 が 裕 度 不良 率 よ り 少 し 高い 日 に 達 す れ ば , MOAI 


は 低く な る こと が 推定 で きる の で , や は り そ の 翌月 か ら 
HERA OD EEA SES TEBCES. KETCOBYEIC 
VIA B SDB O BISSETT AUST BL 0 

し か し 検査 法 に が の この 特性 を 利用 する に は いく た の 


bth LTE MECH SOC, 完成 に は な お 数 年 を 要 


する 見 込み な で あぁ ある 。 そ れ ゆ え 親 定 的 に 現 法 和 を 少し く 改 諾 
SE ES UPUS UN 
いく ら す ぐれ た 検査 法 を 設定 し た と し て る 試料 の 抽 虎 法 
と 検査 法 が 合理 的 に 行なわ れ な けれ ば 全く 検査 は 無 価 俺 
と な る か ら , ここ に は まず 試料 の 抽出 法 に つい て 詳 巡 L 
た Eo 

1. 即時 浸 酸 種 製造 の 場合 

こと の 場合 に は 産卵 後 奏 種 の 発育 を 休止 させ る こと な さく 
連続 斉一 に た 発 ぎ き させ る よう 産卵 翌日 浸 酸 操作 を 行なう か 
ら , 産 卵 ご と に 礁 種 は 別々 の 1 所 立て 口 と な る 。 そ れ ゆ 有 
母 が の 微 粒子 病 検査 も 産卵 ご と に 毎 目 独立 な 1 fa CA 
(LEDO)VELTRYURbDEUAIEE SEW. LSI 
前 述 の よう に 1 所 立て 口 の 同一 日 に 発 が し た 母 が は い ず 
れる も 皆 二 項 分 布 (ちあ るい は ポア ソン ジン 分布 ) を な し じ し ま だ 
各 産 卵 台 紙 の 母 が 数 は 奏 種 製造 業者 に より 200 FED 
400 が と か いう よう に 一 定 し て いる か ら 。, 各 礁 卵 人 台紙 の が 
か ら は 試料 と し て 同数 の ガ を 抜き 取れ ば よい 。 また 最後 
の 春 卵 台紙 の 母 が 数 が は し た の 数 の と き は , その 全紙 が 
ら は 他 の 全紙 の 母 が の 試料 抜き 取り 比率 と 同一 比率 で に な 
る よう 試料 を 抜き 取れ ば ょ よい 。 そ を し て 各 産 卵 台 紙 か ら 試 
料 を 抜き 取る 人 箇所 (単位 ) の 数 は 調査 単位 (抜き 取り 単位 ) 
の 総数 が 50 個 以 上 に な る よう 各 産 卵 人 台紙 か ら 抜 き 取 る 
必要 が ある 。 こ れ は 標本 内 で その 属性 を も つ 調 査 草 位 の 
個数 が 50. 以 上 な ら ば , その 総数 お よび その 全体 に 対 
る 割 谷 の 推定 の 変動 係数 は 大 体 15% 以下 (斎藤 ・ 浅 井 ) 
1951) と な る こと は 統計 学者 の 教 そ る と ころ で ある か ら 
CHS. 同一 目 発 が の も の は 三 項 分 布 を する か ら ど いっ 
て た と えば 1 産卵 台紙 の 母 が が 200 が の 場合 200 が を 調 
査 単 位 と し て 所 要 試 料 の 数 量 を 抜き 取る こと は 絶対 に じ 


て は な ら な い 。 生物 特に 伝染 病 の 病原 体 は 無生物 と 赴 い 
伝染 に よっ て 激しく 邊 殖 する か ら 他 の 場合 より は る か に 
検査 を 厳重 に し な けれ ば な ら な いか ら で あ る 。 な お 詳し 


くい えば 同一 目 発 が の 病 が は 特定 の 分 布 を な す 以 上 次 合 


紙 の り 病 率 に は 相当 の 変動 が 起こ る か ら こ れ を る 老 慮 す 
る 必要 が ある か ら 各 台紙 の 母 が か ら 試 料 を 抜き 取る 必要 
が 起こ る の で ある 。 更 に また 1 産卵 台紙 の 母 が で も し ば 
し ば 病 が が 一 方 に 偏 し た り 1 カ所 に 集中 し た りす る 場合 
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第 17 表 1 単位 (5 が )- 中 の 病 ガ 数 の 分 布 
| 単位 番号 | 1 単位 中 の 病 ガ 数 を 調べ た 番号 順に 上 段 下段 半数 ずつ に 並べ る | 小 計 | 総 計 | 総数 
|. 01400000 8010400000000 i | 
pet ee 2 200000000000020010 a ia ch es 
} 
[ i OOO 0 900 0.0 00.0 00 0.1 1 
| SB eee 8 。 a 
| 2 ' og 2 
SS PE oe doe toe Oo’ | GR RAC 5.1%) | i 5 | 107 
12% (3c) SM, 8A 22 日 上 ぞ く , 9 月 6 日 発 が ?, た だ し 8 月 21 日 上 ぞ く お よび 予知 検査 用 が を 


除く . 第 3 台紙 最終 単位 は 2 が. 
| . 
| 


#18 表 1 単位 (200 7) 中 の 病 ガ 数 () 


[Aas | oe ake YB) 10 | at 


St 

Seas | O02 213241 3 0 | 17 
J tae: 200 7, た だ し No.10 は 163 #45) 
| Wess 0.87%. 


| 第 12 表 (3c) 8 月 22 日 上 ぞ く , 9 月 7 日 発 ガ が , 
や よび 人 第 18 表 は と も に 一 見 選 て 等 置 な る 
と と が わか る か ら 検 定 は し な い . 

ド 起 こる か ら , 1 台紙 か ら ゃ も 無 作 為 に 数 ヵ所 か ら 試 料 を 
層 き 取る 必要 が 起こ る の で ある 。 上 に 2 例 を 示し て お 
義平 均 り 病 率 が 3~4% 以上 に な る と と きど き 病 が ガ が 
所 に か た まっ て 現われ る こと と が あり , と の 傾向 は り 
3 率 が 高まる ほど 多く な る こと と も 留意 され な けれ ば な ら 
い 。 そ し て 実際 の 試料 抽出 法 と し て は 生 が で あれ ば 人 台 
氏 の 数 量 に 応じ て 抽出 単位 の 総数 が 50 以上 に な る よう 
LH 所 か ら 川 の よう に 引き 抜け ば よい 。 

2. 冷蔵 浸 酸 種 お よび 越 年 種 の 場合 

所 の 場合 に は 1 所 立て 口 の 礁 種 は 全部 合同 し , 塩水 洗 

ド と に よっ て よく 混合 し て 一 商品 と され る の で ある か 
>», その 品質 の 良和 否 も 1 エ 仕 切り と し て 検定 され な けれ ば 

ら な い 。 し か る に 前 述 の よう に 1 掃 立 て 口 の 母 が の 徴 
隊 子 病 の り 病 率 は 発 ガ 期日 順に 次 第 に 低下 する 異な る 母 
き 団 の 集合 で ある か ら , 試料 の 任意 抽出 法 を 適用 する こ 
は は な は だ 不 谷 理 で ある 。 人 合理 的 に 試料 を 抽出 する に 
セン サス 調査 の 場合 の ょ よ に , 比例 抽出 法 を 適用 する の 
SH KWo な お 詳し く 言 えば 層 化 比例 抽出 法 で な け 
りり ば ば ならない 。 す な ね わ や ち 各 層 内 は 等 質 で 層間 が 異質 な よ 

i 遍 評 さき され な けれ ば な ら な い 。 ぁ これ が 成功 する ほど 試 
[の 抽出 は 合理 的 に 行なわ れる の で ある 。 任意 抽出 法 よ 
比例 抽出 法 の ほう が 有効 な こと を 数 式 で 示せ ば 次 の よ 
Ite Bo 

無 層 化 任意 抽出 の 場合 の 推定 の 分 散 を Vr(Fr') と お く 


Gs 
oz 
Ves Lye (f=—: 抽出 率 ) 


また 比例 抽 4 ene (重み つき ) を 

する と , 
iE . y, 

VE) = atmo (Ns ESE o HhHH tee 
a [Ni 7 層 内 の 抽出 単位 総数 
、: 母 集団 の 層 の 総数 
| N; 

lw Pi 4 層 の 相対 的 大 き 
し か る 時 は 


rE aus Vr (Er) 
a ls Vey 
%)2 


Gite - 


SP Gi- 


=14¢ 浅井 1951) 


上 式 の 右辺 は 負 に は な ら な いか ら 比 例 抽 出 法 の ほう が 
精度 が 高い こと と な る 。 窒 種 の 1 所 立て 口 に 対し て は 各 
発 ガ 期日 が 各層 に 相 等 し く , 1 産卵 台紙 の 母 が が 抽出 単 
位 に 相当 する が , BARAT CHeHM MALL eT, 
と これ を 更に 副 次 層 と 考え て その 内 か ら 数 個 の 小 単位 を 抽 
出す べき で ある 。・ これ は 各層 ( 各 発 ガ 日 ) の が が 等 質 で 
ある と いっ て も, 一 定 の 分 布 を な す 以 上 第 17 表 お よび 
第 18 表 に 示す よう に 病 ガ 数 に 相当 の 変異 が ある か ら , 
伝染 繁殖 の 激しい ,, し た が っ て 非常 に 厳格 を 要する 病原 
体 検査 に は は な は だ 必要 な こと で ある 。 また 各 産 卵 台 紙 
i Gabi itd: 
ゆえ 1 所 立て 口中 の 各 台 紙 中 に 現われ る 病 ガ 数 の 分 散 ! 
その 病 ガ 数 を 用 いて Hike se cnetieiiiss 4 
i 属性 を 持つ 場合 の pq 法 よ り い っ そう 合理 的 に 算出 す 

CEPMCXS(AA, 1959). そら て で て 無 層 化 任意 抽出 法 


ed は まず 各 発 ガ 期 日 の 8:? を 求め , これ 
を go: の よう に 取り 扱え ば 上述 と 同一 関係 が 求め られ 
So た だ し が に は し た の 数 が 出 た 場合 翌日 発 が し た ガ 
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定数 と な る よう 加え る と その 人 台紙 の 病 が の 分 布 は 不 均一 
と な る が , 私 は すでに が ガ を 数 秒 で 容易 に 均一 に 混合 する 
と と が で きる 混和 器 を 試作 し て ある か ら , これ 用 利用 す 
れ ば 全紙 の 母 が を は し た の 数 に し て お く 必 要 は な い 。 

と に か さく 以 上 の 説明 で 1 掃 立 て 百 の 検査 所 要 試 料 を 抜 
き 取 る と き , た だ 所 要 試 料 数 だ け 抽 出す れ ば よい と いう 
老 区 は 非常 休ま ちら が っ た 考え で ある ご と が 容易 に 了解 さ 
れる と 思う 。 ま た 各 産 印 台 紙 か ら 試 料 を 抜き 取る に し て 
も , 非常 に 余分 の 試料 を 抜き 取っ て 一 カ所 に 集め , 検査 
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は か えっ て 検査 を 正確 に する と こと と な る か る も る しれ な い の 
で ある 。 冷蔵 浸 酸 種 や 越 年 種 で は 母 が 検査 条件 を 非常 記 
緩和 で きる と いう と と は , 低温 に 長く 接する と と と 強 褒 
酸 で 処理 され る こと の た め , 卵 の 病原 体 が 著 減 (詳細 後 
報 ) する か ら で あ る 。 こ れ に 反し 即時 浸 酸 種 で は 病原 

が 死な な いた め 伝 染 築 殖 に 格段 の 差 を 生じ る 。 念 の 39 
1 例 を あげ て お く 。 昭和 34 HPWH 115 Sx A 1208 
20,000 頭 ( 掃 立 て ぎ 量 9.11 g ) に 即時 浸 酸 に よる 生 種 の 
病 ぎ 10 頭 を 混入 し て 掃 立 て た と と ろ る , CORA KEE 


する 際 そ の 中 か ら 所 要 試 料 数 を 抜き 取る 方 法 も 非常 に 悪 
いで 方法 で ある か ら , ぜひ 改め て 各 合 紙 か ら 所 要 ガ 数 だ け 
を 抜き取ら な けれ ば な ら な い 。 な ん と な れ ば 非常 に 多数 
の 軸 質 の 試料 を 合同 する と , 1 所 立て 百 の 平均 不良 率 を 
代表 する に た る 所 要 試 料 数 を 抜き 取る こと が 非常 に 困難 
と な る か ら で あ る 。 更 に また 各 産 卵 人 台紙 の 試料 な その 合 
紙 と 番号 を 合わ せ て 各 試 料 を 別々 に 保存 し , 鏡 検 結果 現 
われ た 病 ガ 数 を その 人 台紙 番号 に 合わ せ て 記入 する と と が 
必要 で ある 。 か くす れ ば か り に 従来 の 方 法 で 1 掃 立 て ロロ 
全部 を 不 合格 と し な けれ ば な ら な い 場 合 で も , その うち 
か ら 特 に 病 ガ 数 の 多い 台紙 の 奏 種 を 捨て て 残り の 大 部 分 
を 合格 させ る 数 式 を 案 出 し て ある か ら で あ る 。 CORR 
は すでに 11 年 も 前 に 考案 し て お いた の で ある が , 試料 
抽出 の 現状 に か ん が みい まだ に 発表 を 差し 控え て いる の 
CHSo 

現行 法 は 戦時 時 代 の 非常 時 に 対応 する た め に 作っ た る 
の で ある か ら 非 常に 厳重 に 作ら れ て いる 。 そ れ を 今日 も 
な お 繧 和 し な い の は 監督 者 も 当 業者 も 近代 統計 学 の 認識 
が 不足 じ て い る た めで 法規 が と れ ほ ど ま で に 厳重 に 作 
られ て いる に も か か わら ず , 微粒 子 病 の 被害 清 増 の 兆 あ 
り と 心配 され て いる こと と は , いか に 試料 の 抽出 法 と 母 ガ 
検査 法 に 欠陥 が 多い か を 示す も の に 外 な ら な い 。 る も し こと 
の 両者 が 合理 的 に 行なわ れる な ら , 冷蔵 浸 酸 種 や 越 年 種 
に 対し て は 検査 が 数 は あま り に る ゃ 多 過 ぎる 。 多 過ぎ る と 
いう こと は 遥 用 が むだ に な る ば か り で な くく 相良 員 が あま 
うに 多く 不 合格 と な りす ぎる か ら で あ る 。 ま た わが 国母 
ガ 検 査 の 現状 で は 検査 が 数 を 多く する こと と は 必ず し る 検 
査 を 感 重 に する と と は な ら な い 。 ACER ET RIOR 
BO, 母 が 検査 の 熟練 者 で も 1 時間 60 が , 1 日 8 時 
間 労 働 と し て 1 日 の 検査 工程 500 He UR SLO 
記 が 落ち る こと を 実例 を も っ て 示し た が , BREO AR 
が 安い こと と , 仕事 が 季節 的 で 年 間 を 通じ て 行なわ れ な 
"ため 就 練 者 を 確保 する とこ と が で き な い こと こと の 2 っ の 
EAVFO?D, 1 目 に 700 が る 800 4 BRET S EL 
造 者 も ある か ら で あ る 。 を れ ゆ え 検 査 が 数 を 減ら す と と 


合計 15,496 頭 と な り , MAAS L Cie Ce 
が , そ の り 病 率 は 69.37% Liao CHIMP ORI 
対す る 微粒 子 病 の 増加 率 を も っ て 示せ ば 実に 10750/10 
=1075 倍 と な っ た の で ある 。 冷蔵 浸 酸 種 や 越 年 種 で 斉 
いか に 多く 繁殖 し て も 病 ガ の 病 ぎ に 対す る 倍率 は 20 Hp 
倍 な いし 100 倍 未満 で まだ 一 度 も 100 佑 を こえ だ ご 
が な い (第 14 表 と 第 5 表 の 備考 お よび 第 15 表 と 第 6 雪 
の 備考 参照 )。 そ れ ゆ え ぇ 即時 浸 酸 の 場合 と は 容易 に 現行 呈 
ガ 検 査 条件 を 繧 和 す る こと は で き な い が , BRM 
越 年 種 の 母 ガ 検 査 法 は 大 い に 緩 和 し な けれ ば な ら な vil 
即時 浸 酸 種 で も 前 述 の よう に 母 が の り 病 率 は 発 ガ 期日 @ 
遅れ る ほど 低下 (後日 更に 詳報 の 予定 ) す る か らら 現行 深 
(CLD BORE LAB OLE CH 7B, ZAP 
RICE LED OLA MURAD EEARSETCHLYE 
さしつかえ な い 。 わが 国 の 微粒 子 病 は まだ 非常 に 少 7 
い の で ある か ら , と これ だ け で も 究 種 製造 期 が 集 証 己 4 
た が っ て て いね いな 鏡 検 が 最も 困難 な 現状 に 対し 相当 
い 緩 和 策 と な る で ある ろう 。 i 

TE SAFES EAE AAR IC IS CHAT Le 6D 
で , RIA, 鏡 検 その 他 は すべ て 広瀬 安 春 ) FR AL, 李 
沢 ヨ ウッ の 3 RAY Riel to CU CIAL ROBE 
する 。 


We fi = 


1) LHANL TA ORO THEO 0 HARMEMEL % HEH 
AOE SIC LED > CRBICIE FAS, | 
2) LBs T 1 掃 立 て 口 の 病 ガ の 分 布 は 多く の 場 き 
三 項 分 布 も る ポア ソン 分 布 も し たい 

3) 同一 発 ガ が 期日 の 微粒 子 病 ガ は 三 項 分 布 を する 8 
4) それ ゆえ , LHI CORE MAIC DRO 
FCM ISS ROIIADA (ERIART YL) eSB 
"ARRAS OMPINNIC IAEA BER CH So 
5) 以上 の 理由 に より , WR OMEBORTD 
検定 に は Warp OAKEY AILS ASTM BB 
管理 法 は 適用 で き な い 。 


1960 年 12 月 大 島 : 
6) EOE NIE ABER br Eu 
LIEV. 

7) 即時 浸 酸 種 の 母 ガ が 検査 は 鏡 検 し た 試料 が 全 ガ 無病 
PE SUS DRICTIEN LEW DRM MAO E ¥ 
ド 谷 格 さ せ て よい 。 
(Mic: 第 2 報 と し て は “が ガ の 混和 器 に つい て ”, その 
ド に は 暫定 的 に “現行 母 が 検査 法 の 改良 ” を 発表 し , と 
し が 終わ っ た ら 私 の 主 目 的 で ある 病 ガ 早期 多発 の 特性 を 
軸 和 し た 新しい が ガ の 微粒 子 病 検査 法 の 設定 に 対す る 必要 
ト 人 研究 事 項 を 逐次 発表 する 予定 で ある 。 

| し か し 繰り 返し て いう が , 検査 試料 抽出 法 だ け を 合理 
[に じ し た と て ガ が ガ の 鏡 検 が 正しく 行なわ れ な けれ ば 役に立た 
Vo 母 が の 荷 砕 液 は 生 が なら 水 か 0.5% DED UK 
5 へ ~2m/, HORAK S 2% HEA VM 2ml と 定め ら 
で て いる に も か か わら ず , 鏡 検 実務 者 の 現状 を 見 る と 
mm ん も は いっ て いる か どう か くら い の こ と と が OAK 
| る よう で ある 。 あ れ で は 組織 も ろく に 溶かさ れず , = 
トド り 物 が 多く て と て も よく 鏡 検 で き な い 。 見 に くい た め 
務 者 は 可 検 液 層 を 薄く し て 見 よく する 目的 で デッキ の 
上 か ら ガ ー ギ ゼ で 押し て 液 を 吸い 取っ て 鏡 検 し て いる が , 
うす る と 胞子 は 液 と と も に デッキ の は し に 流れ 去る 危 


y 1. The percentage of diseased moths of silk- 


orms in a lot diminishes gradually as the 
a te of eclosion retards. 


|2. Accordingly, its distribution does not show 


= distribution or Poisson distribution, in 
lany cases. 
3. The diseased moths of a lot, eclosed on the 


ame day, show binomial distribution, regardless 
| the date of eclosion. 

| 4. Such being the case, a lot is the population 
assembly of worms, ranged with the diminis- 
ng percentage of pébrine in accordance with 
eladed date of eclosion, holding the binomial 


stribution in each day. 
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険 が 多く , また 1 視野 の 胞子 の 数 量 も へ っ て し まう 。 ま 
ざり 物 の 多い 場合 に は 胞子 は ま ざ り 物 に せき 止め られ る 
機会 も 多い が , ま ざ り 物 が 余り 多い と それ に じゃ まさ れ 
て 見 落と し が 多く な る で あろ う 。 ま た こと れ は ま ざ り 物 ? 
NR ERIE, ER 
いな 場合 デッキ の 上 か ら 押 し て 液 を 吸い 取っ て し まう 
と 胞子 は 光線 の 曲折 率 が うす く な り , 普通 の 胞子 と は 全 
く 違 っ た 様相 を 呈す る よう に な る こと も 留意 し な けれ ば 
な ら な い es 

いずれ に し て も が ガ の 検査 の 合理 的 経済 化 を 
ず 奪 種 製 造 当 業者 に 対す る 十分 な 指導 が 大 切 で ある が , 
現状 に お いて これ が 可能 で あろ うか , 私 は 不安 
い 。 


計 2 る に は 


ER 


BA 
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Summary 


Investigation on the Distribution of the Moth of Silkworm (Bombyx mori L.), 
Suffering from Pébrine in a Lot and Its Sampling Method 


By Kaku OnsuHima 
59—5, Kinutamachi, Setagaya-ku, Tokyo 


5. For this reason, both, the sequential sam- 
pling inspection method devised by Wap and the 
method, ASTM Quality Control of Materials, can- 
not be used for the sampling inspection of mother 
moths of eggs, acid treated after chilled, and of 
eggs, hibernating. 

6. The sampling of the silkworm mother moth 
must be the proportionate sampling. 

7. In the case of common acid treated eggs, 
when all samples become free from pébrine after 
daily sampling inspection, the whole eggs of a 
lot laid afterwards can be passed safely without 


inspection. 


Adrenal Hypertrophy Evoked by both Increased Social Pressure 


and Reproductive Activity in Rat Populations 


By Ryo TANAKA 
Zoological Labaratory, Kochi Women’s University, Kochi, Kochi Pref. 


INTRODUCTION 


Since CHRIsTIAN (1950) took up ‘ stress’ as 
‘an essential agent responsible for popu- 
lation crashes in cyclic mammals, a con- 
siderable literature in pursuit of the rela- 
tion between the levels of population den- 
sity and adrenal weight has appeared 
among the ecologists working with small 
rodents. Afterwards his theory (1957a) 
has developed into the concept that socio- 
psychological factors may regulate and 
limit the growth of population through 
the production of stress which is intensi- 
fied density-dependently. He thinks that 
this is supported by a number of recent 
experiments in both field and laboratory. 
Further, the continued decline and pro- 
longed depressed state in populations after 
crashes has proved referable to the adverse 
effects of stress, from which the over- 
crowded population suffered, upon off- 
springs of several generations. 

Nevertheless, even lately, some workers 
(SoUTHWICK, 1955; Prrezxa, 1957) seldom 
seem to attach importance to stress in 
mechanisms of population dynamics about 
small mammals. Aside fromthe role of 
stress in the crash, the postulation (Curis- 


TIAN, 1957a) seems problematic that stress 
deteriolates fecundity in some proportion 
to increasing density. If it were right, 
we would be unable to account for such 
an amazing rapidity of propagation in the 
upswing stage of outbreak as FRanxK (1957) 
pointed out in the vole. 

I have gathered data of adrenal weights 
from Japanese rats and voles, through 
which I come to feel doubt that the stress 
ultimately works density-dependently in 
any stages of the population growth. My 
data show that the reproductive activity 
never decreases in our rat populations, 
supposed to be depressed far below the 
asymptote by artificial controls, despite 
the fact that the social pressure, indicated 
by the level of adrenal weight, is clearly 
different among populations. Here, evi 
dence for the claim will be put forward by 
means of the data of commensal rats. ] 
am grateful to Dr. K. TAKEwAKI, University 
of Tokyo, for his advice and to Miss § 
Matsuzaki of our laboratory for her assis 
tance. 


RAT POPULATIONS AVAILABLE FOR 
STUDY 


The materials consist of poisoned corpses 
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A map of southwest part of Shikoku 


Localities of the treated populations are denoted by solid dots, and the rat-outbreak 
region of Uwajima by dotted areas. 
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picked up or catches trapped within a few 
days from seven populations (Table 1) at 
over-all control campaigns done in six 
localities (Fig. 1), exclusive of Mama where 
snap-trapping was executed for half a year 
‘with the purpose of a crude census. 

The populations of Kujima, Yusu, Shi- 
taba and Suge are distributed within the 
coastal region of Uwajima, Ehime Prefec- 
‘ture, the northern portion of which had 
been infested with outbreaking populations 
lof the brown rat during the time 1949 
to 1956 or so, without being followed 
\by any drastic collapse (Tanaka, 1957, 
1958). In general, this region is every- 
where provided with an ecosystem 
lsuitable for rat infestation. Shitaba, 
however, has been immune from 
outbreak irrespective of being sur- 
‘rounded by heavily infested areas, and 
|\Suge and its neighborhood experi- 
enced no outbreak until last August 
(1959). 

| These populations are supposed not 
‘to be stationary ones (Davis, 1951) at 
‘asymptote of the outbreaking growth, 
but rather increasing ones under pres- 
‘sure of previously conducted con- 
itrolling works; so is the case with 
other three populations in Kochi 
Préfecture. 

_ In accordance with a great envi- 
‘ronmental capacity, the brown-rat 
populations of Mama were densely 
aggregated in a small isolated piggery 
area (20x15m) in asuburb of Kochi 
City. Kawakita population was form- 
ed of brown rats and roof rats in 
a similar proportion; this rural area, 


Adrenal weight (mg-log) 


Adrenal weight (mg-log) 
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Fig. 2. 
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within a week. According to the crite- 
rion of breeding condition noted below, 
all the rats were divided into six in 
females and three categories in males. 
Numerals heading these items correspond 
with those of the marks for adrenal 
weights in Figs. 2 and 3 respectively. 


For females 


1: Vagina closed, uterus and ovary 


undeveloped Immature rats (Juvenile) 


Adrenal weight (mg-log) 


200 
Body weight (g) 
Regression graph of paired adrenal weights 
on body weights in female brown rats 


250 300 


A: Kawakita, B: Mama 1959, C: Suge; refer to 
the text as to numbered marks (in B, records for 
placental scars are omitted). 
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Adrenal weight (mg-log) 


10km sq., is seen to have been in- に Se 
fested with a common level of rat A Os 50 
density. [& x 7 
LEVELS OF ADRENAL WEIGHT | 4 2 20 
AND BREEDING ACTIVITY ee 50 100 150200250 G00 3 
The animals were autopsied to Body weight (g) 
Fig. 3. Regression graph of paired adrenal weights 


determine their breeding condition, 
and paired adrenals, removed from 
them, were preserved in 5% formalin 
and weighed, after cleared of fats, 


on body weights in roof rats (E: Kawakita) and 
Brown rats (F: Suge, G: Kawakita) 

Circles for females, triangles for males; refer to 
the text as to numbered marks. 


寺 

8 
< 
v¥ 
iS 
SS 


Japanese Journal of Applied Entomology and Zoology 


228 


"JXO} OY} 0} JOJOI [SONA pA129II09 sy ‘STOUT TEIONPY %G6xx “OSP-OOS :III ‘66Z~00% :II ‘66T-GIT :I (3)93Uer yyS19M Apogs 


(8°II~8°2) 8°6 


(xx6° TI~1L'6) §°OT 


9ZIS 


(EZI~E' LD) 86 oq UOT Aypunsey 
(9¢~I1) 02 (ce~6) 81 (4x99~L8) 29 ples Fee ee 
€8°LFL‘9g sojewoy jueusoitd-u0oN yystom Apog 
(aceeSh'9FL°69) P'SFZ'68 SeIeUF JuvUBoIg Z00L tod qyBjom 
gal ig $9 09I ZrI z6 [ZIT LOL 89 ZBI ZEl €8 SBI OST FS ZT LET 86 renqoy ie ae 
9 12 £91 go Tee ge zg 162 PFI 9S 092 2SI lege Plz 8 S88 18% 9 jyZIom Kpoq Ue 
9 Cs sye1 JO IequinN 
Bie ey Se I ER Inia Wet ae Te) | TD wl at it 4o8uel WyZIEM Apo 
Sn 4 ated oy Ie 4 i ayewoy x98 - 
(gs6T ‘wer) (6s61 4In[ ‘eunf) (gg6T “3deg ‘&Inf) (912q) 
euilny eueIN eue せ el A1ITe920 丁 : 
0°01 (6° 1I~9°8) 2°01 (re~t:s) 1's | | Geb 6~0°9) 272 ns ese Ripaisey 
(9g~9) FI (LE~ST) Pe (ee~91) £2 (exPS~T2) SE eae | oe 
16°0F9'Ip Sopeutoy queUSosd-UON (444€0°SFS GP) IL’ 1FL IP sopeuroy queuserg pe eae Hebe 
g9 Go ke oot 9 |6z 99 bp ‘ert lzot lez [es joo lus ge ko po G9 les lep gz ILS jenjoy ee LS 
ore ez Est | sez grt Ive eve 9ST Ize pe Bot zee oz Gr Sze ere BST O28 ere 9ST ne get qyBlom Apoq ues 
iG oo 6 lez ot lo lee loc C9 L in v1 sjer Jo JoquinN 
Fogr tds) 1 eee Papers eT ery) a lr te eligi) Bt «93Uer 1YZIom Apog 


ae sieuws I 


9IeMN oyewey 


ote 


ieuws yy sey o[euloy XOS 
(6S61 “99d) (0961 YoIeN) (8S6I 120) (S61 ‘uef) (932q) gq 
VULYUMLY 93ng nsn eqellyS AyypeooT 
9Inss9Id [eIo0s Jo [aA9l (q) Wowwos pue (VY) YY YIM suoTjepndod je1-uMOIq 9} Ul 
Ayipunsey o[ewoyz pue (3) 1Y3I9m Apod 1INpe Jo sessed 9o1Y} UI (SUI) 1YSIOM JeUoIpe pated Jo saseIoAY "I IqEL 


December, 1960 Adrenal Hypertrophy in Rat Populations 229 
2: No placental scars ) Breeding 20 
3: Provided with pl. scars/inactive «++ | M ~ => 
4: No pl. scars | ee \ sari き 8 
; (Ovary developed, | to | % 
5: With pl. scars) with corpus luteum) | adult | 3 
6: In visible Dregnancy neers J ーー me 
For males る る 
1: Testis abdominal...… Immature rats (Juvenile) Bd © 
2: Scrotum developed, but tes- BS | = = 
tis back to abdominal and SAN dl Mature & 8 
rather atrophic BOK Oe lel aa 3 is 
(3: Testis descended and more or less | (Adult) a = 
| developed. Breeding active eee pel = 0 
Regrssion graphs of paired adrenal Body St ) 
weights (mg, logarithmic denotement) on Fig. 4. Regression lines of mean adrenal 
,\body weights (g) of some populations are weight on mean body weight in three 


shown in Figs. 2 and 3, plotted circles or 
\triangles being attended by indications of 
jindividual breeding status. From the 
graph and Fig. 4, it is outright seen that 
females, in general, surpass males in ad- 
renal levels, the difference being more 
‘obvious in adult than in juvenile rats, 
sas is shown in Baltimore’s rats and corn- 
lIrick mice (CHRISTIAN & Davis, 1955; Sourn- 
jwick, 1958), and that the adrenal level 
‘tends to be raised more sharply in females 
lthan in males at puberty. The broken 
lines standing at a weight of 115g, which 
jwas taken as being that of a female re- 
»productive age by LersLig et al.(1952),seem also 
jin our data to be appropriate for expres- 
lsion of the onset of estrus in both sexes 
tof brown rats; the same kind of line will 
be allowed to stand at 90g, marked by a 
fsagitta, in roof rats (Fig. 3). 

Viewed from the extent of the mainte- 
mance of placental scars, brown rats are 
inferred to have effaced them in unexpec- 
tedly short time after birth, for the la- 
‘boratory rat is reported (Davis & EMLEN, 
1948) to remain scars for at least a year, 
lwhile roof rats are seen to have kept 
‘them rather longer. 

The adult rats of 115g or more body 
ee being classified into three weight 
7 


i 


anges, mean adrenal weights in each 
range are plotted on averages of body 
jweight (Table 1, Fig. 4). From the levels 
bf adrenal weights in Fig. 4, these popu- 
‘lations can be grossly divided into two 
groups with high and low (common) level 


. weight ranges of adult Brown rats 
1: Kujima, 2: Mama 1958 3: Mama 1959, 
4: Suge, 5: Kawakita, 6: Yusu, 7: Shitaba. 


of: adrenal activity and correspondingly 
different levels of social pressure following 
CurisTian’s theory (1957). The high group 
(A) consists of Mama and Kujima popu- 
lations and the low (B) of Shitaba, Yusu, 
Suge and Kawakita; the low level is as- 
sumed as a common one, for it includes 
populations of a density which we used to 
encounter at ordinary times in rural areas 
elsewhere. 

The high level of social pressure in 
Mama populations is compatible with the 
feature of their ecosystem,but it is not fully 
interpretable that Kujima population is 
distinctly predominant over that of Yusu 
because both are thought to have been in 
a similar situation as regards population 
status and amount of rat-damage. 

The superiority of males over females 
in the degree of response of adrenal ac- 
tivity to a change of density level (Curis- 
TIAN, 1957; CHRISTIAN & Davis, 1955) is in- 
duced also from this figure, indicative of 
a much wider discrepancy between regres- 
sion lines of high and low levels in males 
than in females even if the over-all aver- 
age level in females is plainly higher than 
that in males. If the adrenal hypertrophy 
is caused only by sociopsychological pres- 
sure under the condition without other 
stessful stimuli, males endowed with more 
fighting and aggressive character, ought 
to keep higher adrenal levels than do fe- 
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males, though CurisTian (1957) says that 
a fighting is not always necessary to en- 
hance adrenal activity, whereas reverse 
is the case with the reality. Fighting and/ 
or interference, however, seem to be im- 
portant factors in close relation to social 
pressure, for it is widely known that a 
dominant rat in social rank has a lesser 
adrenal weight than do subordinate rats; 
the more intense response in part of males 
to a density shift is another evidence for 
the supposition. 

The term reproductivity in the strict 
sense should refer to the rate of produc- 
tion of viable mature ova or sperm, but it 
usually refers to the potency associated 
with birth or the rate of young recruits 
for the population (Davis, 1953), fecun- 
dity and fertility being synomymous with 
it unless any definition is given (CHRISTIAN, 
1957b). Reproductivity is opposite to mor- 
tality, and multiplication or propagation 
is the result of interaction of the two 
agents, movements being neglected (Davis, 
1953). In practice, the fecundity in female 
rats can be most adequately indicated by 
the prevalence of corpus luteum, and the 
pregnancy rate is more adequate than 
litter sizes or birth rates which are largely 
dependent upon the intra-uterine mor- 
tality. In this paper, reproductivity and 
fecundity are used as the same terms in 
the strict sense, but visible pregnancy 
rates and litter sizes are conveniently 
adopted for measure of fecundity levels. 

In the visible pregnancy rate (Table 1), 
no significant difference is shown among 
B populations with a common level of 
social pressure no mater what season they 
were treated at, these values being in the 
range of world-wide averages (Davis, 1953), 
and yet the Mama (1958) population is 
clearly higher not only than the rest two 
of A group with high level of social pres- 
sure but than two populations of B; then, 
taken altogether, B is never ahead of but 
comparable to A. As for litter size, no 
difference is seen between any populations. 
After all, we can postutate that, so far 
as these data are concerned, the fecundity 
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level is invariable with different levels of 
social pressure. 

We are aware of a striking superiority 
of pregnant rats over non-pregnant in 
adrenal weight of the brown-rat population 
of Kawakita (Fig. 2, A), but such is scar- 
cely the case with other populations (Fig. 
2, B, C; Rige3)E). Thus; means adrenae 
weights per 100g body weight were cal- 
culated from pregnant rats and normal 
adult females in the pooled populations of 
each group in order to eliminate the 
growth effect on adrenals (Table 1). In 
neither A nor B, a significant difference 
has been produced, although pregnant ones 
tend to be slightly ahead of non-pregnant 
in A. Doubtless, A surpasses B in both 
categories. 

But the body weight, thus far dealt with 
for pregnant rats, includes the weight of 
uteri plus embryos. The litter weight is 
reported (Frank, 1957) to amount as as 
large as 53.2% of the mother’s weight soon 
after birth at the time of outbreak in a 
vole. If we dare to apply a litter (plus 
uteri) weight percentage 23.3 of the net 
body weight of a female with 12 embryos 
near term for correction of overmeasured 
body wéights, it ought to be reduced to 
18% onthe ground of the known mean lit- 
ter size 9 (Davis, 1953). By multiplying 
the mean adrenal weights per 100g body 
weight by the factor 1.18, we can obtain 
corrected values (Table 1). Pregnant 
being compared with non-pregnant ones 
in these values, the former are much 
larger than the latter, but a significant 
diffenence is shown only in B group. The 
actual difference should be still larger, if 
the females in earlier, invisible period for 
about 7 of the 25 days (Davis, 1953; Lestiz 
et al. 1952) had been incorporated into the 
pregnant group. 

In respect to male rats, any relation 
between adrenal weight and breeding ac- 
tivity was impossible to draw from the 
present data. Then we can conclude that 
the pregnant females, presumed to be far 
above the ordinary level of breeding ac- 
tivity in normal ones, are provided with 
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a higher level of adrenal activity. There- 
fore, the adrenal weight may be augmen- 
ted either by stressful stimuli such as 
social pressure and external adverse factors 
or by developed activity of breeding within 
the scope of physiological phenomena. 


DISCUSSION 


Takewaki & MagkawaAa (1959) verified that, 
following exposure to stressful stimuli, 
produced by an injection of formalin into 
a subcutaneous air chamber, the response 
of the vaginal epithelium to subthreshold 
, doses of estrogen given by injection was 
enhanced in ovariectomized rats, seeming 
to think that adrenals liberate some level 
of estrogen, as low as to fail to elicit per se 
| any observable estrogenic response in the 
| epithelium under stress condition. This 
| response, nevertheless, is demonstrated to 
be suppressed by corticoids. 

Loucr (1958) pointed out in voles that 
female adrenals were hypertrophied dur- 
ing spring and summer breeding is acti- 
vated, supporting that the reproductivity 
increase adrenocortical activity to 
| some extent. Bourn & Suckerman (1940) 
| found a change in adrenal weights of fe- 
| male rats correlated with the estrous cy- 
cle. 

According to Curisti1an(1957), Seryr (1937) 
| demonstrated that stimuli evoking a res- 
_ ponse of the pituitary adrenocortical sys- 
| tem also suppressed the reproductive func- 
| tion of female rats, and postulated that 
the decreased breeding activity might re- 
sult from a shift in pituitary function to 
yield an increased amount of ACTH at 
the expense of the production of gonado- 
| torophins, although an actual decrease in 
| the production of gonadotrophins was not 


| shown. 


CurisTIAN (1957) has developed his theory 
on the ground of Serye’s demonstration 
and the former’s evidence, underlying his 
theory that the adrenal activity increases 
| by degrees, accompanied by the decline 
of fecundity, along with increasing popu- 
| lation density in the growth course from 
| start through midway toward asymptote, 
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appears to be sufficient enough to enable 
us to rely upon as regards male mice, 
while his evidence with female mice is dif- 
ficult to persuade us. The comparison of 
female breeding performance (CHRISTIAN, 
1956, 1957) was made between the mean 
values from isolated mice and from experi- 
mental populations, partially having drawn 
near to an asymptotic level. Needless to say, 
the survival rate of young to weaning is 
conversely related to preweaning mortali- 
ty, and the specific birth rate is also depen- 
dent on intra-uterine mortality. A curve 
similar to his theoretical one for the birth 
rate may be derived from the premise of 
logistic curves (= x :—hN), Hence, 
this curve seems not to be expressive of 
the way of decline in fecundity. 

The difference in pregnancy rates bet- 
ween population levels in the brown rat 
of Baltimore (Davis, 1951) is afforded by 
comparison between asymptotic and non- 
asymptotic levels. 

Souruwick (1955) substantiated that the 
experimental populations not always de- 
creased their breeding activity with in- 
creasing density in house mice. All popula- 
tions finally ceased growth as a result of 
social disturbance related to crowding, 
but did not cease breeding activity. A 
declining fecundity in one population was 
associated with a reduction in food con- 
sumption due to social disturbance. 

Another work of the same author(1958) 
is worth noting. Four groups of the mice 
population with different level of density 
indicated no discrepancy in adrenal weights 
despite the fact that the pregnancy rate 
and litter size were inclined to decrease 
from low to high levels of density. But 
it is unknown whether each population 
was at asymptote or not. 

My idea, so far described, is consistent 
with a general concept of the auto-regula- 
tory mechanism in population dynamics. 
The major mechanism to suppress or limit 
population growth is justified in consider- 
ing that it operates generally under pres- 
sure of increasing mortality due to social 
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disturbance, interference, fighting, cop- 
ulation pressure and so on; upon occas- 
ion a decay of fecundity may additionally 
take place, In theory the growth rate 
(dN/dt) reaches a maximum at halfway 
(inflection) point of the logistic curve, 
when the mice (CHRISTIAN, 1957) are said 
to show a marked behavioral change 
caused by crowding effect. I should like 
to think that a population may be forced 
into ‘stress condition’ somewhere between 
halfway and asymptote, mostly at sub- 
asymptote or asymptote. When it happens 
would vary with the status of the eco- 
system concerned. Then, when the stress 
comes to a maximum, a drastic depression 
of fecundity, an utter enhancement of 
mortality and increased vulnerbility to 
infectious diseases will be induced. In 
this respect, we can admit the idea of 
CHRISTIAN. 

Frank (1957) is convinced that the ulti- 
mate trigger giving rise to the crash of 
vole populations is an additional stress of 
meterological events, particularly frost 
periods; he recognizes the general syn- 
ptome of stress only at the time of crash. 
His idea of condensation potential revealed 
by vole populations in the rapidly growing 
stage prior to die-off is altogether con- 
tradictory to the Curistian’s. Adverse 
weather stimuli may be in play as trig- 
gers of collapse, whereas I (1960) believe 
that they are not always indispensable 
for advent of the culminating stress. 


CONCLUSIONS 


Some evidence that the adrenal activity 
may be enhanced by increased activity of 
breeding and may shift in association with 
the level of social pressure has been pre- 


Vol. 4, No. 4 


sented in commensal rat populations. The 
fecundity by no means declined with in- 
creasing social pressure. Then we may 
be justified in postulating that ‘stress con- 
dition’ evoking suppression of fecundity 
and increase of mortality is suddenly pro- 
duced first mostly near subasymptote or 
asymptote and that a population collapse 
may be resulted when the stress is inten- 
sified to a maximal degree. 
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RI (SR) MIABEIT 351 BBO A ) BIC ES 
社会 的 圧力 と 生殖 活動 と の 影響 


田 


亮 : 


高知 女子 大 学 動物 学研 究 室 


社会 的 圧力 を 異 に する と みな され る いく つか の 寮 ツ 個 


, PRRRICAS WT, 副 じ ん ( 管 ) 重 量 準 位 は 圧力 に 平行 し て 高 
| か っ た が , 圧力 の 高い も の と 低い も の と の 間 に 生 殆 力 に 


差異 は な みな られ な か っ た 。 そ し て 副 じ ん 肥大 は 生殖 活動 の 


活 ぽ っ つ 化 に よっ て も 起こ る こと が 明らか に な っ た 。 そ こ 
で 著者 は いわ ゆる スト レス 状態 は 個体 群 が 満 近 線 に 近 づ つ 
いて 初め て 起こ る も の で , それ が 最高 度 と な る と 崩壊 が 
RidIvVS, LBA 


wy 


FEO 5 (HH )(CRIZTRMEWO YY SRRILOVS 

_ Smitu, D. S. (1960) Effects of changing the 
phosphorus content of the food plant on the 
migratory grasshopper, Melanoplus  bilituratus 
(WALEKER) (Orthoptera : Acrididae). Canad. Ent. 
92 (2) : 103~106. 

「 植物 成分 の 変化 が 食 植 性 こん 虫 に 影響 を 及ぼ すこ と は 
すでに 証明 され て いる 。 著者 は コム ギ の リン 含量 の 変化 
が 飛 こ う の 一 種 Melanoplus bilituratus (ct wiz st Hw 
に つい て 述べ て いる 。 ガラ ス 室 内 で 約 4 週間 コム ギ を 高 


計 お よび 低 リ ン 濃 度 の 培養 液 で 栽培 し , それ ぞ れ 高 リ ン お 


ま び 低 リ ン 含 有 コ ムギ を 得 た 。 ほ場 で 採集 し た バッ タ の 
卵 を 実験 室 で ふ化 させ , 1 区 に 幼虫 100 頭 を あて , 各 
処理 コム ギ ど と に 広口 びん お よび 個体 か ご で 飼育 し た 。 
ぞ し て と れ ら は すべ て 成虫 で な っ た と きき 産卵 で きる よう 


に 土 を 盛っ た 大 きい か ど に 入れ か えら れ た 。 な お 飼育 は 
すべ て 温度 30 £1°C 湿度 50 土 2 % の 条件 下 で 行なわ れ 


io 


な る まで の 経過 を みる と , 広口 どん と 個体 か ど 
に よる 差 は な く , 最初 の 2 週間 に 委 激 に 減少 し , 低 リ ン 
処理 コム ギ 区 で は 50%, 高 リ ン 処 理 コ ムギ 区 で は 30% 
に な り , 成虫 時 の 生存 率 は 前 者 で 29%, 後者 で は 11% 
な っ た 。 また 佐 リ ジコ ァ ギ 区 で の 発育 は 和 急速 記 行 怒 わ 
れ , 幼 期 間 は 高 リ ン 怒 理 コ ムギ 区 に 比 し 10 日 以上 $ 短 
縮 さ れ た 。 こ . の 場合 雌雄 に よ ょ る 生存 率 に ほとん ど 差 は な 
く , (0 vy MU a A Ric isd SB lif 27 頭 の 産卵 数 は 33 
で あっ た が , BR) y-MHIAxKO 12 HOM 1983 
産ま な か っ た 。 な お 供 試 コム ギ の リン 以外 の いろ いろ な 
分 に は 処理 の 違い に よっ て 有意 な 差 に みち られ な か っ た 
UL, また バッ タ の リン 含量 に お いて も 両 処理 コム ギ に よ 
る 有意 な 差 そ を 見いだす と と が で き な か っ た 。 と の 結果 か 
ら 5 適切 な 肥 培 管理 と よっ て , 作物 に は 有利 な , 
に は 不利 な 条件 を 作り , 害虫 個体 群 の 大 き さ を 変え う 

る と いう 可能 性 が 暗示 され る 。 
(IRAE 福島 正 三 ・ 平 松栄 夫 ) 
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On Some Japanese Tetranychid Mites of Economic Importance! 


By Shozo EHARA 
Zoological Institute, Faculty of Science, Hokkaido University, Sapporo 


The purpose of the present paper is to 
record taxonomic notes of several Japa- 
nese spider mites, with description of a new 
species. The material on which this study 
is based was recently forwarded to the 
author by many economic entomologists 
for identification; each species is more or 
less injurious to agricultural crops. The 
following is a list of the mites concerned 
in this paper. 

Eotetranychus smithi PRITCHARD et BAKER 
Paratetranychus ilicis (McGrecor) 
Tetranychus desertorum Banks 
Tetranychus phaselus n. sp. 
Tetranychus kanzawai KisHipa 


The author is indebted to Prof. Tohru 
Ucuiwa for his invaluable suggestions, to 
Dr. Edward W. Baker for the loan of type 
materials, and to Dr. A. Earl PritcHarp 
for informing diagnostic characters of a 
mite. Moreover, the author wishes to 
thank many workers who have generously 
contributed specimens for this study. 
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Eotetranychus smithi PrircHarp et BAKER 
(Figs. 1~15) 

Eotetranychus smithi PRITCHARD and Baker, 1955, 
p. 192, Figs. 149~150. 

Female.—Body from above oval, 310 to 
410 4 long and 2604 wide, red in colour. 
Rostrum reaching the distal portion of 
femur I. Terminal sensillum of palpus 
less than one and one half times as long 
as wide; dorsal sensillum spindleshaped. 
Mandibular plate (ratio of breadth to 
length, 7.0:10) rounded in front. Relative 
lengths of segments in leg I as follows: 
trochanter, 12; femur, 25~30; genu, 14; 
tibia, 15; tarsus (empodium exclusive), 
25. Tarsus I dorsally provided with two 


adjacent sets of duplex setae on the mid- 
dle; with five tactile and one sensory setae 
proximal to proximal set of duplex setae, 
and with two tactile setae ventrad of the 
duplexes; proximal duplex setae of tarsus I 
with the distal member three and one 
half times as long as the proximal mem- 
ber; distal duplex setae of the tarsus with 
the distal member about six times as long 
as the proximal member. Tibia I with nine 
tactile and one sensory setae. Tarsus II 
with three tactile and one sensory setae 
proximal to duplex setae which are more 
or less in line with other three tactile 
setae; tibia II with eight tactile setae; 
tibia III with six tactile setae. Empodia with 
a mediodorsal spur. Peritreme hooked dis- 
tally, the hooked part broader than the 
rest. The integumentary striae are trans- 
verse between the inner lumbar setae 
while longitudinal between the inner sac- 
ral setae; the area between these setae 
striated transversely. Dorsal setae not 
arising from tubercles, slender, tapering, 
pubescent, and much longer than intervals 
between their neighbouring bases; inner 
sacral setae 88, outer sacral setae 64 p, 
clunal setae 37 wu, and postanal setae 28 gp. 
Genital flap with transverse striae; area 
immediately anterior to the flap with lon- 
gitudinal striae. 

Male.—Body measuring 2704 long and 
170 # wide. Terminal sensillum of palpus 
about two and one half times as long as 
wide, bluntly pointed distally; dorsal sen- 
sillum spindle-shaped. Tarsus I with four 
tactile (five tactile in one specimen) and 
three sensory setae proximal to proximal 
set of duplex setae, and with two tactile 
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Figs. 1~9. Eotetranychus smithi. 1, dorsal view of female. 2, distal segment of palpus of female. 
3, distal segment of palpus of male. 4, lateral view of peritreme of female. 5, 6, dorsal view 
of peritreme of female. 7,8,9, aedeagus. 


11 


= 10 


Figs. 10~11. Eotetranychus smithi. 10, dorsal view of caudal part of female opisthosoma, show- 
ing striae. 11, ventral view of caudal part of female opisthosoma, showing striae and setae. 
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setae ventrally located at the level of the 
duplexes; tibia I with nine tactile and four 
sensory setae. Tarsus II with three tactile 
and one sensory setae proximal to duplex 
setae, and with one tactile seta close to 
the duplex setae and two tactile setae 
ventrad of the duplex; tibia II with eight 
tactile setae; tibia III with six tactile setae. 


Figs. 12~15. LEotetranychus smithi. 12, tarsus 
and tibia I of female. 13, tarsus and tibia II 
of female. 14, tarsus and tibia I of male. 
15, tarsus and tibia II of male. 
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Middle pair of digits of empodium I stouter 
than other two pairs which are very slen- 
der. Aedeagus bent dorsad to form a sig- 
moid, caudally directed, distal part which 
is tapering apically. 

Specimens examined.—Kyushu: Yukuhashi, 
Fukuoka Prefs, 6 @#4°& 25 22, 6-X=19568 
Ata & JIAO s) 1S-X=1 950; onr rapes 
Mryauara leg. Types of this species have 
also been examined. 

Hosts and distribution.—Japan (Kyushu), 
first recorded; U. S. A. Parasitic on grape 
(new host record), rambler rose and Rubus 
phoenicolasius. 

Remarks.—The Japanese specimens have 
been compared with the types. It has been 
revealed that the former generally accords 
with the latter. This species is unique in 
the red body colour among Japanese repre- 
sentatives of this genus. According to a 
personal letter from Mr. M. MirAHARA 
the mite is a considerably serious pest of 
grapes in northern Kyushu. 

Paratetranychus ilicis (McGrEGOR) 
(Figs. 16~27) 

Tetranychus ilicis McGrecor, 1917, p. 586, Pl. 106, 
Figs. 1~7. 

Paratetranychus ilicis, McGrecor, 1919, p. 673, 


Fig. 10, Pl. 79, Fig. 17; McGrecor, 1950, p. 340, 
Pl. 38, Fig. 14. ~ 


Oligonychus ilicis, PRiTCHARD and BAKER, 1955, 
p- 305, Figs. 257~259. 

Female.—Body from above oval, 3604 
long and 2504 wide, reddish brown in 
colour. Rostrum approximately reaching 
the middle of femur I. Terminal sensillum 
of palpus about one and one half times as 
long as wide; dorsal sensillum very slender. 
Mandibular plate (ratio of breadth to 
length, 7.1: 10) slightly notched mediodis- 
tally. Relative lengths of segments in legI 
as follows: trochanter, 12; femur, 29; 
genu, 13; tibia, 15; tarsus (empodial claw 
exclusive), 23. Tarsus I dorsally furnish- 
ed with two adjacent sets of duplex setae; 
with three tactile and one sensory setae 
proximad of proximal set of duplex setae, 
and with one tactile seta ventrad of the 
duplexes; proximal duplex setae of tarsus I 
with the proximal member about one 
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Figs. 16~23. Paratetranychus ilicis. 16, dorsal view of female. 17, distal segment of palpus of 
female. 18, distal segment of palpus of male. 19, 20, lateral view of peritreme of female. 
21, dorsal view of peritreme of female. 22,23, aedeagus. 


third as long as the distal member; distal 
duplex setae of the tarsus with the pro- 
ximal member about one sixth as long as 
the distal member. Tibia I with seven 
tactile and one sensory setae. Tarsus II 
with two tactile and one sensory setae 
proximal to duplex setae, and with one 
tactile seta near the duplex setae and 
another tactile seta ventrad of the duplex; 
tibiae II and III each with five tactile 
setae. Empodial claw I with four pairs 
of proximoventral setae. Peritreme nar- 
row, dilated at the distal end. Dorsal 
setae set on small tubercles which are 
eften not evident in mounted specimens, 
pubescent, slender, and much longer than 
distances between their bases; outer sacral 
setae much shorter than inner sacral setae. 
Genital flap with transverse striae; area 
immediately anterior to the flap with lon- 
zitudinal striae. 

Male.—Body 2804 long and 1904 wide. 
Terminal sensillum of palpus about as 


long as wide, shorter than dorsal sensillum 
which is very slender. Tarsus I with 
three tactile and three sensory setae proxi- 
mad of proximal set of duplex setae, and 
with one tactile seta ventrad of the du- 
plexes; tibia I with seven tactile and four 
sensory setae. Tarsus II with two tactile 
and one sensory setae proximal to duplex 
setae, and with one tactile seta close to 
the duplex setae and another tactile seta 
ventrad of the duplex; tibiae II and III 
each with five tactile setae. Empodial 
claw I with three pairs of proximoventral 
setae. Outer and inner sacral setae short- 
er than other dorsal setae, the outer sa- 
crals being the shortest. Aedeagus bent 
downward to form the distal portion which 
attenuates to a tip rather abruptly. 
Specimens examined.—Honshu: Shinshiro, 
Aichi Pref., 222, 15-IV-1959 (on tea), M. 
OsakaBE leg., 364! & 189 2', 29-IV-1959 
(on tea), 44%, 11-V-1959 (on tea), ¥. Ora 
leg.; Kyushu: Tanushimaru, Fukuoka Pref., 


Collected together with specimens of Tetranychus kanzawai Kisuipa. 
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24% & 1524, 24-VII-1956 (on azalea), I. 
TateisH!1 leg.; Kurume, Fukuoka Pref., 
At* & 22%, 15-VI-1957 (on azalea), 20 ¢ 
& 2622, 8-X-1957 (on azalea), 49 2’, 7- 
XII-1957 (on azalea), K. Inoue leg. 


Figs. 24~27. Paratetranychus ilicis. 24, tarsus 
and tibia I of female. 25, tarsus and tibia II 
of female. 26, tarsus and tibia I of male. 
27, tarsus and tibia II of male. 


Hosts and distribution.—Japan (Honshu, 
first recorded; Kyushu); U.S. A. Parasitic 
on tea (new host record), azalea, laurel, 
camellia, holly and boxwood. 

Remarks.—Paratetranychus ilicis was rec- 
orded from Japan (Kyushu) by PritcHarp 
and Baxer (1955). Recently, Inoug (1959) 
studied its biology and control in Kyushu. 
In U. S. A. this mite is well known as a 
pest of camellias and azaleas. 
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Tetranychus desertorum Banks 

Tetranychus desertorum, EHARA, 1956a, p. 144, 
Figs. 22~26. 

It is known that T. desertorum is a pest 
of egg-plant, cucumber and melon in Oka- 
yama Prefecture (Ehara, 1956a). The fe- 
males are purple red in colour. Speci- 
mens from central Japan have been availa- 
ble in the present study: 32 2, 27-VI-1960, 
Att & 10247, 4-VII-1960, T. Isuixawa leg., 
bred in vinyl house at Oji, Tokyo (labora- 
torial, host Phaseolus vulgaris LINNAEUS’); 
original locality, Oji; original host,soybean’; 
collector, T. IsHrkawa. 


Tetranychus phaselus n. sp. 
(Figs. 28~39) 

Female.—Body from above oval, 380 to 
530 # long and 260 to 350 ” wide, yellowish 
red in colour. Rostrum reaching the dis- 
tal portion of femur I. Terminal sensillum 
of palpus approximately twice as long as 
wide, dorsal sensillum spindle-shaped, 
much shorter than the former. Mandibu- 
lar plate (ratio of breadth to length, 6. 1:10) 
nearly rounded in front or only slightly 
incised. Relative lengths of segments in 
leg I: trochanter, 15; femur, 35; genu, 19; 
tibia, 20: tarsus (empodium exclusive), 32. 
Tarsus I dorsally with two separated sets 
of duplex setae on the middle; with four 
tactile setae proximad of proximal set of 
duplex setae, and with one sensory seta 
located at the level of the proximal duplex; 
proximal duplex setae of tarsus I with 
the proximal member about one fifth as 
long as the distal member; distal duplex 
setae of the tarsus with the proximal 
member about one seventh as long as the 
distal member. Tibia I with nine tactile 
and one sensory setae. Tarsus II with 
three tactile and one sensory setae proxi- — 
mal to duplex setae, and with one tactile 
seta close to the duplex setae and two 
tactile setae ventrad of the duplex setae; 
tibia II with seven tactile setae; tibia III 


1 Collected together with specimens of Brevipalpus obovatus DoNNADIEU (=Brevipalpus inornatus 
(Banks), according to Pritcuarp and Baker, 1958). 


2 New host records. 
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33 
31 


34 


35 


Figs. 28~35. Tetranychus phaselus n. sp. 28, dorsal view of female. 29, distal segment of pal- 
pus of female. 30, distal segment of palpus of male. 31,32, peritreme of female, dorsal view. 
33,34,35, aedeagus. 


\ Figs. 36~37. Tetranychus phaselus n. sp. 36, Figs. 38~39. Tetranychus phaselus n. sp. 38, 
| tarsus and tibia I of female. 37, tarsus and tarsus and tibia I of male. 39, tarsus and 
tibia II of female. tibia II of male. 
: 


| 
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with six tactile setae. Empodia consisting 
of normal three pairs of digits, empodium I 
with a tiny mediodorsal spur. Peritreme 
U-shaped in distal part. Dorsum of body 
with longitudinal striae between the inner 
lumbar setae and between the inner sa- 
cral setae, the area between these setae 
striated transversely. Dorsal integumen- 
tary folds bearing small lobes, triangularly 
rounded to semicircular, showing rather 
the type of Tetranychus cinnabarinus (Bots- 
puvaAL). Dorsal setae not set on tubercles, 
slender, tapering, pubescent, and much 
longer than intervals between bases. Geni- 
tal flap with transverse striae; area im- 
mediately anterior to the flap striated lon- 
gitudinally. 

Male.—Body measuring 3004 long and 
190 wide. Terminal sensillum of palpus 
slender, dorsal sensillum shorter than the 
former. Tarsus I with four tactile and 
two sensory setae proximal to proximal 
set of duplex setae, and with one sensory 
seta present at the level of the proximal 
duplex; tibia I with nine tactile and four 
sensory setae. Tarsus II with three tac- 
tile and one sensory setae proximad of 
duplex setae, and with one tactile seta 
close to the duplex and two tactile setae 
ventrad of the duplex; tibia II with seven 
tactile setae; tibia III with six tactile 
setae. Empodia with a distinct mediodor- 
sal spur which is larger in legs I and II. 
The aedeagus as in Figs. 33~35: the axis 
of the terminal knob forming a definite 
angle with the axis of the shaft, with a 
sharp anterior angulation and with an ex- 
ceedingly longer, slender angulation. The 
latter angulation is dorsocaudally directed 
and tapers to a tip. 

Holotype.'—%, 1-II-1960 (Y. Ugsavasm1 & 
H. Yonepa), bred in green house at Oiso, 
Kanagawa Pref. (laboratorial host,Phaseolus 
vulgaris LinnaEus); original locality, Nino- 
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seolus vulgaris LINNAEUS; collector, Y. Ur- 
BAYASHI & H. YONEDA. 

Raratypes. ‘132%, 20-1-1960, 7¢¢ & 
3822, 1-II-1960, other data same as in 
the holotype. 

Distribution.—Japan (Honshu). 

Remarks.—The aedeagus of Tetranychus 
phaselus n. sp. shows that this species is 
allied to T. marianae McGrecor?,1950, which 
is known to occur in Saipan, the Tinian 
Islands, U. S. A., Puerto Rico, Nicaragua 
and Argentina, but the terminal knob of 
the aedeagus of this new species is ex- 
tremely long and very slender. Further, the 
new species is different from 7. marianae 
in the male empodia with the distinct 
mediodorsal spur. 


Tetranychus kanzawai KisHIDA 


Tetranychus kanzawai, Euara, 1956 b,p. 504, 
Figs. 15~25. 

This species was recently redescribed, 
with notes on synonymy, host plants and 
distribution (Enara, 1956b). Since then 
further many collections of this mite have 
been available to the author. As is listed | 
below, this mite is known to show a wide 
range in host selection; furthermore, it is 
provedsthat the mite occurs predominantly — 
on tea plants in Japan. This mite is new | 
to the fauna of Shikoku and Kyushu. 

Specimens examined’.—Honshu: Tokyo, 4 
$¢, 4-VIII-1958 (on poplar‘), K. HaTano | 
leg.; Musashi, Saitama Pref., 2¢¢ & 124 | 
£&, 15-VI-1957 (on tea), M. InuzuxKa leg.; 
Kanaya, Shizuokas Pret. 22 coe lee oy) 
24-V1-1957 (on tea), M. Osaxase leg.; Ta-9 
kamori, Nagano Pref., 4¢+ & 89%, 300m 
VIII-1957 (on pear), T. Mivasuita leg.; Shin- | 
shiro, Aichi Pref., 2$¢ & 22 2,29-IV-1959 
(on tea), Y. Ora leg.; Kameyama, Mié 
Pref., 4 る る & 202%, 28-V-1957 (on team 
S. Yokoyama leg.; Tenri, Nara Pref., 3¢ 09 
& 1322, 1-VI-1957 (on tea), M. ImanisuHi 


USF [UIZAly MGROLO) LEASES Bes A kin CO: @ 1% 
The types are preserved in the Zoological Institute. 
2 Types of T. marianae have been here examined. 


The collections from teas were all offered by Mr. M. Osaxase of the Tea Division, National 
Tokai-Kinki Agricultural Experiment Station, Kanaya. 


Preliminarily recorded in Enara, 1959. 


miya, Kanagawa Pref.; original host, Pha- 


1 


December, 1960 


V-1957(on tea), H. WATANABE leg.; Shikoku: 
Kochi, K6chi Pref.,34 4 & 199 ¢, 21-V-1957 
(on tea),N.Saxamoro leg.; Kyushu: Chikugo, 
Fukuoka Pref., 4¢¢ & 1299, 13-IX-1957 
(on tea), H. Yamamura leg.; Ureshino, Saga 
Fref., 4$¢¢ & 999, 22-V-1957 (on tea), 
. Yosuipa leg.; Omachi, Saga Pref., 344 
& 1199, 10-VI-1957 (on citrus'), M. Sexi 
leg.; Ogi, Saga Pref., 2$¢4 &99 2, 3-X-1957 
(on Boehmeria nivea Gaup.'), 14 & 242 4, 
26-VI-1957 (on Commelina communis Lin- 
NAEUS!), M. Sexi leg.; Kawaminami, Miya- 
waki Pref., 244 & 1624, 18-V-1957 (on 
tea), S. Mryama leg.; Chiran, Kagoshima 
Pref., 4424 & 2429, 20-V-1957 (on tea), 
IK. Oxamura leg.; apa Kagoshima 


| Bat & 829, 27-VI- 1956(on dahlia’), 344 
& 729, 22-VI-1956 (on peach), S. Maerpa 


1) Eotetranychus smithi PrircuarD et BAKER 
| スミ スハ ダニ = ( 新 和 名 ) 
福岡 県 に お いて ブドウ ( 新 寄主 植物 ) に 寄生 し , AA 
新 記録 種 で ある 。 赤色 で ある こと は 日 本 産 の 本 属 の 種類 
中 で 特異 で あぁ る 。 
| 2) Paratetranychus tlicis (McGrEGorR) 
チビ コブ ハダニ MAA) 
| SEAMUROF x, 福岡 県 の ツツジ に 寄生 し て いた 標本 を 
FR Lito 本 州 か らち は 初め て の 記録 で あり , 一 方 チャ は 
AEM CHS. 特徴 は 背 毛 が 小さ いこ 人 ぶ か ら は えて 
PETE, MAMUCORICHO< 
3) Tetranychus desertorum Banxs 
デア シノ フワ ハダニ = テニ ( 新 和 名 ) 
| 東京 王子 産 の 標本 を 研究 し た 。 日 本 で は 従来 。 岡山 県 
ら の み 知 られ て いた 。 雌 ( 腕 皮 直後 を 除く ) は いく 人 ぶ 
u 紫 が か っ た 赤色 で ある 。 和 名 は 雌 の 第 1 HAO (BH) Bi 
基部 近く に 6 本 の 毛 が ほ ぼ 同 一 線上 に 生じ 脚 の 輪 の よ 


1 New host records. 
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摘 要 
骨 業 上 有害 な ハ ダ ェ = 上 類 数 種 に つい て 
Tn 原 昭三 
北海 道 大 学 理学 部 動物 学 教室 


うに 見 える 点 に 基づき 命名 し た 。 

4) Tetranychus phaselus Enara, n. sp. (新種 ) 

サガ が ぇ ハダニ ( 新 和 名 ) 

日 本 曹達 株 式 会 社 生物 研究 所 (神奈 川 県 大 磯 町 ) で 飼 
育 し て いた 標本 を 模式 標本 と し て ここ に 新種 を 記載 し 
た 。 原産 地 は 神奈 川 県 二宮 町 で 原 寄主 植物 , 飼育 中 の 寄 
主 植物 と も イン ゲン で ある 。 赤色 種 で , 雌 第 1 脚 の じ ょ 
く ( 竹 ) 盤 は 背部 に 小 突起 を 持つ 。 雄 の 交尾 器 は か ま ( 鎌 ) 
状 に 長く 延び て いる 。 条 名 は 相模 の 意味 で ある 。 

5) Tetranychus kanzawai Kisuipa 

HPD INZ IS 

四国 と 九州 を 新 産地 と し て 記録 し た 。 多 く の 寄 主 植物 
の な か で チャ は 重要 で ある 。 す な わ や ち 日 本 の 主要 チャ 産 
UE CE 


佐賀 , 宮崎 , 鹿児島 の 諸 府 県 ) で 本 種 が チャ に 寄生 す 
と と を 知り えた 。 また 佐賀 県 で は ミカ ン RA 
を 害する 。 他 に 若干 の 新 寄 主 植物 を 記録 し た 。 


The Emergence of Winged Viviparous Female in Aphid 


X. The Effect of Maturation and Water Content of Food Leaves 
upon the Wing Development in Aphis maidis 


By Ichiro NoDA 
Biological Laboratory, Faculty of Education, Ehime University, Matsuyama, Ehime Pref. 


INTRODUCTION 


In a preceeding communication (Nopa, 
1959b), it was suggested that, in Rhopalo- 
siphum prunifoliae, the development of wing 
buds during the larval stage appears to 
be affected not only by the changes in 
the concentration of food sap caused by 
the wilting of plants but also by those in 
the nutritive qualities due to the growth 
or maturation of host plants. The effect 
of moisture seems to be more marked than 
that of the latter. According to my long 
rearing experiences, however, in Aphis 
maidis, another popular species of aphid 
of our province, the, apparent actions of 
the food factors seem somewhat different 
from those on the species mentioned at 
the beginning. Therefore a controlled 
study on the same problem has been made 
in the present work using Aphis maidis. 

I express my gratitude to Prof. K. Ko- 
ipsuMi Of Shinshu University for his valu- 
able criticism and the reading over the 
manuscript, to Prof. I. Ucuixawa of Ehime 
University and to Prof. S. Uripa of Kyoto 
University for their encouragements that 
made this study possible. 


MATERIAL AND METHOD 


Progenies newly born from apterous fe- 
males of the corn aphid, Aphis maidis, 
were fed on the leaves of Hordeum vulgare 
and Holcus Sorghum L. var. japonicus. The 
leaves in the various stages of growth or 
maturation were intentionally wilted up 
to various degrees in air and put sepa- 
rately into each small grass tube together 
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with the progenies, which was closely 
corked to maintain the food moisture as 
constantly as possible. 
ents, mother aphids were reared with the 
wilting leaves and their progenies with the 
normal ones, or both the adults and their 
progenies were successively fed on the 
wilted leaves. All the investigations were 
carried out at a constant temperature of 
25°C in darkness. 


RESULT 


Experiment 1.—The larvae of two species 
of aphids, Aphis maidis and Rhopalosiphum 
prunifoliae, were fed on the leaves of Hor- 
deum vulgare by normal method. In the 
first lot the leaves were at the stage be- 
fore emergence of ears, in the second just 
at the time of emergence, and in the third 
they were yeNow leaves immediately be- 
fore harvest. The leaves were floated on 
the surface of water filled in a glass ves- 
sel. Table 1 gives the result. 

A significant difference of wing produc- 
tion can be found at a 1% level between 
two species in the middle lot. 

Experiment 2.—The new-born larvae from 
apterous females were fed on the young or 
maturated leaves about 25 days prior to or 
20 days after the emergence of ears of the 
two species of host plants respectively. 
The result is given in Table 2. 

According to %?-test, the difference in 
wing production is significant at a 1% 
level between each lot in both host plants. 
The same is also true for the old leaves 
but not so for the young ones. 


Experiment 3.—The new-born larvae 


— 242 一 


In other experim- 
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Table 1. Effect of maturation of host leaves upon wing development in Aphis maidis 


Leaves Aphid 

Yong R. pruni foliae 
A. maidis 

Middle R. pruntfoliae 
A. maidis 

Old R. prunifoliae 
A. maidis 


Winged 

Total Unwinged — 
Number % 
167 167 0 0 
250 255 0 0 
196 196 0 0 
201 187 14 6.7 
122 92 30 24.6 
5(2) 4(? ) 1(7) (ate) 


The numbers in parentheses indicate the individuals which died from drowning. 


Table 2. Effect of maturation of host plants, Hordeum vulgare and Holcus Sorghum L. var. 
japonicus, upon wing development in Aphis maidis 


Winged 
Host plant Leaves Total Unwinged 
Number % 
Hordeum Young 117 115 2 127 
vulgare Old | 134 97 37 27.6 
Holcus Young 142 142 0 0 
Sorghum Old 127 59 68 Boo 


Table 3. Effect of sap concentration of young wilted leaves of Hordeum vulgare upon wing 
development in Aphis maidis 


Water content Water content Winged 
before wilting after wilting Total Unwinged 
(%) (%) Number % 
88.4+1.2 78.3+1.9 81 81 0 0 
88.9+1.1 70.9+2.0 86 84 2 の 
89.0+0.7 63.2+2.1 BS 51 2 8358 
Table 4. Effect of sap concentration of upper leaves of Hordeum vulgare immediately before 
of after emergence of ears upon wing development in Aphis maidis 
Water content Water content Winged 
before wilting after wilting Total Unwinged 
(%) (%) Nomber % 
83.0+1.0 80.4+1.7 86 80 6 6.2 
81.6+1.6 74.141.8 96 87 9 9.3 
81.4+1.5 67.44+2.2 74 64 10 135 
79.9+1.1 59.84+1.9 112 103 9 8.0 


‘were fed on the young but wilted leaves 
of Hordeum vulgare about three weeks 
prior to the emergence of ears with the 
result shown in Table 3. 

No or almost no aptepous forms were 
produced in any of the lots with no sig- 
‘nificant difference. 

Experiment 4.—The young larvae were 
reared by the same method as in Experi- 
ent 3 with the upper leaves of Hordeum 


vulgare immediately before or after the 
emergence of ears (Table 4). 

According to X°-test the significant differ- 
ence in the rate of wing development 
cannot be seen among each lot, although 
the water content of food leaves after wilt- 
ing is remarkably different between each 
other. But there are differences at levels 
of 2%, 5% and of nearly equal to 5% (df= 
1, %=3.424) between the lots corresponded 
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to one another in regular sequence in the 
first three lots of Experiments 3 and 4 
respectively, although each moisture con- 
tent after wilting in Experiment 4 is rath- 
er higher than that of the corresponding 
lot in Exepriment 3. 

Experiment 5.—The young larvae were 
fed by the same method as in the prece- 
eding experiments with the leaves of Hor- 
deum vulgare about 25 days after the emer- 
gence of ears (Table 5). 

%2-test shows that there is no significant 
difference in the rate of wing development 
between the two lots. But in spite of the 
fact that all the leaves are higher in water 
content after wilting in the present experi- 
ment than those of the last two lots in 
Experiment 3, all the rates of wing de- 
velopment are higher in the former than 
in the latter, indicating the significant 
difference at a 1% level. The same is also 
seen between the present experiment and 
the last two lots in Experiment 4: 

Experiment 6.—Instead of Hordeum vulgare, 


Table 5 
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the young wilted leaves of Holcus Sorghum 
L. var. japonicus about one month prior to 
the emergence of ears were used as food 
(Table 6). 

Just as in Hordeum vulgare, when the 
leaves are young, the alate forms are hard- 
ly produced from the larvae fed on the 
wilted leaves of Holcus Sorghum L. var. 
japonicus regardless of the concentration 
of food sap after wilting. There are no 
significant differences in the rate of wing 
development among each lot. 

Experiment 7.—An experiment similar to 
the previous one was performed with the 
mature leaves immediately before or after 
the emergence of ears with the result 
SCeneinavina plewe 

Differences in the rate of wing develop- 
ment are not statistically significant 
among each lot regardless of the concen- 
tration of food sap after wilting. But, 
although the water content of the leaves 
of the first lot in Experiment 7 is almost 
equal to that in Experiment 6 and the 


Effect of sap concentration of mature leaves of Hordeum vulgare about 25 days after 


emergence of ears upon wing development in Aphis maidis 


Water content | Water content | Winged 
before wilting | after wilting Total ‘Unwinged 
(%) | (%) | Number 9% 
- ~ 
79.44+1.5 72.0+1.8 76 46 30 39.5 
G0 64.642.1 53 28 25 4 
Table 6. Effect of sap concentration of young leaves of Holcus Sorghum L. var. japonicus 


about one month prior to the emergence of ears upon wing development in Aphis maidis 


Water content Water content Winged 
before wilting after wilting Total Unwinged —— = SSeS 
(%) (%) Number % 
82 .2+1.5 77.2+2.1 Wl 70 1 eA 
80.6+0.9 69.7+:1.7 82 78 4 4.9 
82.6+1.3 65.8+2.2 58 56 2 Bat! 
Table 7. 


Effect of sap concentration of mature leaves of Holcus Sor ghum L. var. japonicus 


immediately before or after the emergence of ears upon wing CVS ORS in ae ae maidis 


Water content OWatse content | W 
before wilting after wilting | Total Unwinged — Winged at 
(%) | (%) Number oh 
77.7+1.0 77.7 (fresh) 104 ‘ 84 20 19 
2 
76.9+0.8 72.441.5 114 98 16 14.0 
77.3+1.3 67.9+1.7 | 58 45 13 22.4 


J 
| 
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water content of the other two lots in the 
former experiment is higher than that of 
the rest two lots in the latter experiment, 
the rates of wing development correspon- 
ding to one another in these experiments 
are regularly higher in the former than 
in the latter with significant differences 
of 1~5% levels. 

Experiment 8.—The young larvae from 
apterous females were divided into three 
lots. In the first lot they were reared at 
a rate of 70 individuals per normal leaf- 
piece of 10cm’ of Holcus Sorghum L. var. 


japonicus about one week after the emer- 
gence of ears, in the second by the same 


‘method with the wilting leaves, and in 

the third, the control lot, by normal meth- 

od with the normal leaves (Table 8). 
According to %*-test the difference of 
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wing production is significant at a 5% 
level both between the first and the second 
and between the first and the third lot, 
and at a 1% level between the second and 
the third lot. 

Experiment 9.—The unwinged adult fe- 
mals newly emerged were reared for three 
days with the wilted leaves of Holcus 
Sorghum L. var. japonicus immediately 
prior to or after the emergence of ears. 
The food leaves were changed every day 
for new ones wilted approximately to the 
same degree. At that time, their progenies 
were isolated and reared by normal leaves 
until the wing buds became visible. In 
the contro! lot, method of rearing is the 
same as in the preceeding except that 
both adults and their progenies were suc- 
cessively reared with the normal leaves. 


Table 8. Effect of population density and-concentration of food sap upon wing development 
in Aphis maidis fed on mature leaves of Holcus Sorghum L. var. japonicus 


Water Winged 
Lot content Total Unwinged = : : 
(%) Number Y 
Crowded, not wilted 76.8 108 (32) 55 53 49.1 
Crowded, wilted 70.1 120(20) 44 76 63.3 
Not crowded, not wilted C728 118 76 42 35.6 
(control) 


The numbers in parentheses indicate individuals which died from unknown causes. 


Table 9. Effect of the mother fed on the wilted leaves of Holcus Sorghum L. var. japonicus 
upon wing development in the next generation in Aphis maidis 

Water content Water content | Winged 

Division Day adult fed progeny fed Total Unwinged = 
(%) (%) Number % 
Ist day 68.8+1.4 76.8+1.4 75 61 14 18.7 
Treated 2nd day 70.4+1.6 76.2+0.6 Tie 65 12 15.6 
3rd day 68.0+1.8 76.9+1.3 78 71 7 9.0 
Ist day 77.041.1 78.0+1.0 98 84 14 14.3 
Control 2nd day TALI .3 76.52:1.2 87 69 18 20.7 
3rd day 76.6+0.8 75.9+0.9 94 79 15 16.0 
Table 10. Indirect and direct effects of wilted leaves of Holcus Sorghum L. var. japonicus 


through the adults and their progenies upon wing development in the generation of the 
latter in Aphis maidis 


Water content 
adult fed 


(%) 


Water content 
progeny fed 
(%) 


70.3( wilted) 
76.8(fresh) 
(control) 


69 .0( wilted) 
75.8(fresh) 


Winged 
Total Unwinged : 
Number % 
71 28 43 60.6 
84 44 40 47.6 
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Table 9 gives the result. 

X2-test yields no significant difference in 
wing development not only among each 
lot of each division but also among the 
lots corresponding to one another in regu- 
lar sequence in both divisions. 

Experiment 10.—Adult females and their 
progenies were fed on the wilted leaves 
of Holcus Sorghum L. var. japonicus about 
one month after the emergence of ears with 
the result in Table 10. 

It is shown by Z?-test that the difference 
in the rate of wing development between 
the wilted and the fresh lots is not signi- 
ficant. 


DISCUSSION 


When the larvae of Aphis maidis are 
given yellow leaves of barley immediately 
before harvest as shown in Experiment 
1, they strongly refuse to suck juice and 
most of them die finally from drowning 
while wandering on the surface of the 
leaves floated on the water. On the other 
hand, Rhopalosphum prunifoliae can com- 
plete its development from the first larval 
stage to the imago even with such old 
leaves (Nopa, 1959b). From this it is ima- 
gined that Aphis maidis is more sensitive 
to the change of food quality due to the 
maturation of host plant than Rhopalo- 
siphum prunifoliae. This experiment (the 
lot of the middle) seems to suggest fur- 
ther that Aphis maidis is liable to trans- 
form into the winged form as the host 
plant maturates. This is more clearly 
shown in Experiment 2. That is, the more 
mature the food plant is, the higher be- 
comes the rate of wing development in 
both host plants, Hordeum vulgare and 
Holcus Sorghum L. var. japonicus. Actually, 
these plants, Hordeum vulgare and- Holcus 
Sorghum L. var. japonicus, cannot be cul- 
tivated in the same season. It is, there- 
fore, difficult to obtain a precise compari- 
sion between them. But under the ex- 
perimental conditions made as similarly 
as possible, the winged forms emerge more 
readily from the larvae fed on Holcus 
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Sorghum than from those fed on Hordeum 


valgare when the host plants are suffici- 


ently mature, but not so when they are 
young. This appears to indicate that the 
effect of growth of host plants upon wing 
development may vary with the species 
of the host plants. 


The relations between the wing produc- 
tion and the concentration of food sap are 
shown in Experiments 3, 4 and 5. They 
indicate that, in the larvae of Aphis maidis 
fed on Hordeum vulgare, wing production 
is likely to be influenced mainly by the 
change in the food quality caused by the 
growth of plant, but hardly by change in 
the concentration of leaf sap due to wilt- 
ing; because the winged forms scarcely 
emerge from the larvae fed on the young 
leaves regardless of the concentration of 
food sap (Experiment 3), and they increase 
in number only with the maturation of 
the leaves (Experiments 4 and 5). Exactly 
the same phenomenon as obtained in Hor- 
deum vulgare can be recognized in Holcus 
Sorghum L. var. japonicus, too (Experiments 
6and7). This point seems to be different 
from that in Rhopalosiphum prunifoliae, in 
which both factors, the change in food 
quality andthe concentration of food sap, 
are likely to have some close connection 
with the wing development (Nopa, 1959a, 
1959b). Accordingly, these species of 
aphids agree with each other in the charac- 
ter that the wing development is readily 
affected by the change of food quality, 
except for the influence of concentration 
of food sap. Therefore, if an unfavourable 
condition causes the wing development, it 
may not be unreasonable to assume that 
the growth or maturation of the host plants 
would mean a higher degree of adversity 
of life condition for the aphids. Thus, 
the aphids cannot help transforming into 
the winged forms and flying away from 
the unfavourable food plants searching for 
more favourable ones as the host plants 
mature.’ Especially in Aphis maidis, this 
tendency seems to be more strong. This 
may be one of the reason that, in fields, 


ment 9). 
| be found between the rates of wing deve- 
| lopment of the offsprings born from the 
‘mothers fed on withered leaves for dif- 
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this species feeds commonly on the young 
or upper leaves of the host plants and 
flies away from the latter to the other 
younger ones within a relatively short 
time after the emergence of ears. But it is 


certain that, in fields, maturation of host 


plants is not the sole factor by which the 
wing development is affected. 

As seen in Experiment 8, when the lar- 
vae are densely crowded, larger number 
of winged forms are produced in the wil- 
ted lot than in the fresh one. This pheno- 
menon is different from the results desc- 


| ribed hitherto by us, so it is difficult to 
answer this question exactly. 
-help thinking, however, that when the 


I cannot 


larvae are overcrowded on the wilted lea- 


| ves, unknown substances in saliva respon- 
sible for the wing development, which are 
| injected into the tissues of the former, 
| become higher in concentration than those 
| in the fresh (not wilted) leaves on ac- 
| count of small water content, and act more 
| effectively upon the development of the 
| wing buds, as already suggested in Rhopa- 
| losiphum prunifoliae (Nova, 1959b). 
| difference in wing production between the 
| lots of the fresh leaves aad of the control 
| in the same experiment may also be due to 
| the similar reason. 
| ing can be recognized as one of the im- 
| portant factors responsible for the wing 
| development in Aphis maidis, also. 
! other hand, it appears that the water con- 
| tent of food leaves of the mothers does 
| not have any influences upon the wing 


The 


Thus the overcrowd- 


On the 


production of the next generation (Experi- 
So no significant difference could 


ferent durations. This was also true in 
the cases where both adult females and 
their progenies were successively reared 


‘with the food sap of high concentration 


(Experiment 10). 
Thus, a general conclusion may be drawn 
that Aphis maidis is an aphid which is 


‘more sensitive in the production of wings 


than Rhopalosiphum prunifoliae to the 
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change in the food quality due to the 
maturation of host plants. Iam sure that, 
as already suggested, such a character 
may probably be one of the reasons why 
Aphis maidis is found in fields only around 
the young or upper leaves of the host 
plants. 


SUMMARY 


The relations between the wing deve- 
lopment of the corn aphid, Aphis maidis, 
and the change in the qualities of food 
leaves, Hordeum vulgare and Holcus Sorghum 
L. var. japonicus, due to growth or matura- 
tion and between the former and the wil- 
ting of the leaves were examined experi- 
mentally with special comparison to the 
aphid, Rhopalosiphum prunifoliae. 

1.. When the larvae of Aphis maidis are 
given yellow leaves just before harvest, 
they can hardly complete their full deve- 
lopment. 

2. When the food leaves are very young 
the winged forms! are scarcely produced 
regardless of the concentration of food 
sap. However the rate of wing production 
becomes higher with the maturation of 
the plants. 

3. The effect of the maturation of host 
leaves upon the wing development seems 
to differ with the species of host plants. 

4. The concentration of food sap, how- 
ever, is likely to have nothing to do with 
the wing development regardless of the 
species of the host plants. 

5. When the larvae are overcrowded on 
withered leaves, the winged forms are 
more readily produced than when over- 


‘crowded on the normal ones. 


6. The wing development in the next 
generation does not seem to be influenced 
not only by the sap concentration of leaves 
on which the adults feed but also by that 
on which the adults and their progenies 
themselves successively feed. 

7. Aphis maidis is apparently more sen- 
sitive in the production of winges than 
Rhopalosiphum prunifoliae to the change in 
the qualities of food leaves. 
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Xe トッ モ = コ シア プラ ムシ Aphis maidis の 有 し 型 出現 に 対す る 
食 草 の 就 度 お よび 汗 液 濃度 の 影響 


EF 田 


sees ail 


BRKP AAS B 


WAV ARTEICBAA LAA AF BKORZAXED 
工 を し お れ さ せ , これ を トウ モロ ョ コシ アブ ラム シ Aphis 
maidis OY HICG ACA L (HB) 型 出現 に 対す る 食 草 の 
於 度 や 汁 液 の 濃度 の 影響 を 調べ た 。 ま た 母 虫 を 同様 に し 
きれ た 葉 で 飼育 し , 次 世代 に お ける 有 し 型 出 現に どの よ 
うな 影響 を 及ぼ すか を 調べ , 次 の よう な 結果 を 得 た 。 

1) トウ モロ コシ アァ アブラ ムシ の 幼虫 は 収穫 直前 の 黄 化 
LEAA KAYORMTCLELA CHALE 

2) 食 草 が 若い 場合 に は 汁 液 濃度 と は 関係 な く 有 し 型 
は ほとん ど 出 現し な い 。 し か し その 喜 席 が 高い ほど 有 し 
型 の 出現 数 も 多く な る 。 

3) 食 草 就 度 の 有 し 型 出現 に 対す る 影響 は 寄主 植物 の 
種類 と より 異な る よう で ある 。 


4) し か し 汗 液 濃度 は 寄主 植物 の 種類 を 問わ ず , AL 
型 出現 に は 関係 な いも の の よう で ある 。 

5) Shes Lishic HO LIC 過剰 に 生息 する 場合 で 
ii, 時 常葉 上 に お ける 同じ 場合 まり 多数 の 有 し 型 を 生 天 
Be 

6) 母 虫 を し お れ た 葉 で 飼育 し て も 次 世代 の 有 し 型 出 
現に は 影 線 め 見 られ な い 。 ま た 母 虫 , 幼虫 を 続け て し お 
れ た 葉 で 飼育 し て も 同様 で ある 。 


7) Kyueuayv ry TI AvVls BHO BWA Ic 


し て は 有 じ WHO RIC お いて キビ クビ レア ブラ ムシ 


Rhopalosiphum prunifoliae &) RURCHS 451TH 


\ 


われ る 。 


Studies on Hatching of the Root-Knot Nematode, 
Meloidogyne incognita var. acrita CHiTwooD 


I. The Relation between Hatching and the Original 
Egg Content of Egg Mass 


By Nobuyoshi IsHipasH1, Kazuo KEGASAWA and Yoshiaki Kunu 


Kanto-Tosan Argicultural Experiment Station, Konosu, Saitama Pref. 


INTRODUCTION 


We have as yet little information as to 
what is involved in hatching of root-knot 
nematode larvae (Meloidogyne spp.) except 
for the experiment on the effect of osmotic 
pressure on eggs (Dropxin, Martin & Jon- 
son, 1958). On the other hand, the emer- 
gence of cyst forming nematode larvae 
from cyst and various conditions bringing 
on it have been studied by many workers. 
Furthermore the relationship between the 
larval emergence and the variability has 
been discussed by many workers (Boyp, 
1948; ELLENgy, 1946a, 1946b, 1955, 1956; Gem- 
MEL, 1943; ‘TRIFFITT, 1930; Bisuop, 1953; 
LownssBery, 1951; Ferris & Mai, 1956; Win- 
stow, 1956; WALLACE, 1959; HrsLinc, 1959). 

According to their studies the aspects 
of the egg within a cyst have gradually 
been clarified. Ettensy (1956) takes eggs 
in a cyst for a community and suggests 
hat hatching of larvae is restricted by 
biotic and chemical factors arising from 
the community. 

Recently Watrace (1959) has shown the 
several factors related both to hatching 
within a cyst and to emergence of larvae of 


. beet eelworm from cyst, and treated of the 


co-relation of their factors with a schema. 
He also suggested that the presence of 
active larvae within a cyst inhibits further 
egg hatch, so that the rate which the 
larvae emerge determines the rate at which 
the eggs hatch further. His suggestion is 
in agreement with the observations on the 
potato root eelworm by Et.ensy (1946a), 
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HerLinc (1959) and Onions (1955). 

The studies on the cyst have been proce- 
eded as above, while the studies on the 
egg masses of root-knot nematode have 
not so enough been carried out as to ap- 
ply the conception for cyst to egg masses. 

The authors have been engaged in the 
study of the root-knot nematode, Meloi- 
dogyne incognita var. acrita Currwoop, since 
1958. In the present paper a few data ob- 
tained by the experiments on egg masses 
will be described. 


EXPERIMENTAL 


Two series of experiments are described; 
in one the hatching among egg masses, in 
the other the comparison of hatching be- 
tween egg mass and free eggs. 

1. The difference of hatching among egg 
masses 

Material and mzthod.—Egg masses were 
obtained from the roots of sweet potato 
of the variety Kanto-14 in July 1959. They 
were divided into two groups. One was 
packed in gauze and then immersed in 
flowing tap water at 17~18°C, while the 
other was kept in a refrigerator at 5~8° 
C. After this pre-treatment for 3, 6 and 
12 days respectively, 5 egg masses were 
placed in about 1.0ml of distilled water 
in a watch glass with 7 replicates. They 
were incubated at 26°C. The hatched larvae 
were counted at 24 hour intervals for 7 
days. Distilled water was renewed at each 
time of counting. After one week the 
remaining eggs in egg masses were coun- 
ted by separating them each other with 
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10% antiformin. 

Results.—The correlation between the 
original egg content of egg masses and 
the percentage of hatch is shown in Fig. 
1. With. increasing the egg content the 


Percentage of hatch 


3.0 
Original egg content per 5 egg masses 


25 3.5 log 


Fig. 1. Relation between the original number 
of egg content and the percentage of hatch 
The pre-treatments for 3,6 and 12 days are 
all included. 


@—@: Egg masses immersed in flowing 
tap water. 

O---O: Egg masses stored at low temper- 
ature. 


percentage of hatch decreases. The for- 
mulae of regression line are Y=60.4—128 
(X—2.99) for the egg masses in the flow- 
ing tap water, and Y=35.5—82.7(X—3. 30) 
for the store at the low temperature (5 
~8°C); the correlation coefficients are 
—0.97 and —0.87 respectively, and these 
are highly significant (p <0. 001). The num- 
ber of the larvae emerged more or less 


Table 1. Egg content and hatchability of egg 
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Number of hatched larvae 


3.0 


3.5 log- 


Original egg content per 5 egg masses 
Fig. 2. Relation between the original egg 

content and the number of hatched larvae 

The pre-treatments for 3,6 and 12 days are 

all included. 

@——@: Egg masses immersed in flowing 
tap water. 

O---O: Egg masses stored at low temper- 
ature. 


increases as the egg content increases, as 
shown in Table 1. But there is no marked 
positive relationship between them (Fig. 
2); ¥=64, 84431 CX $3.06) »1r=0:578; p <0n02 
for the flowing tap water, Y=700.3+22.0 
(X—3. 20), r=0.02, p <0.01 for the store at 
the low temperature. The variabilities of 
both per cent hatch and number of emer- 
gence became greater with an increase in 
egg content (Table 1). The number of 
hatched larvae remaining in egg mass was 
counted at the end of a 7-day incubation, 
at which the emergence of larvae from 
the egg mass almost ceased, then plotted 
against the original egg content, and is 
shown in Fig. 3. It shows monomodal dis- 
tribution having a peak in the range of 
300~400 original egg content per one egg 


masses of Meloidogyne incognita var. acrita 


Number Original Mean 


Egg Per cent Per cent Mean Emer- 
of egg egg cont- original content mean hatch number gence 
masses ent of egg Sh IBS hatch CVERT of CiV ST 

egg masses content emergence 
55 100~200 149.7 21.39 83.4 0.0790 125.9 0.1992 
75 201~300 253.8 28.27 52a 0.2081 1B (0) 0.2278 
85 301~400 336.5 29.05 36.1 0.3445 129.6 0.3434 
65 401~500 434.4 2055 38.7 0.3705 167.2 235/74 
30 501~600 556.9 38.1 3126 0.5073 174.8 0.4735 
1 655 11%5 75.0 
1 725 18.7 148.0 


es 
Hk 


Standard deviation 
Coefficient of variance 
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Number of hatched larvae 
remaining in egg masses 


3.0 SSO Mog: 


Number of original egg content 
per 5egg masses 
Fig. 3. Showing the number of hatched lar- 
vae remaining in egg masses plotted against 
the number of original egg content, when 
emergence of larvae from egg masses ceased 
at the end of 7 days of incubation 


mass. 

By transforming the percentage of hatch 
into probit, it is possible to calculate that 
the original egg content in an egg mass 


abe 2: 


Probit of per cent hatch 


2.5 3.0 


Original egg number per 5 egg masses 
Fig. 4. The probit of per cent hatch plotted 
against the original egg content in egg masses 


required for a 50% hatch for 7 days at 
26°C (Fig. 4); the probit equation is Y=5 


5 (X-3.165), p<0.001, and the egg con- 


The relationship between the number of original egg content of egg masses and the 
percentage of hatch in each period of pre-treatments 
The percentages of hatch are cumulative values during 7-day count after pre-treatment. 


Immersion in Store in 
flowing tap water refrigerator 
Period of Original egg Per Period of Original egg Per 
pre-treatment content per cent pre-treatment content per cent 
(day) 5 egg masses hatch (day) 5egg masses hatch 
1028 Des: 928 81.6 
1201 55.6 1688 41.4 
1411 45.8 7 1731 60.4 
3 1428 BE 2141 61.0 
1804 47.9 2505 の 
2146 26 2998 46.5 
2252 Sono = - 
291 92.4 
1690 49.5 760 87.7 
1773 52.9 790 88.4 
1793 49.4 877 (Bas 
6 2002 46.1 12 1104 81.1 
2113 48.7 1290 60.4 
2225 46.5 1319 65.4 
s 2301 42.6 1456 54.1 
1476 54.2 
571 94.5 1982 51.8 
608 85.5 
684 uD 
12 735 88.5 
945 68.1 
1229 65.8 
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tent for 50% hatch with a confidence limit 
is 292+7 for one egg mass. The pre-treat- 
ments of both immersing in flowing tap 
water and storing at low temperature were 
carried out in order to obtain egg masses 
with varying degrees of egg content, es- 
pecially the former for obtaining egg mas- 
ses having smaller egg content. However, 
the general features, i. e. higher percent- 
age of hatch in smaller egg masses than 
in larger ones, were observed in both 
treatments (Table 2). 

In summary, with increasing the egg 
content, the percentage of hatch decreases, 
whereas the variabilities for the percent- 
age of hatch and the number of emergence 
increase. 

2. Hatching from intact-whole egg masses, 

halved egg masses and from free eggs 

The experiment mentioned above was 
extended to Experiment 2, whose aim was 
to further clarify the hatching from an- 
other approach. 

Material and method.—In January 1960, 
egg masses were collected from the test 
tube with sterilized soil, which had been 
buried in 20cm underground in late No- 
vember. They were divided into three 
groups, and in each group three egg mas- 
ses were put in a watch glass with 10 
replicates; the first group was left intact, 
the second cut into halves, and the third 
separated each other with disecting ne- 
edles. Then about 1.0 ml of distilled water 
was added to each of them. The coun- 


Table 3. 
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ting of hatched larvae was made as in the 
Experiment 1. After 7 days the remaining 
eggs were counted. 

Results. —The outstanding feature of 
emergence, shown in Fig. 5, is a large 


400 


Cumulative number of hatched larvae 
per 3 egg masses 


} a0? anGems4.beS SGT 


Time in days 
Fig. 5 Emergence from intact-whole egg mas- 
ses (@), halved egg masses (Q@) and from 
free eggs (O) 


emergence from free eggs even on the 
first day of experiment; in the case of the 
free eggs the emergence on the first day 
is about 28% of the total emergence, for 
the halved egg masses it is about 9%, and 
it is only 2% for the intact-whole egg 
masses. The percentage of hatch and 


Hatching from free eggs, halved egg masses and intact-whole egg masses, 


and variation of data 


Per cent 
2 Coeffieient emergence 
Per meee Mean number of variabili- during the 
cent lity of pet of hatched ty of number first 24 
mean EE larvae per of larvae hours to 
hatch %) 3 egg masses emerged total 
: (%) emergence 
for 7 days 
Intact-whole egg 
る 19.01 (Pe ilil 257.0 68.32 2.14 
Halved egg masses PME HG) 42.23 316.6 42.94 8.92 
Free eggs 41.10 29.26 412.0 27.45 27.90 
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‘Number of emergence increase in the 
order of free eggs, halved egg masses and 
intact-whole egg masses. On the other 
hand, the coefficients of variance of them 
decrease in that order (Table 3). 


DISCUSSION 


According to the present experiments, 
the following facts have been clarified: 

| 1) The percentage of hatch tends to 

{decrease with an increase in egg con- 

l tent of egg masses. 

2) The percentage of hatch decreases 

‘with an increase in variability of both the 

\per cent hatch and the number of emer- 

gence of larvae from egg masses. 

| 3) The existence of critical point of egg 

content for hatchability. 

The fact (1) is in agreement with HesLiNG 
(1959) who suggested the same phenomena 

Many reports have been publis- 

|hed on the cause of the decrease in per 


ja ‘hatching inhibitor’ produced by the 
|larvae might be a factor reducing hatching 
‘from cysts. Onions (1955) suggested that 
ithe stop of hatching is caused by oxygen 
| deficit and increased acidity due to the 
| hatched larvae. GirLrarp, D’Herpe & VAN 
| Den Branpe (1958) showed that carbon 
_dioxide inhibits emergence. These sup- 
| positions might also be applied to the egg 
‘masses of Meloidogyne. 

According to the author’s observation, 
there is no difference in the velocity of 
‘egg development between egg masses and 
‘free eggs. Therefore, the factors which 
operate to reduce the percentage of hatch 
‘might affect mostly larval stages. This 
has some bearing upon the experiment by 
‘Dropxin et al. (1958) that osmotic pressure 
‘does not affect egg development but lar- 
val motion. 

ELLENBY’s experiment (1956) showing that 
‘the factors operating on the reduction of 
hatching also operate on the production 
of variability is also supported by the fact 
(2) above. It is considered that the in- 
crease in variability of hatching is due to 
the fructuation of the quantity of eggs 


tending to hatch sooner than others as 
Onions’ suggestion (1955)that hatching from 
acyst isnot random. Whether these eggs 
abound or not in an egg mass is probably 
due to the mutual interaction of the egg 
community in an egg mass. ELiensy (1956) 
suggested the interaction in a cyst. The 
mucoid substance of egg mass is not con- 
sidered to be a direct factor preventing 
the larvae from hatching. The mucoid 
substance only constitutes the boundary 
of the egg community, so that the de- 
crease of hatching or the increase of vari- 
ability may arise from the egg mass being 
bound up with a so called ‘closed system’ 
as reported by ELLENgy (1956) in cyst. 

With regard to the fact (3) above, it is 
very interesting that the number of hatched 
larvae within an egg mass shows a mono- 
modal distribution when plotted against 
the original egg content in egg mass as 
shown in Fig. 3. The authors refer the 
peak of the distribution to a critical point, 
that is, the egg masses having egg con- 
tent larger than the critical point are 
qualitatively different from those having 
less eggs. It seems that any factor to 
reduce hatching acts more strongly with 
increasing the egg content. The authors 
could not find bimodal distribution of 
hatching response as shown by ELLENEY 
(1956) in cysts. 

From the Experiment 2, it is considered 
that there are differences in hatchability 
between egg mass and free eggs. Further- 
more the differences in the susceptibility 
to stimulus between the two are conceivable 
from the Figs. 6 and 7. These figures show 
that free eggs generally reach to higher 
percentage of hatch than egg masses. The 
accumulated per cent hatch from the egg 
masses treated with phenol reached 38% 
with the emerged larvae dead, whereas it 
reached only 3% in free eggs with the 
emerged larvae dead also. The egg mas- 
ses treated with phenol became black- 
brown in colour, so that it is possible to 
suppose the presence of polyphenol oxi- 
dase in the mucoid substance of egg mass. 
ELLenBy (1946c) demonstrated the presence 


larvae emerged from two egg 


Cumulative average number of 
masses 


Fig. 6. 


Cumulative number of 
hatched larvae 
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Showing the effect of chemicals on 
the hatch of egg masses 
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O——O: 0.001% formalin 
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Cumulative percentage of hatch 


Time in days 
Showing the effect of chemicals on 
the hatch of free eggs 
@—@: 1x10-‘M picric acid 
@---@: distilled water 
O——O: 0.001% formalin 
O---O: 1x10-4M phenol 


of polyphenols and polyphenol oxidase in 


the cyst wall. Supposing the hatching as 


an indicator to stimulus, the differences 
in susceptibility as seen between egg mas- 
ses and free eggs might be expected also 
among egg masses. 

The supposition of the existence of the 
differences among egg masses to stimulus 
sets to thinking ELLenspy’s (1956) sugges- 
tion that the cyst must be regarded as 
responding to stimulation as a unit to be 
capable of applying to egg masses. 
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シス ト セ ンチ ュ ウ の ふ化 ある い は シス ト か ら の 幼虫 遊 
' 出 に つい て は , 温度 ・ 水 分 な どの 物理 的 因子 ば か り で な 
ho シス ト 内 に お ける 生物 的 ・ 化 学 的 因子 が 大 きく 作用 
TLTWSEENTWS. 筆者 ちあ は , ネ ユ ブ セ ン チュ ョ ュ ウ 幼 
BO MEEMO 5 PS OW HICO TH, 三 の 知見 を 得 
だ の で 報告 する 。 

1) 卵 の う の 蔵 卵 数 が 少な く な る に 
化 遊 出 率 は 高まる 傾向 が ある 。 

2) 蔵 卵 数 の 大 な る 卵 の う 5 グループ は , ふ化 遊 出 率 な 
ら び に 遊 出 数 の 変異 係数 は 大 に な る 傾向 が あぁ る 。 


LEDBV., BHO 
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要 


ネ ゴ コブ センチ 2YOS (H)AGIC ES 4 PE 
I. S{E LIND 4 INH ORE 


石橋 12% MARA - AH wie 
BE BRE OL We SE BAR IS 


3) RINKS 240~300 の も の は , 26°C, 
incubation で 約 50% の ふ化 率 を 示す 。 

4) 印 の うか ら の 幼虫 遊 出 が 終え ん 状態 に は いっ た こと 
ろ , 卵 の う 内 ふ化 幼虫 数 は 上 蔵 卵 数 300~400 の も の が 最 
大 値 を 示す 。 

5) 実験 的 に 卵 の う を 完全 , 1/2, HEMET YE LEGO 
ふ化 遊 出 率 お よび 遊 出 数 は と も に , 

完全 卵 の う ぐ 1/2 卵 の う < 遊 離 卵 
と な り , MAORRERMILL >ICTCOMTCHSS 


1 週間 の 


ey 


キバ ガ 科 一 種 の 生命 表 と 個体 群 動 態 
| Stark, R. W. 
the lodgepole needle 


(1959) Population dynamics of 


miner, Recurvaria starki 
FREEMAN, in Canadian Rocky Mountain Parks. 
Can. J. Zool. 37: 917~943. 

カナ ディ アン ・ ロ ッ キ ー の 針葉樹 林 の 一 部 (Pinus 
contorta ssp. latifolia が 主体 ) に 1940 年 ご ろか ら 
lodgepole needle miner, Recurvaria starki (キバ ガ 
A) と 呼ば れる 潜 葉 性 の が が 大 発生 し た 。 こ と の 研究 は 大 
発生 が その ピー ク を 過ぎ た 1954 年 か ら 1958 年 に か け 
で 行なわ れ た , 生命 表 の 作製 を 中 心 と し た 生態 学 的 研究 
の 総括 で ある 。 

生命 歌 に よる と , 本 種 は 成熟 に 満 2 年 を 要 し , (1) 
劉 期 お よび ふ化 直後 の 1 MH BH, (2) 2 CATES 4 
最初 の 越冬 期 , (3) 3 齢 で 行なう 第 2 回 目 の 越冬 期 
よび (4) 老 熟 功 虫 か ら さ な ぎ に か け て の 時 期 , の 4 
大 の critical period が ある 。 と この うち , 前 の 3 回 は 
ほとん ど 気 候 の 影響 に よる と 想像 され , 最後 の 死亡 期 の 


み が , 寄生 ・ 皇 食 な どの 生物 学 的 要因 に 
年 に よっ て 死亡 率 が 著しく 違う の は 最初 の 3 つの 時 期 で 
Sot, 特に 卵 か ら 1 米 幼 虫 の 定着 まで の 死亡 率 の 違い 
は 大 きい 。 CHAN PHSNLBORBBML, 悪天候 に ょ 
る ふ化 幼虫 の 死亡 に よる らし い 。 KRMOMS IBOLT 
る 低く , 密 鹿 依存 性 る 認め られ な いた だ し , 大 発生 が 
すっ か り 終 わっ て , 本 種 が 通常 の ご く 近 い 密 度 に 戻っ た 
と き に は , 寄 入 と 捕食 の 割合 は 相当 高く な る 。 今回 の 大 
発生 で は , 食 樹 の 衰弱 や 食物 不足 の 兆候 は な い 。 結局, 
本 種 の 大 発生 は 気候 に よっ て 起こ され て 気候 に よっ て 終 
わっ た も の と 思わ れる 。 天敵 は 運 常 の 低い 密度 を 維持 す 
る うえ で は 役割 を 果たし て いる だ ろう が , 大 発生 を 押え る を 
る うえ で は 2 次 的 で あぁ る 。 長 年 の 気候 変動 を 調べ る と , 
大 発生 は 冬 の 気温 が 暖か く な り 始 ゅ の 年 に 始ま り , BE 
で あぁ っ た 1940~46 年 の 間 続 き , 1949~50 年 の 著しい 
雪 冷 を 機 と し て 衰退 し た も の と 考え られ る 。 
(BRET 伊藤 嘉昭 ) 


よろ る の で あぁ る ろ る 。 
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福島 正三 ・ 梶 田 泰 司 
岐阜 大 学 農 学部 昆虫 学 教室 ・ 愛 知 県 農業 試験 場 


マメ ハン ミ ョ ウ (Epicauta gorhami Marsevt) は 本 
Is KOFI CRBC BAL THA A, FA, ハク サ 
イイ な ど を 食害 する こと こと が よ まく 知ら れ て いる 。 1959 年 8 
月 下旬 , 岐阜 市 外 郡 加 町 に お いて マメ 科 植 物 に 加害 し て 
いる 数 10 頭 の マメ ハン ミ ョ ウ 成 虫 を 採集 し た 。 従 来 本 
種 の 生活 史 や 行動 に 関し て 詳し い 報 告 が な いよ うに 思わ 
れる の で , を その 行動 に つい て 三 , 三 の 実 験 を 行なっ た 。 


実験 材料 な ちら びに 方 法 

供 試 成虫 は 1959 年 8 月 25, 26 両日 に 岐阜 大 学 農 学 
部 付属 農場 の 々 イズ と ツル マメ の 雑種 (第 8 代 ) で 採集 
虹 だ の で 所 調査 は 次 の 3 項目 だ わた っ て 行なわ れ た 。 
1. 各行 動 の 観察 直径 2.5cm, R&S 12cm の ガラ 
AS icweHes lee 4 CHL LIAN, 時 間 ご と 
に ガラ ス 管 内 外 の 温度 と 管 外 の 照度 を 測定 し , 同時 に 成 
虫 の 行動 を 観察 し た 。 

2. RB Be1.5cm, 長 さ 6.5cm の ガラ ス 管 に 
HER Ie AD, これ に あら か じ め 面 積 を 測定 し て お 


第 1 表 8 月 26 日 の マメ ハン ミ ョ ウ 成 虫 に 見 られ た 行動 の 時 間 的 変化 


1 


いた ダイ ズ 葉 を 与 そ て 一 定時 間 後 食 い 残 され た 工 の 面積 7 
を 算出 し た 。 こ の 際 管 中 の 温度 と 管 外 の 照度 を 1 時間 ご 
と に 測定 し た 。 な お 暗黒 区 は 管 の 外側 を 黒色 の 厚紙 で お 
お つた 2 

3. 温度 反応 お お むね 小山 (1958) に し た が い , AE 
2.5cm, 長 さ 13cm の ガラ ス 管 に 雄 成 虫 2 頭 を 入れ , 前 
eat 16 ico CHAM, IE, 歩行 開始 , ME, H 
行 不 能 , BVEO 6 段階 の 温度 範囲 を 決定 し た 。 


結 AR 


1. 1 日 に お ける 行動 の 変化 第 1~2 表 は 雌雄 各 4 
頭 に お ける 各行 動 の 合計 所 要 時 間 を 示し た も の で ある J 
まず 第 1 表 に お いて 静止 時 間 は 雌雄 と も 13~14 時 に 短 
< BAS ICRV as 11 時 と 13 時 に も ゃ わずか に 見 られ 
る が , それ より る も 7 時 と 17 時 に 多く 行なわ れる こと と が 
わか っ た 。 ま た 歩行 時 間 は 雄 に お いて 9~10 時 に 短く 交 
っ て いる ほか は 13~14 時 に 向かう て 次 第 た 長く な 9 

の 後 は 次 第 に 減じ て いる 。 更に 摂 食 時 間 は 雌 で は 13~ 
14 時 に 最も 長い が , 雄 で は 11~12 時 に 最長 , 13~14 時 
に いく ぶん 減少 し て いる 。 な お 飛行 は 13 マ 14 FRC HRI 
お いて 1 度 だ け 見 られ た に すぎ な い 。 こ の 際 調 査 場所 の 
温度 は 観察 開始 より 次 第 に 上 昇 し て 14~15 時 に 最高 と 
な り , そ の 後 は 低下 し , 照度 も 大 体 同 様 の 傾向 を 示し た 4 

次 に 第 2 表 を みる と , 雌 に お ける 静止 時 間 は 正午 前 後 
と 15~16 時 に 短い が , その 他 の 時 間 で は 比較 的 長く) 


実験 


て 
時 間 7~8 9~10 iia? 13~14 15~16 17~18 
# ies we | 209* 170* 135* 89* 135* 212* 
it 動 3 5 8 
it IE 行 8 30 60 85 75 10 
i fe fr 20 40 45 56 * 30 10 
‘ 飛 行 5 
の 
区 静 ne 184 190 125 110 145 200 
lle fii 動 10 5 5 10 
分 | it Ip 行 23 10 50 80 55 15 
摂 食 23 40 60 50 35 15 
| 飛 行 
気象 条件 ia BE (°C ) 26.5 28.5 29.0 30.5 31.5 30.5 
a 照度 (Lux) 1,290 3,600 6,000 7,000 2,100 3,600 


" Some Observations on the Behavior of the Bean Blister Beetle, Epicauta gorhami MarsguLr. 
By Sy6z6 Huxusima and Hiroshi Kasrra, Laboratory of Entomology, Faculty of Agriculture, 
Gifu University, Gifu, Gifu Pref., and Aichi Agricultural Experiment Station, Anjo, Aichi Pref., 
Japanese Journal of Applied Entomology and Zoology, Vol. 4, No. 4, 1960. 
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ポ 数 値 は 1 時間 内 に み ら れ た 4 頭 に お ける 各行 動 の 合計 所 要 時 間 (単位 は 分 )。 
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第 2 表 8 月 27 日 の マメ ハン メ ョ ウ 成 虫 し に 見 られ た 行動 の 時 間 的 変化 


10~11 _11~12 12~13 13~14 14~15 15~16 16~17 17~18 18~19 19~20 


時 間 9~10 
. if ik | 192 147 75 93 122 97 164 122 149 222 
| i 10 8 5 3 15 8 8 3 10 
fJ Mla F 28 35 95 126 112 113 138 50 60 43 8 
wb te ft 10 50 60 18 5 5 18 50 45 
DQ 
区 」 静 If | 160 154 77 60 154 112 124 130 162 225 
| i Hh | 10 3 8 10 5 10 
分 it 歩 行 30 45 103 140 144 78 113 75 55 23 5 
摂 食 50 38 60 40 8 15 33 45 50 
| WR fF 
agg. |MABE(CC | 27.0 28.5 31.5 32.5 83.5 87.5 37.0 34.0 32:5 31.0 30.0 
条件 ee 2,200 3,800 3,300 4,300 7,100 3,000 1,600 2,200 1,300 380 80 
教 値 の 単位 は 第 1 表 に 同じ 。 な ね お 8 時 の 温度 は 26°C , 照度 は 1,800 Lux, 20 時 で は それ ぞ れ 28°C , 10 Lux 
of ay Heo pale 
POEWCMIM IC Ho TW So 微動 は 15 時 前 後に は 全 照度 は 13~14 時 に 最高 を 示し た 。 


る 見 られ ず , その 他 で る も 13~14 時 に 若干 多く な っ て い 
る 程度 で ある 。 歩行 時 間 は 1 日 を 通じ て 15~16 時 に 最 
長く , 授 食 時 間 は 9~12 時 に 増加 の 傾向 を 示し た が , 
その 後 は 減少 し , 16 時 以降 に 再び 長く な る 傾向 を 呈し て 
WS. また 飛行 は 1ー12“ 時 に 少し 見 られ た 。 一 方 雄 の 
静止 時 間 は 雌 の 場合 と ほぼ 同 傾向 を 示す が , 14~15 時 
の 行動 時 間 が 雌 よ り も 長く な っ て いる 。 ま た 役 動 時 間 も 
HEM ZHXEIELA LASS, 13~14 時 を 除け ば 11~16 
上 時 まで 微動 し な か っ た こと と に な る 。 歩行 時 間 で は 14 時 
ECHO 経過 と と も に 長く な る が , 15~16 時 の 増加 
以外 は その 後 顔 減 の 傾向 を 示し た 。 更に 摂 食 時 間 は 13~ 
116 時 に か な りう り 減少 する が , その 他 の 時 間 に は ほぼ 同値 
を と っ て いる 。 こ の 間 の 気象 条件 を みる と , 温度 は 経時 
的 に 上 昇 し て 14 時 に 最高 と な る が , その 後 は 低下 し , 


2. 摂 食 量 の 日 週 変化 8 月 27 日 の 照明 区 に お ける 
摂 食 量 は 時 間 の 経過 に 伴い 次 第 に 増加 し た が , 14 時 以 
ee tele こ お い て る も 6412 時 まで に 増加 し 
た が 12 時 後に 減少 し て いる 。 一 方 暗黒 区 で は , 27 日 の 
10~12 時 に か な り 多 か っ た ほか は 1 日 を 通じ て ほとん 
ど 変 化し な か っ た 。28 日 に お いて も , 12~14 時 の 減少 
を 除け ば 単位 時 間 内 の 摂 食 量 の 増減 傾向 は 前 日 と ほぼ 等 
し い 。 な お 28 日 の 12 時 ころ より 容器 を 直射 日 光 に さ 
らし た と ころ , 14 時 数 分 後 よ り 仮死 また は 熱 死 状態 に 
陥る 個体 が 急増 し た の で その 後 の 調査 を 打ち きっ た 。 

3. 温度 反応 第 4 表 に よる と 本 種 の 正常 活動 の 温度 
範囲 は 従来 の 報告 に みなみ られ る こん 虫 の それ より も 割合 高 
いよ う で ある 。 今 各 活 動 状 態 に つい て 少し 説明 する と 次 
の と お り で ある 。 


第 3 表 照明 の 有無 に よる マメ ハン ミ ョ ウ 雄 成虫 の 摂 食 量 の 差異 


* MAMI 10 頭 の 合計 量 で 示す 。 


re 明 区 | Ea 区 
時 間 | a > 
照度 (Lux) 温度 (°C ) 摂 食 量 (mm?) | 温 庶 (°C ) 摂 食 量 (mm?) 

6~ 8 1,800 26.0 679* 26.0 

8~10 3,900 28.5 3,054 28.5 1,140* 
10~12—s| 4,300 33.2 2,853 33.2 3,002 
12~14 | 30,000 36.1 3,598 36.7 1,154 
14~16 4,200 33.4 2,600 33.8 1,538 
GR | 380 30.5 1,600 30.6 1,070 
18~20 | 50 28.5 964 28.5 1,475 

6~ 8 2,200 28.0 244 COC 28.0 833 

8~10 1,600 29.9 994 | 29.9 1,003 
10~12 3,500 32.9 2,313 | 32.9 1,186 
12~14 111, 100 49.2 is ere 49.8 745 
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MAG voy? o VHRR OMERIS 
(AE HAE + 95%) 

活動 Be 温度 # HCCC ) 
i 動 | 13.34<m<17.54 
正 位 24.80<m <30.44 
a 7 «GA ba 28.65<m<33.97 
Bil E 41.10<m<43.78 
a ae 47 .92<m <49.08 
hy 死 49.09=m=<=50.11 


a: BIS BIG ed SSAC D> LIAD So 
正 位 : WPA BL TES ODS EBS o 


HAI HH ® Bw & ab 


IRFIBAIA: DS PAIL KS RBBX & oKOSHE 
き 回 る 。 | 
RUE: ATANEILOLMY, WIABATEV EBD, 


狂乱 状態 と な る 。 

ARAPARAE: 吐 液 し て 脚 を を る わせ る だ け で 歩行 の 次 
Vo 

ee: 脚 や 触角 の 運動 は 全く 見 られ な く な る 。 
30°C 前 後 の 室 温 に 放置 し て も 生き 返ら な い 。 


51 Sc aR 
小山 長雄 (1958) Bae OBR 2550p. 


陸 水 社 東京. 


Time Required for Settling of 
Alate Parthenogenetic Viviparae 
of Rhopalosiphum maidis Fircu 

on the Barley Plant? 


By Yosiaki Ir6 


National Institute of Agricultural 
Sciences, Kita-ku, Tokyo 


Moericke (1941, 1955), working with 
Myzus (Myzodes) persicae, showed that the 
life of alate aphid can be divided into two 
phases: an earlier migratory phase (‘Zug- 
phase’) and a later settling phase (“Be- 
fallsphase’). Within a few days after the 
final ecdysis, the aphid begins to fly, and 
remains active during subsequent several 
days. Migration flight occurs only in this 
stage. For several days following this 
period, the aphid becomes inactive, and 
produced her young on the host plant. 
Once entered this settling phase, as shown 
by Jounson (1953, 1957), the aphid gradually 
loses her flying ability, due to autolysis of 
the flight muscles. 

Rhopalosiphum (Aphis) maidis Fircu is a 
non-migratiing aphid, of which population 
is maintained throughout a year on gra- 
mineous plants, reproducing only by par- 
thenogenesis (Ir6, 1960). A green-house 


1 


トウ モロ コシ アブ プラ ムシ の 寄主 定着 に 要する 時 間 伊藤 嘉昭 


study on the time required for the final 
settling of alate females is reported here. 


METHODS 


A barley seedling planted in a pot, 15cm 
in diameter and 15cm in depth, was 
covered with a glass-cylinder, 10cm in 
diameter and 30cm in height. Fresh alatae 
emerged from caged nymphs were released 
into this glass-cylinder. The upper cut- 
end of the cylinder was covered with 


Table 1. Hours required for the final set- 
tling of all the released aphids and for 
the beginnifg of larviposition from esti- 
mated time of the final ecdysis 


Experi Time in hours (jy) Average 
ADE eS as temperature* 
ments for final for .beginning 
settling of larviposition (x) 
A SO EO 9 2305) © 
B 36.5+1 45 25.8 
C Si RD 25.8 
D 45. +8 unclear 24.1 
E 52.52b3 Deo DOO 
F 66.5+1 66.5 20.0 
G 8025se3.0 unclear の 
H 67.52 67.5 23.8 
I 56.5+4 unclear A 
Regression formula: y=31.0—6.6x%. 90%<p< 
95%, 
* Temperature was measured at every two 
hours. 


虐 林 省 農 業 技術 研究 所 


Japanese Journal of Applied Entomology and Zoology, Vol. 4, No. 4, 1960. 


(Received for publication, September 21, 1960) 


1960 年 12 月 短 


| gauze, while soil surface of the 
| pot was covered with white paper 
|to facilitate counting of the 
aphids. The numbers of the 
aphids on the following items 
| were thereafter counted: seedling, 
| paper, gauze and inside-wall of 
| glass-cylinder. Ten or twelve 
| alatae were used for each experi- 
| ment. 


RESULTS 


| Fig. 1 shows the percentage of 
| alatae found on the _ seedling. 
| Most of the other individuals were 
| found on the gauze or on the 
inside-wall of the cylinder. From 
| this figure, it may be concluded 


| that the number of aphids found 
jon the seedling increased as the 
| aphid matured, and that, once all 
| the aphids had settled on the host 
| plant, they never abandoned it. 

i@ The time required for the i00 
| settling of all the released aphids 
|and the time required for begin- 
}ning of the larviposition are 50 
}shown in Table 1. There is a 
| linear relationship between the 
| rearing temperature and the time 
| required for the final settling. It 
is thus shown that the alate 


50 


| 


Percentage of alatae found on seedling 


‘the aphid never flies again after 
| the final settling seems to support 
}the view held by Jounson (1953, 
| 1957), suggesting degeneration of 


|the flight muscle. 

Synchronization of the age of test insects 
lis important for the study of ‘insecticides 
‘etc. The result mentioned here suggests 
that, if one collects alate aphids swarming 
on the top of a rearing cage, he can easily 
obtain a lot of individuals within one or 
two days after the final ecdysis. 
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| Rhopalosiphum maidis female re- _ Fig. 1. 
| quires one to three days before The solid lines in the upper part of the figures show 
lthe larviposition. The fact that the temperature in the green-house, and the circles 
mean weather condition (hollow circle, fine; circle with 
oblique lines, clowdy; solid circle, rainy). The shaded 
areas show the night. A~I represent the results of 
respective experiments (see the first column of Table 1). 
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Percentage of aphids resting on barley seedlings 
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日 本 産 カ ミキ リム シ 食 樹 総覧 水島 圭三 ・ 岡 部 正明 著 
A5 判 ) 320 ペ ー ジ , GOOFS, ahscut (高知 市 ) 発行 
本 書 は 邦 産 カ ミキ リム シ の 加害 樹 の 集大成 で 著者 ら 5 の 
観察 し た 192 種 の カミ キリ ムシ の 加害 樹 と 1868 年 か ら 
1959 年 まで の 文献 に 記載 され た 食 樹 を や まとめ, 他 に 成 
中 と 幼虫 の 習性 概説 (4 ページ), 加害 樹種 別に みた 加 
=, |Z, 索引 と カ ヵ カミ キリ ムシ の 生態 写真 (8 ペ 


第 20 PAA BRESAKS 
第 20 回 目 本 昆虫 学会 大 会 は , 10 月 14~16 AAR 
東 区 道修 町 , FARE CBD ico 第 1, 2 両目 は 
“Cal, 午後 講演 (68) が 行なわ れ , 第 3 日 午前 は 特別 講 
演 “で ん 起 の 種 に つい て "一色 周知 ) “台湾 の で ん 起 学 


ー ジ ) が ある 。 本書 で 文献 記載 され た 加害 樹種 は す ペ 
て 出典 を 明記 し , 更に 原典 に つい て 綿密 な 考証 を ほど で ご 
し , また , 文献 目録 は カミ キリ ムシ の 生態 に 関す る 文献 
目録 と し て も 有効 で あり , 加害 樹 と カミ キリ ムシ と も 学 
名 , 和 名 の 索引 を つけ て ある な どど 従来 の 類書 に みな られ な 
い 特 色 が ある 。 CANIS ) 


aR 


の 現況 ” 易 希 陶 , 
AHEAD aD, 午後 は 
EG 

tric, 大 会 出席 者 は 200 名 に の ぼり, すこ ぶる 感 会 で 
あっ た 。 人 人 ) 


本 鱗 婦 学会 と 合同 の 講演 会 が あ 


(長谷 川 


=a 
a 
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松村 松 年 博士 せい 去 

本 会 名 准 会 員 松村 松 年 博士 (北海 道 大 学名 療 教 授 , 日 
本 学士 院 会 員 , HA) it, 11 月 7 目 考 衰 病 の た 
め せ い 去 され た 。 きょう 年 88。 と と に BAC HEHMOR 
を 表す る 次 第 で ある 。 

Hels 11 月 7 日東 京都 渋谷 区 大 山 町 の 自宅 で 行なわ 
れ た が , 本 会 は 零 前 に 生花 を 供え 抽 詞 を ささ げた 。 Bt 
SAA CA FORA te UCTRH SN, その 業績 は あぁ あ 
まり に も 大 きく , DBHOCAMEHLE UCRHOME 
WHALMo.Ik. HKKROMMUK S4vers 
AZ-+H” \SHEM AT A 


oY 


ga UY CIFIC A 


BTW To 
な お , 博士 生前 の 功労 に よっ て 勲一 等 瑞宝章 が 授け ら 
ES 
松村 博士 略歴 
明治 5 年 3 月 5 目 兵庫 県 明石 に 誕生 
明治 21 年 札幌 農学 校 入 学 
明治 28 年 同 校 卒業 
明治 29 年 同 校 助教 授 


上 明治 32~35 年 ベル リン 大 学 へ 留学 


松村 松 年 博士 
(1872—1960) 


' 明治 35 年 10 月 帰国 , 北大 教授 
明治 36 年 理学 博士 
Faile, 8 es 農学 博士 
EE 欧米 へ 出張 


“A BO MED 2 HAO MAA”? 徳 


大 正 14 年 


ロシア へ 出張 

大 正 14 年 FDR CA Ha Se RA OE Se 

AE 15 年 と ん 貝 分 類 学 雑誌 ペイ ィ ン セ ャ クタ ・ マ 
ツムラ ー ナ 創刊 

昭和 4 年 汎 大 平 洋学 術 会 議 出 席 の た め ジ ャ パ 

| へ 出張 

昭和 6 へ 7 年 欧米 へ 出張 

昭和 7 年 第 5 回 国際 こん 貝 会 議 出 席 の た め パ 
リー へ 出張 

昭和 9 年 北大 名 益 教 授 

昭和 10 へ 11 年 日 本 昆虫 学会 々 長 

昭和 13 年 5 月 AASB YAS MSA 

昭和 15 へ ~16 年 日 本 昆虫 学会 々 長 

昭和 18~20 年 同 上 

昭和 25 年 日 本 学士 院 会 員 

WAM 29 年 11 月 文化 功労 者 

昭和 32 年 1 月 6A AAR EAL eA 


昭和 35 年 11 月 7 日 せい 去 
(Rell 仁 ) 
松村 松 年 先生 の こと ども 
素 木 得 一 (名 状 会 員 ) 

先生 は 国際 こん 虫 会 議 の 名 准 会 員 に な っ て お られ まし 
た こと と を 申し 上 げ れ ば , と ん 虫 学 に 関す る 先生 の 業績 や 
いま さら こと こと に 述べ る 必要 は な いと 思い ます 。 私 が 先生 
を 知り まし た の は 中 学 の 1 年 の と ころ か ら で , その 当時 先 
生 は 札幌 農学 校 ( 現 在 の 北大 上 豊 学部 ) の 学生 で し た 。 それ 
と 申す の も その こと ろ 日 本 に お ける 二 大 運動 会 は , 駒場 と 
札幌 と いわ れ で いま し た が , その 一 つの 札幌 農学 校 の 運 
HAC, 先生 は 武装 競争 の チャ ン ピ ォ オォ ン で 年 々 第 1 位 を 
めで て お られ た こと と , また 当時 の 野球 で キャ ッ チ ャ ー を 
裸 手 の まま な さっ て お られ た と と な ど で 有 有名 で あっ た た 
めで し た 。 更に 札幌 農学 校 の 植物 園内 の 博物 館 の 入口 の 
正面 に チョ ウ の 標本 が 陳列 され て いま し た が , それ に 松 
村松 年 寄 と 記さ れ て あぁ っ た の で , 先生 の 名 は 当時 の 中 学 
生 間 に は も る ちろ ん 札幌 の 住民 の 間 で も 有名 で し た 。 私 が 
申 学 を 終え 札幌 農学 校 と 入学 し た 時 は 先生 は すでに 同 校 
を 卒業 され , 海外 留学 生 と し て 欧州 に 行っ て お られ , 私 
が 本 科 ( 今 の 学部 ) に 進み 専門 を きめ る 時 に 先生 は 帰国 
され まし た 。 帰国 後 登 校 さ れる 際 の 先生 は 半 コ ー ド で ス 
テッ キ を 持ち , いか に も る と と に 松村 あり と いう スタ イル 
で あられ まし た 。 先生 の と ん 虫 学 は 畜産 専門 の 橋本 左 五 
郎 先生 と 駒場 の 佐々 木 思 次 郎 先生 と か ら 学 ば れ た と 申 
し て お られ まし た 。 私 達 へ の 講義 は 主として ドイ ツ の 
Leunis 氏 の 動物 学 書 か らち ら で, それ に よっ て 先生 の “日 
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本 と こん 虫 学 ” が で きた の で し た 。 ま た 害虫 方 面 は ドイ ッ 
の 害虫 が 主として 講義 の 材料 と な っ て お っ た よう で し 
た 。 先生 は 有名 な 植物 学者 宮部 金吾 先生 の よう な 学名 を 
暗記 する と と が で きる よう に な り た いと 常に 話し て お おら 
れ ま し た が , ZOBZABAD Th, KAA OMIA 
と で も いう ある 方 法 を 考え られ , 誠に 多く の 単語 を 知っ 
て お られ , 晩年 に と の 単語 の 暗 記 術 と で も 考え られ る 和書 
を 脱稿 され て お られ まし た が , 出版 に 至ら な いま まく に, 
世 を 去 ち れ た の で し た 。 先生 は 海外 留学 時 代 , RA HH 
っ て 旅行 され た り , ZFIINLAMLVIAKOMRMR 
内 を され た と も 申し て お られ まし た 。 CHAT CRS 
人 物 で いか な る 人 の いう と と で 3$ 信じ し て 舞 わ な い は う 
で , その た め に 誤り を 起こ され た と と も あっ た よう で 
To 先生 の 師事 され た か の 有名 な 半 し 目 学者 HorvArr 
博士 は 先生 か ら 送 られ た 日 本 美人 の 写真 を デス ク の 上 に 
立て 飾り , 毎日 奥さん と と も に 先生 を 思い 出し な が ら 仕 
事 を し て いる の だ と 私 に 話さ れ ま し た , それ ほど 先生 は 
同 博 士 と すか れ て お られ た よう で し た た 。 

先生 の 趣味 は , 若い 時 代 は 運動 で , 後 は 尺 八 ゃ 魚釣り 
な ど で し た が , 魚釣り は 晩年 まで 続け られ まし た 。 RA 
で は 私 ら が か な り 苦 し め ら れ ま し た し , 魚釣り で も 大 い 
に その わざ を 競っ た と こと も あり まし た 。 何しろ 人 に 勝 と 
うと いう 強 い 意 志 を 常に 持っ て お られ まじ な た 。 尽 八 で は 
台北 で 先生 の 大 演奏 会 が 開か れ 大 評判 を 呼ん だ と と な ど 
も る も あり まし た 。 先生 ほど こと ん 貝 学 者 と し て また 競技 者 と 
UT, 東 に 趣味 の 人 と し て 世 を 送ら れ た か た は まず な 
く , 今後 も お そら くく 現われ に くい と 思い ます 。 誠に C お し 
いと と に な り ま し た 。 諸君 どう か 先生 に お と らち ら ぬ まう 才 
DUT, 先生 の 零 に 悦 を お 与え くだ さる よう お 願い 致し 
ます 。 

深見 博士 ら に 毎日 学術 奨 忠 金 

さき に 本 会 か ら , 毎日 学術 奨励 金 交 付 の 研究 と し て , 
松井 正直 (RAB) 宮野 真光 CAKE) 深見 順一 (BR 
研 ) の 3 博士 の “ ロ q テ ノン 誘導 体 の 合成 な ち ぁ び に 化学 構 
造 と 作用 機構 に 関す る 研究 ” を 推薦 し て いた が , 奨励 金 
50 万 円 交付 が 決定 し , 11 月 3 日 授与 され た 。 


スタ イン ハウ ス 博 士 特 別 講 演 
と ん 貝 病理 学者 と し て 谷 名 の ある 米国 カリ フォ ルニア 
大 学 ス タイ ン ハ ウス 教授 は , 9A 12 日 来 日 し 10 月 23 日 
まで 滞在 し , その 間 , BRK, BAR, LA, RK, 京都 
工芸 繊維 大 な ど を 店 問 し た 。 本 会 で は 日 本 奏 糸 学会 と 共 
f2C10A 8 日 午後 2 時 か ら 東大 農学 部 で 特別 講演 会 を 開 
いた が 来 会 者 80 名 に 及び 盛会 で あっ た 。 演題 と 講演 要覧 
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は 次 の と お り で ある 。 な お , S“AMHBHRE GK 
研 ) が 講演 の 通訳 に あたっ た 。 
米国 の こん 貝 病 理学 の 近況 

米国 に お ける と ん 虫 病理 学 は , 三 つ の 面 す な わ ち 基礎 
的 研究 , 応用 研究 お ょ よび 教育 の 面 で 大 き な 進 歩 が み ら れ 
た 。 現 在 米 国 で は 少な く と も 8 カ所 の 研究 機関 が こと ん 虫 
病理 学 の 分 野 に 重要 な 位置 を し め る 研究 室 を る も っ て お 
0, 』 さら に ミツ バチ の 病気 の 研究 を 専門 に し た 研究 室 が 
HAH b So 

SC, DV7evar7RECT sVABBAU, CA 
虫 病理 学 の 基礎 研究 を 行なう 部門 を も っ て いる 。 し か 
も 今日 , カリ フォ ルニア 大 学 で は と ん 皿 病 理学 の 講 誤 
入行 な わ 40 で お 9 まだ 他 の 大 学 で すす 前 部 分 的 だ が れれ 
らち に 関す る 講義 が 行なわ れ て いる 。 

基礎 研究 は , 全 種 類 の ひと ん 虫 の あら ゆる 種類 の 病原 菌 
(ウィ ルス , バク テリ アア; 細菌 原生 動物 , 線 虫 な ど ) に 
UY CHANT ATE DIVO Bo 

応用 面 で は , 主として , 害 忠 防除 の 目的 を も つ “Livi 
ng insecticide” と し て で て の 研究 に 重点 が 置か やれ, - 現 に こと 
AHA, 水 和 剤 , 粉剤 と し て , と ん 虫 の 自然 集団 
内 に 天敵 と し て 導入 する と と が 試み ぁ られ, 結晶 形成 型 の 
胞子 を も つ 細 菌 の 万. thuringiensis は , 今 日 米国 で 工業 
製品 化 さ れ 市 販 ミ され て いる こと ん 虫 病原 菌 の 1 例 で あぁ る 。 


と の よう な 実用 こん 虫 病原 菌 の 発見 と 利用 の た め に , カ ・ 


リ ホ ォ ル ニア 大 学 で は , 基礎 研究 と し て , 微 生物 生態 学 , 
BE, とこ ん 虫 組織 の 人 和 工 培 養 と と る に , 工業 化 研 究 に カ 
ゃ 入れ て いる 。 

私 は , 日 本 を 訪問 し て カイ コ お よび 他 の と ん 虫 の 病原 
菌 に つい て 行なわ れ て いる 数 多く の 研究 成果 を 知り 得 た 
と て と を 非常 に 有意 義 に 思う と と る も に 名 状 に 思っ て いる 。 
旦 本 に は 究 体 病理 学者 の 行なっ た 立派 な 伝統 的 成果 が あぁ 
り 放 また 日 本 の と ん 虫 病理 学者 は 卓越 し た 龍 力 を 有 し て で 
いる こと 思う 。 日 本 で は と ん 貝 お よび , 一 般 無 を せき つい 動 
物 の 病理 学 の 研究 で 驚く べき 進歩 の あみ あっ た と と を 知っ て 
いる 。 


今後 更に 奏 体 病理 学 の みな ら ず , 他 の 屋外 と こん 虫 の 病 
REIT OUT 8 力強い 研究 が 続け られ る と と を 心から 期 
和裕 で いる 中 村 正 道 (東大 害虫 研 ) 

第 15 回 本 会 例会 

第 15 回 例会 は 10 月 29 日 午後 2 時 か ら 5 農業 技術 研 
完 所 に お いて 開催 され , 次 の 2 講演 が お が あっ な た 。 

BAG AS %o 

1. 米国 の 農業 機械 (防除 機具 を 中 心 と し て ) 

A fa (共立 農機 ) 


策 4 券 第 4 号 


本 年 の “植物 防疫 視察 団 ” の 一 員 と し て 2 カ ヵ月, Bic 
社 用 で 1 ヵ月 , 米国 各地 を 視察 旅行 する と と が で きた た 。 
総じて 言え ば , 米国 の 農業 機械 は 広く 用 いち られ て いる ト 
ラク ター, す な わ ち 20 馬力 以上 の 乗用 トラ クタ ー を 店 心 
と し て 計画 され 開発 が な され て お おり, 日 本 の 現状 か ら み 
れ ば いわ ゆる 大 農 式 機械 化 と し て の 最高 度 の も の で あぁ あろ 
う 。 米 国 の 農業 の 生産 力 は これ ら の 高 能率 を 目的 と する 
hoa 7k—-fEMICAIDETABKEW ED CHD, CH 
に 対し て 小形 の 小 馬 力 の 単 能 機械 と , 農業 用 航空 機 が そ 
OMMA LE UCOMMBRIEUTOSZEWWUIAZLICS 
ある 。 防除 機 貞 に お いて も 全く 同じ 基本 線 に 沿っ て 構成 
され て いる の で ある か カ CCICCOLBTS 6 DICE 
述べ て みた い 。 

1. 高圧 スプ レー ャ ヤー : 米国 で は 7 旦 本 で 灘 用 で い 
る 圧力 の 約 2 倍 に 及ぶ 高圧 スプ レー ャ ー が , 特に 果樹 園 
用 の 機材 に 十分 使用 され て いる 。 そ の 高圧 ポンプ の 製造 
技術 に は 多く の すぐ れ た 設計 が 認め ちら れる 。 

2. エ ェ エアー キャリ ヤー スプ レー ヤ ャ ヤー: 果樹 園 用 の ス セ 
ー ド スプ レー ヤー の ほか に , 畑作 物 用 モ ェ アー キャ リア ー 
スプ レー ャ ー が 4 倍 濃 度 の 少量 散布 を 々 トマト な ど に 実用 
し て いる 。 水 の 節 約 が 作業 の 能率 を 向上 させ て いる 。 

3. EU‘) MBER: : トラ クタ ー に 装備 する か , 
けん 引 す る か の も の が , 畑作 物 の みな ら ず か ん きつ 園 で 
も 使用 され て いる 。 新しい 殺 線 虫 剤 の 完成 は その 実際 的 
な 施用 法 の 研究 に 依存 し な けれ ば ば ならない の で , 実用 機 
械 の 試験 研究 が あわ せ て 行なわ れ て いる 28 

4. 空中 散布 装置 : 岬 飛行 機 C よ る 散 粉 と スプ レー の 
機材 と 実地 を 視察 し た が , 散 粉 用 の か く 散 翼 な ど は 航空 
力学 的 な 研究 を 実施 し て いる 一 例 で あぁ っ た 。 

5. その 他 Ss 

1) 尊 剤 散布 機 は トウ モロ コシ に 対す る ハイ クリ アラ 
ンス トド ラク ター どど 組合 わせ ne 研究 が な さす で る 6 

2) 定 害 予防 用 の ウィ ンド マシ ン が 比較 的 大 面積 に 効 
果 が ある こと は 注目 の 必要 が ある 。 

以上 要約 し た よう に , 米国 の 防除 機具 に 関し て , その 
実用 場面 と 製造 工場 の 両方 を 視 宗 研究 で きた と と は 意義 
3 か ララ た さま 9 RS 

2. アメ リカ に お ける 供 試 こん 虫 の 飼育 

石倉 秀次 (農林 省 植物 防 疲 課 ) 

アァ アメ リカ で は 多く の こと ん 虫 の 倉 育 方 法 が 一 般 こ ん 虫 学 
お よび 訂 虫 剤 開発 の 基底 と し て 研究 され て お り , FAL 
育 波 も 確立 され て いる 。 最も 手広く 飼育 され て いる の ば 
や は り 9 り SNce we ee i St eel) a ety ee 
SU, APRA, APRALS PS, PVG Says 


EEO 


2 
aN 


BM, コク ガ 類 で ある 。 飼育 恒温 密 な ど は 特に 見 る べき 
新 施設 は な か っ た が , 風 選 に よる イエ バ ェ さなぎ の 分 
ME, 弱電 流 に よる ゴキ ブリ の 逃亡 防止 な ど , MALOF 
間 を 省く 新 考 案 は 多い 。 

虐 作 害虫 の 飼育 に は 多く の 努力 が 払わ れ , vy x MOH 
に よる ハダニ , ョ トウ の 一 竹 , 
の 飼育 , 摘果 リン ゴ に よる ヒメ シン クイ , plum curcu- 
lio の 飼育 は すでに 実用 化 さ れ て いる 。 と の ほか , ソラ 
マメ 雷 に よる corn earworm の 飼育 , striped cucum- 
ber beetle, ネ キ リム シ の 偏 育 も 実 見 し た 。 また plum 
curculio は 通常 年 1 世代 で ある が , 多 化 性 系 統 を 検出 
L, RARMAL TVS. 

合成 飼料 に よる 飼育 で は , アワ ノメイガ を アル ファ ル 
leaf factor と し て 加え た MRC どっ 

て 大 規模 に 累代 飼 育 する と と に 成功 し , また チチ ュ ウ 
aimee Nice, We Red Nice ena ey Ste UN SEN By ae ey SR 
PA CME: IEA CTS AACA CE RC HD Ket 
| 飼育 が 行なわ れ て いる 。 い ずれ の 場合 に 化学 的 防 ば い 

(tt) 剤 を 使用 し て いる 。 

中 汁 性 こん 虫 を 合成 飼料 で 飼育 する と こと は 長い 懸案 で 
あっ た が , J 字 管 の 一 端 に タマ ネギ の 甘皮 を 70% アル 
コー ル で 固定 し た も の を 張り , J 字 管 内 に と 養 液 を 注入 し 
“OS, CORVAFOWUMSBLT, と れ を 吸 汁 させ 
る と と に 成功 し , 新しい 分 野 を 開拓 し て いる 。 

新編 集 委 員 長 , 編集 委員 決定 

昭和 36~37 年 度 の 本 会 新編 集 委 員 長 の 選出 は , 新 評 
華 員 の 郵便 投票 に よっ て 行なわ れ た が , 小野 正武 評議 員 
! に 決定 し た 。 

また , 新編 集 委 員 に は 新編 集 委 員 長 の 推薦 に よる 下記 
19 ees, 新 会 長 に よっ て 委嘱 され た 。 

藍野 補 久 ・ 深 谷 員 次 ・ 福 永 一 夫 ・ 福 田 仁 郎 ・ 畑 井 直 樹 
・ 石 井 象 二 郎 ・ 弥 富 喜 三 ・ 加 藤 陸奥 雄 ・ 加 藤 静 夫 ・ 国 井 
「 豆 章 ・ 三 坂 和 英 ・ 野 村 健 一 ・ 末 永 —- HARE: RI 
Pam - AR S— - APIERSB - We - AS (AB 


Mexican bean beetle 


フェ ミー ル や を 


» CJR) 


明 年 度 大 会 シン ポジ ウム 

WAM 36 年 度 本 会 大 会 に 開か れる シン ポジ ウム の 運営 
委員 長 に は 畑 井 直樹 技官 ( 紅 技 研 ) が 決定 し た と と は , 
前 号 で 報告 し た と お り で ある が , その 人 後 運営 答 員 に 福田 
仁 郎 技官 PRR, RMA), 一 戸 稔 技 官 
( 農 技 研 ) が 選ば れ た 。 

また , シン ポジ ウム の 課題 と 座長 は 下記 の よう に 決定 
し た が , 各課 題 に お ける 講演 者 お よび 講演 内 容 に つい て 
は , 目下 運営 委員 の も と で 検討 中 で , 近く 詳細 は 決定 を 
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ADSBTEICIS TIS, 

1. 農薬 の 空中 散布 (BR 畑 井 直樹 ) 

2. 果実 吸 ガ 類 に 関す る 問題 点 (座長 福田 仁 郎 ) 

3. 殺 線 虫 剤 と その 施用 上 の 問 題 点 (座長 一 戸 稔 ) 

( 畑 井 直樹 ) 
会 AD 静 

新入 会 員 
AB 正男 東京 都 文京 区 原町 17 東洋 大 教養 部 生物 研 
BH 卓 東京 都 中 央 区 日 本 橋本 町 3-3 中 外 製 薬 氏 
KK 営業 部 
北海 道 岩見 沢 市 10 RASTA 岩見沢 西 
高校 
千葉 市 都 町 FHM RRR 
東京 都 世 田谷 区 池尻 町 東京 教育 大 農学 部 
島根 県 出雲 市 塩 治 町 島根 農事 試験 場 
仙台 市 長町 宮城 県 筐 業 短 大 
東京 都 北 区 西ヶ原 2-1 PELE BY 
和歌 山県 西 牟 脅 郡上 富田 町 朝来 和歌 山県 
神奈 川 県 秦野 市 今泉 秦野 農業 改良 普及 所 
熊本 市 北 坪 井町 熊本 市 立 高校 
Department of Entomology and Eco- 


nomic Zoology, University of Minne- 
sota, St. Paul 1, Minnesota, U. S. A. 


FER 道 流 


山梨 県 中 巨摩 郡 敷 島町 下 中 条 寺 前 公営 住 
宅 4 号 

長崎 市 西町 長崎 大 学 宿舎 

東京 都 世田谷 区 上 馬 町 2-25 
長崎 県 大 村 市 原口 郷 長崎 農業 試験 場 大 村 
園芸 分 場 

神奈 川 県 小田 原市 国府 津 2681 SR SR 
38 Wt BB Ha 

津 市 古河 南町 109 

東京 都 千 代田 区 大 手 町 1-3 産経 会 館 KE 
原 農 薬 氏 氏 東 京 支社 

me BE 神奈 川 県 平塚 市 人 幡 全 購 連 農 薬研 

門前 私 多 滋賀 県 栗 津 晴 出 町 1045 

日 本 園芸 薬品 氏 氏 東京 都 中 央 区 日 本 橋 江 戸 橋 3-1-1 
浅田 三津 男 神奈 川 県 中 郡 大 磯 町 東 小 磯 日 本 曹達 KK 
生物 研究 所 

欧 城 県 稲敷 郡 同 見 町 阿見 茨城 県 園芸 試験 
場 環 境 部 

Department of Physiology, University 
of Chicago, Chicago 37, Ill., U.S. A. 


関口 計 主 


fa 敏夫 


yp 
a 
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お 願い と お 知ら せ 


1 前 | 本 号 を る っ て 第 4 券 は 完結 致し ます 。 明 36 年 度 の 会 費 7 (700 A) を まだ お 払い 込み ご な っ て いな いか 
た は , BATCHES RSW. CHEMO < EAM (東京 52867) で お 願い 致し ます 。 

会 則 こ より 和 会 上 頃 は 前 金 制 だ な っ て お りお 払い 込み なの な いか た に は 会 誌 は お 送り 致 じ ませ ん か ら 悪 じじ か ら 
TOTS ESV. 


2. AgB EO “TORE”, “応用 動物 学 雑 誌 ” な どの バッ クチ ナン バー を ご ど ご 希望 の か た は , Bs 195 ペー ジ 
DUAN eZ He Oe es HA <7e SVG 


3. 本 誌 に 投稿 され る か た の た め に , “AAS 


UCCEWE To 


動物 昆虫 学 


ど 希 望 の か た は 送料 8 円 ( 郵 券 ) を 同封 し 


Me ASE 
Sad 
Gs 


biti Oe’? (BS ¥l, 


SEA LIARS REV. 


OR 


季 


i 


4 ペー ジ ) が 用 意 


事 ) 


有賀 久雄 ・ 
江原 昭三 : 
平田 貞雄 : 
HAR: 
石橋 信義 ・ 


伊藤 問 昭 ・ 
CREA 


tL 


FAB: 


小林 fet: 


小林 fe: 
草野 忠治 : 


草野 忠治 : 
Shi - 


STi Rew - 


水田 国 康 : 
森本 尚武 : 
森本 尚武 : 
ARE fe: 


原 著 


吉武 成美 ・ 渡 辺 仁 ・ 福 原 敏 彦 : 数 種 り ん し 目 こ ん 虫 の 多角 体 病 と その 誘発 … 
農業 上 有害 な ハダニ 類 数 種 に つい て GE) - 


ョ トウ ガ の 相 変 異 V. 異な る 食 草 で 飼育 し た 場合 の 幼虫 お よび さなぎ の 形質 に 対す 


る 密度 の 働き … ssa cer BE PIA TEENS EMO 
2 ギン DI ERAN (OH) OBIT ET I. タマ ナギ ン 
ウ ワ パ の 発育 と 体 色 に 及ぼ す 温 度 の 影 郷 … 


気賀 沢 和 和男 ・ 国 井 喜 章 : ネコ ブ セ ャ センチュウ の と ふ (HF) 化 に 関す る 研究 I: ふ化 と 卵 


の う 3 上 蔵 卵 数 の 関係 (英文 ) ・ 


‘PAE - Let Wt モン シロ チョ ウリ ウ 個 体 群 の 自然 死亡 率 お よび 死亡 原因 に つい て eee 


後藤 WA Se PME: モン シロ チョ ウ の 卵 ・ 幼 虫 個体 群 に お ける 和裕 間 的 分 布 の 変化 と 
その 原因 … 


ーー: 寄主 稲 の 生育 段階 の 相 異 と イネ カラ バエ 幼虫 の 発育 と の 関係 - ee 
日 本 産 カ メ ム シ 上 科 の 幼 期 に 関す る 研究 MK. Lagynotomus, Aelia お よび それ ら の 
日 本 産 カ メ ム シ 上 科 の 幼 期 に 関す る 研究 X. Eysarcoris KOC OVROM MH eee ee eee ee eee 


yan) Dae y\ Vics seflAA es, Prothrombin time OE, 


2 ae aaa aon 対す る ワル ファ リン の 影響 … 


深谷 昌 次 : ニカ メイ チェ ュ ウ の 幼虫 休眠 に お ける ホル モン 支配 OM. 休眠 期 お よび 後 休 


眠 期 に お ける 脳 の 神経 分 泌 細胞 お よび アラ タ 体 の 分 泌 細 胞 に 関す る 組織 学 的 研究 (英文 ) 


伊藤 広 雄 ・ 電 松 昭 志 : ミク ロ オ ー ト ラジ オグ ラフ に よる 絹糸 せん の 核酸 お よび タン パパ 


ク 代 謝 の 人 研究 tre 
モン シロ チョ ウ の 幼虫 密度 が 発育 に 及ぼ す 影 響 に つい て re 


“PAA POMBO, さなぎ お よび 成虫 の 形質 に 及ぼ す 影 響 に つい て ・… 


シロ イチ モジ マダ ラメ イガ お よび マメ シン クイ ガ が ガ の 分 布 ・ 発 生 に 関す る 研究 第 2 報 


両 種 の 分 布 ・ 発 生 と 土壌 と の 関係 に つい て 


: 関東 地方 に お ける マメ シン クイ ガ が ガ の 生態 と 被害 … eee 
SG: シ ロイ チ モ ジ マダ ラメ イガ お よび マメ シン クイ ガ が ガ が の 分 布 ・ 発 生 に 関す る 研究 第 3 報 


(HIRE: マメ トン お よび ジメチル ジ メ ト ン に よる ゴキ ブリ の 神経 機能 変化 と コリ ン , 
LAFF で 阻害 林 中 剤 の 作用 機構 に 関す る 研究 (MM) covere ees eee cee eee see eesceeeeneeecneeensees 
: スゲ ハム シ Plateumaris sericea Lenné 上 肉 の 腹部 の 形態 に つい て 

: アブ プ ブラ ムシ の 有 し 型 胎生 雌 の 出現 に つい て W. アブ ラム シ の 生活 環 に お ける 有 し 型 
出現 の 生態 的 意義 (3E2Z) AAR ORCC RE Ee SOR ER POOR IEE A ene ee OR COE OG) FE ORE PONCE te Cree Coe err cee 
: アブ ラム シ の 有 し 型 胎生 雌 の 出現 に つい て X. トウ モロ コシ アブ ラム シ Aphis 


a の 有 し 型 出 現に 対す る 食 草 の 就 度 お よび 汁 液 濃度 の 影響 (C0 eee 


1 FIL TAO a OA AG E RRA 


Beer cory ae oie カメ イチ ュ ウ の 摂 食 撰 択 性 … 
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